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羊と航海




　もっこもこの、ふわっふわである。

　その羊から生えている黄金の毛はくるっくるに回転しながら伸びている。上から触ればつぷっと沈み込むような柔らかさと、その手をささやかに跳ね返そうとする麗しい弾力を指に返してくれる。

　これを天上の快楽と言わずして何と呼べば良いのだろう。手で触るだけで極上なのだ。この子の毛を布団代わりにして寝た時など、自分はこんなに幸せで良いのだろうかと自問自答した。今の自分の境遇など吹っ飛んでしまうかのようだ。

「めぇ」

「ああ、お前さえいれば大丈夫だ」

　潮風の吹く港で、僕は隣に佇たたずむ羊の頭を撫なでた。

　この黄金の羊、エーデルは僕の親友であり、パートナーだ。輝かしい金色の羊毛や、凛り々りしい横顔を見れば分かるように、ただの羊ではない。

　魔獣、と呼ばれる存在である。

「そうね。タクト、あなたにはこの子がいるからどこに行っても大丈夫。信じているわ。エーデルも頑張るのよ」

「リーネ姉さん」

「でも、つらいことがあったらいつでも私、そして素敵な義兄様のアルゼスを頼りなさい。わかったわね」

「リーネ姉さん、羊の毛に顔を埋めながら格好いい言葉を言わないでください」

　顔をもふもふの中に埋める姉の背中を引っ張る。ずぼっと現れた顔は美しい。流りゅう麗れいな金髪はまさにローレンディア王家の血筋を示していた。

　僕には彼女以外にもたくさんの兄弟姉妹がいるものの、その中で親しいと言えるのはこのリーネ姉さんだけだ。実際、遠い海を隔へだてた先に旅立つ僕を見送りに来たのは彼女と、彼女の夫でありガレアード聖王国の王子、アルゼス義兄さんの二人だけであった。

「タクトくん。心情的にも、立場的にも、きみがいなくなると寂しい。本当はきみをこのまま連れて帰りたいくらいなんだが」

　リーネ姉さんの隣にいる黒髪の青年、アルゼス義兄さんが苦しげに呟つぶやいた。

「無理はしないでください。僕は相当な高値で開拓団に売られたようです。良く言えば高く評価されてる訳でして、そうひどい扱いはされないでしょう。労働環境も悪くないと思いますよ」

「だといいのだが……」

「それに、僕が義兄さんの国に亡命してしまえば何かとしこりが出るでしょう。行くとしてもほとぼりが冷めて身の回りの整理がついてからの話ですよ。エーデルさえいればどこでだって生活はできますから」

「めぇめぇ」

　エーデルが、そうだそうだとばかりに相あい槌づちを打ってくれる。

「……わかった。頑張ってくれタクトくん。応援しているよ」

　アルゼス義兄さんと僕は、握手を交わした。

　再会を誓う握手だ。

　僕はローレンディア王国の王子として、そしてアルゼス義兄さんはガレアード聖王国の王子として、様々な交渉を重ねてきた。お互いに戦争をする国同士でありながら、いや、戦争をする国同士だからこそ、話し合いや交渉は大事になる。

　そしてローレンディアもガレアードも武を尊ぶお国柄だ。話し合いよりも戦い。利益よりも名誉。敗北より勝利。それはそれで立派なのだが、おかげで外交官は閑かん職しょくとみなされている。実態としては凄まじく多忙であるというのに、待遇は悪い。

　交渉の場だというのに我を忘れて剣を抜く人間や自分の腹を切ろうとする人間がゴロゴロいる中で、僕がアルゼス義兄さんのような人と出会えたのは、まさに僥ぎょう倖こうであった。

「感情はさておいて話し合いの席に着くことができる」、「自分の要求を主張し、損害を訴え、落としどころを探る」という交渉ができる人と巡り会えたことはまさに神様からのプレゼントであり、そしてアルゼス義兄さんもまた僕と同じことを思った様子であった。

　僕らは自然と友になった。

　もっとも、リーネ姉さんに彼のことを褒めまくったら「じゃあ私、アルゼスのところに嫁ぐわ」と言い出すのは流石に予想外だったけれど。

　今では僕などそっちのけでおしどり夫婦だ。友と姉を取られたようでちょっと悔しくもあるが、幸せな二人の顔に免じて許そうと思う。

「でも本当に名残惜しいわね」

「姉さんは弟よりも羊を惜しんでますね？」

「仕方ないじゃない。成人の儀式でこんなに可愛い魔獣と契約したのはあなたくらいなんだから」

「まったくその通りですがね」

「お父様も、まったく器が小さいったらありゃしないわ。たかだか〝戦いに向かない魔獣と契約した〟なんてことで怒って追放するなんて」

　呆れたとばかりに、リーネ姉さんは肩をすくめた。

　僕ら、ローレンディア王国の王子や王女は、十三歳となった日に成人の儀式に挑む。

　それは王家の人間だけが入れる伝説の迷宮『獣じゅう王おう迷めい宮きゅう』に潜り、自分のパートナーとなる魔獣を探し出すものである。

　ローレンディア王族は初代から、魔獣と契約することができる【テイマー】と呼ばれるクラスを輩出してきた一族だ。

　そして先祖代々、強力な魔獣と契約してこの大陸に覇を唱えてきた。

　父上、つまり今のローレンディア王が契約する魔獣は屈強な獅子の魔獣、ライトニングレオだ。鋼鉄を砕く牙と爪、あらゆる攻撃を跳ね返す黄金のたてがみを持つ、魔獣の中でも最強格であり、ローレンディア王国の版図は父上の手腕によって三倍になった。

　とはいえ戦後の統治は戦争とはまた違う困難があり文官は死にそうになったし、僕が八歳になった時点で文書能力や算術の素養があると分かるとすぐさま外交の場に引っ張り出されてしまったが。僕がいなくなって彼らが過労死しないかが心配だ。他の王子や王女は文武において「武」に偏りすぎている。どうなることやら。

「それだけじゃないよ。色々と父上の地雷を踏んでたんだ。もう少し剣の腕を磨くなり戦闘訓練なりすれば話は変わってたと思う」

　しかしまあ、もう心配しても仕方のないことだ。

　僕は追放され、リーネ姉さんは嫁いでしまったのだから。

「ともかく、なるようになるさ。見送りに来てくれてありがとう」

　僕の言葉に、リーネ姉さんとアルゼス義兄さんはようやく諦めたように微笑んだ。

「……達者でな。また会える日を楽しみにしている」

「頑張るのよ」

　僕はアルゼス義兄さんとリーネ姉さんとハグを交わした。

　向かう先は船、そして大海原。

　僕はこうして、二つ目の故郷に別れを告げた。




　奴隷船『戦いくさ乙おと女め号ごう』。

　皮肉めいた名前の船の上階の船長室で、僕は白髪交じりの髭の男と対面していた。

「素敵な海の旅を楽しんでくれよ、お坊ちゃん」

「船は好きです。しかしこれだけ大きいと快適ですね」

「快適と来たか。光栄だな」

　髭の男がにやっと笑った。

　彼がこの船の船長、ダブラだ。そして僕を国から買い取った奴隷商人でもある。

　しかし船長とか奴隷商人というよりも、海賊という言葉がぴったり合う容よう貌ぼうだ。がっしりとした体格、陽に焼けた肌に伸ばし放題の髭。

　だが何よりも、野心に濁った目こそが彼の生き様を表していた。

「ええ、よろしくお願いします、船長」

「聞いてるたぁ思うが売約先はもう決まっててな。西大陸の開拓団だ。【テイマー】クラスを持ってて、ついでに計算や物資の管理ができるやつが欲しいんだとよ」

「ええ、聞いています。簿記は得意ですよ」

「王族から追放されて、行き先も決まってる。タクト=アラスレイ=ローレンディアが今までのお前の名前だったわけだが……今日からお前は、ただのタクトだ」

「書きやすくて助かります」

　僕の淡々とした態度に、ダブラが面白そうに自分の髭を撫なでた。

「……余裕って顔だな？　だがあそこはサラマンダーやレッサーデーモンみてえな魔獣がウヨウヨして人間をむさぼり食ってる。前線に駆り出されることがないなんて甘い考えは捨てておけよ」

「はい。主人には礼と忠ちゅう節せつと勇ゆう猛もうを尽くし、誇りある仕事ができるよう全身全霊で勤め上げる所存です」

　だがその程度の事前情報は仕入れている。

　そんな僕の様子に、ダブラは首をひねった。

「お前、怖くはねえのか？」

「はぁ。兄のバイアンやウィーズリーに比べたらさほどは。あのへんの兄の部下になるよりは遥はるかに穏おん当とうな処置ですので」

「……そ、そうか。親しいのか？」

「バイアンにはあまり好かれてなかったというか、興味の外でしたね。ウィーズリーとは割と良好ですよ。とはいえ海賊よりもヤバいので深く付き合うのも難しくて」

　バイアンとは僕の兄弟の長兄にあたる人で、なかなかの難物である。父親以上の脳筋主義というか戦闘民族で、戦いこそ我が人生という感じの男だ。自他共に認める大陸最強格の戦士である。

　ウィーズリーは四男で、バイアン以上にヤバい人だ。海の魔獣を愛しており、独自に海を支配域として活動する騎士団の団長を務めている。が、他国の商船を襲うわ港町を襲うわ、海賊にさえも襲いかかるわのやりたい放題の男だ。海賊以上の海賊として海の男たちに恐れられている。

　この兄の名を出せば、いかに奴隷船長といえども僕に無茶な要求はしないだろうと思ったが、効果はてきめんのようだ。というか想像以上にビビったらしい。

「お、お前を攫さらいに来るとかはないだろうな」

「流石に無理でしょう。兄の本拠地からは遠いので。とはいえ王族がいたぶられたとか難癖つけて何もかも奪いに来る可能性はあるので気をつけてください。兄に狙われたら僕にも誰にも止められません。どうしてもやりたいならこっそりお願いします」

　その言葉に、船長は少しばかりホッとした様子だった。

　普通に気をつけていれば良いとわかってくれたのだろう。

「……ま、まあ、いい。お前はお客様の商品だ。丁重に扱うさ」

「ありがとうございます」

「行き先の開拓地は、魔獣が多いって言ったって人間が住める範はん疇ちゅうだ。告こく死し島とうや暗あん黒こく大たい陸りくみてえな、人間が生きていけねえ場所って訳でもねえ。運が良けりゃ五体満足で奴隷の任期も務められるだろうさ」

「ええ、頑張ります」

「ま、開拓地でどうなるかは俺の知らねえところだ。だがそこに着くまでの船旅は安心してくれていい。王子様だからって訳じゃねえぞ。いろいろと便宜を図ってもらったからな。普通の奴隷にゃそれなりの労役もあるんだが、あんたはナシだ」

「助かります」

　実は、姉のリーネが袖そでの下を船長に渡していた。十分にそれは効いているようで、態度は荒っぽいが僕を丁重に扱うつもりのようだ。

　とはいえ、船長は他の船員にも奴隷にも基本的に乱暴かつ横暴であった。僕を船長室に連れていく途中、別に怠けているわけでもない船員や奴隷を無言で蹴飛ばし、だが誰もがその行動に抵抗さえできなかった。

　おそらくは僕を丁重に扱うと同時に脅しをかけることを成立させるための行動だったが、それだけではない。暴力を振るうことが当たり前のように日常やルーチンに組み込まれている。人としては悪辣で、奴隷商人としては精勤といったところなのだろう。

　そうした姿勢に反論して逆らいたいところではあるが、論破してやり込めたところで彼のフラストレーションの向かう先は罪のない船員や奴隷たちだ。彼らを思えば、ここで喧けん嘩かするのも得策ではない。

「ところで……あんたの使役獣だが」

「エーデルのことですか？」

「あんたのところの王様はそいつが嫌いだって話だが信じられねえな……。まさに金の卵じゃねえか。ええ？」

「羊毛は少しでしたらお売りもできますよ」

「糸や生地が欲しい訳じゃねえんだ。欲しいのは羊だよ」

　論外ですね、と言いかけて我慢した僕を誰か褒めてほしい。

「普通の【テイマー】のスキルで契約したわけではなく、僕はこの子……エーデルと、生涯に渡る魔術的な契約を結びました。売り払うことも引き離すこともできませんよ」

「……残念だな。船一隻どころじゃねえ金に変えられるんだが」

「まさしく金を生む卵と思ってらっしゃるのでしょうけど、羊一頭から取れる毛などたかが知れてますよ。エーデルそのものの美しさの方が評価が出るでしょう」

　嘘うそをつきました。

　エーデルの毛は結構伸びる。

　だがわざわざ彼の欲望を触発する必要もなかった。

「ああ、お前の羊は美しい。金を持った連中を集めてオークションにかけりゃすげえことになるぜ」

「ですがローレンディア王は不快であると断じました。魔獣の美しさを評価し高値をつけることは王に異論を申し立てるようなもの」

「ぐ……それもそうか……」

　船長ダブラは苦々しい表情を浮かべた。

　彼にとってローレンディア王国は重要な得意先であり、父上の恐ろしさもよく知っていることだろう。

「また別のお取引の機会がありましたら、ぜひよろしくおねがいします」

「へっ、ローレンディアの若造にしちゃ話せるやつだ。奴隷生活もお前なら楽しめるんじゃねえか」

　こうして船長と奴隷、商人と積荷の会話は穏やかに終わった。




　唐突だが、僕の最初の故郷はこの世界には存在しない。

　地球という星の日本という国であった。これといって大したことはしていない。中流家庭に生まれて、小中高、大学と進学して商社に就職。

　趣味はゲームと旅行。仕事でも海外出張も多く、スマホ時代でありながら紙書籍の時刻表やガイドブックを片手にいろんなところに行ったものだ。旅客船にも乗ったし、ガタガタ揺れて死ぬかもと思うような小型の飛行機にも乗った。

　で、いろいろあって地球での人生は終わりを告げ、気づけばこの世界の金髪の少年に生まれ変わっていた。確か、前世の記憶をはっきりと思い出したのは三歳くらいだったと思う。

　そこで僕は神童……ともてはやされれば良かったのだが、全然そんなことはなかった。むしろ、強さこそジャスティス、戦争こそ名誉という戦闘部族の水が少々合わなかった。

　本を読んで、算術、法律、あるいは文芸、あるいは戦闘にあまり役立たないクラスやスキルなどを調べまくる僕のことを、周囲は奇人変人と見ていた。いや、この世界では正しく奇人変人の類であった。子供らしく興味本位で行動して、元日本人らしく荒事を避けるのは、少々まずかったと今更ながら思う。

　だがそれはさておき大事なのは、僕はめちゃめちゃ揺れる船でも酔わずにノスタルジーに浸れることであった。ぎっしぎっし軋きしむ船と、グロッキー状態の人々を眺めていると、昔の旅行の楽しかった日々を思い出す。

　眺めて悦に入るのも悪いので、あまりに症状がひどい人間には治癒魔法をかけてやった。

「【魔法使い：聖水】」

　低級の水属性の魔法だ。

　コップ一杯程度の水を出し、これを飲み干すと体力が少しばかり回復する。

「す、すまねえな」

「一気に飲み干さず、ゆっくりと」

　船長からは仕事をする必要はないとは言われたが、あまり気にしていない。数百人の奴隷の中でここまで待遇が良いのは僕含めて十人もいないだろう。「あいつは遊んでたやつだ」と船旅の後も顔を覚えられっぱなしでは困る。

　ちなみに僕のように元王族とか、あるいは元貴族とか、身元と能力が保証されていて健康な奴隷は一等奴隷となる。私有財産も奪われることがなく、ただ自分に雇用主を選ぶ権利がないだけのサラリーマンだ。真面目に仕事をこなして任期を満了するか、または買取金額を雇用主に渡せば奴隷から解放される。

　借金苦によって売られた平民など、正規の手続きで奴隷となった人間は二等奴隷だ。一等奴隷との違いは身分だけで、権利などはあまり変わらない。

　一番扱いが悪いのは三等奴隷である。戦争で負けて奴隷に落とされたとか、身元不詳の人間が奴隷狩りに遭ったなど、一番分かりやすい「搾さく取しゅされる側」であり、奴隷の最大派閥でもある。彼らは船内での労役も多く、流石に見ていて気分が悪い。恨まれたくないという打算もあるが、放っておきたくはなかった。

「魔法で一時的に酔いは治っても、またすぐぶりかえしますよ。つらい時は遠くの、水平線の方に視線を合わせると楽になるそうです」

「助かった……」

「いえいえ。長旅ですから無理はなさらず」

　甲板の日差しは強い。

　風は少なく、熱中症に罹かかる人もいるかもしれないと思い、僕は体調の悪そうな人間に声をかけて回った。

　そして何人かの治療をしたところで、一人の女性が唐突に話しかけてきた。

「子供が大人を助けるな。つらそうにしてる子供だけ助けてやれ」

　凜りんとした声を放ったのは、美しいクリーム色の髪をした、長身の女性であった。

「十四歳で、大人です。祖国では十三歳が成人なので」

「……オレの国じゃお前は子供だ」

　女性がごまかすように顔を背けた。

　僕が子供と誤解されるのも仕方ないだろう。こちらはさほど身長が高い方ではない。また僕は男の割に肉のつきにくい体質らしく、親兄弟のようながっしりした体格を持っていない。

　対して、この女性は顔立ちこそ二十歳前後だろうが背は高い。女性の方は体も引き締まっていて、目つきは鋭い。例えるなら陸上選手のような、シャープでしなやかな雰囲気の美人だ。曲がりなりにも男として少々嫉妬せざるをえない。

　だが嫉妬など吹き飛ばすほどに、僕は彼女に好感を覚えた。誰かに売られ、どこかへ運ばれる奴隷船の中で、こんな奇特なことを言える人はなかなかいない。

「ともかく、だ。少しばかり役立つスキルが使えるからといって無む闇やみに助け回るな。侮あなどられて顎で使われるだけだ」

「低級の治癒でしかありませんよ。これ以上を求められてもできませんから」

「そんなことは他人にはわからん。どうしてもと請こわれた時にだけ助けてやれ。報酬も要求しろ。この船にいる以上、お前は奴隷なのだろうが、顎で使われることに慣れるな」

「……優しい人ですね。お名前を聞いても良いですか？」

「なっ……！」

　ギロッと睨にらまれた。しまった、口説いてると思われたか。

「あ、いや、からかってるとかじゃないですよ。僕の名前はタクト。あなたは？」

「……オレは」

　長身の女性が口を開きかけたところで、また別方向から声が飛んできた。

「あら、マリアロンド。あなた仕事を抜け出して一夏の恋をするとは、意外に情熱的ですわね？」

　長身の女性の低い声とは対象的に、わざとらしいまでに甘い声。

　振り向けば、そこにいたのはこれまた不思議な雰囲気の女性であった。銀色のしなやかな長髪に、上質な生地の真っ白いワンピース。まさにどこかのお嬢様といった風情だが、それを帳消しにするものがある。赤いマントに、腰に付けたガンベルト。そして、そこにささっているひどく無骨な鉄。

「銃だ……」

　正確には、フリントロックピストルだ。

　火ひ縄なわ銃じゅうの火縄の部分が火打ち石になっている銃のことで、地球で言うところの一七世紀から一九世紀にかけて使われたものだが、もっとわかりやすい言い方もできる。

　アニメや映画の海賊がよく使ってるやつだ。

「あら、博はく識しきですのね？　ですが女性を見てその人よりも武器に気を取られるのは少々不躾でしてよ」

　マントの女性が意地悪な笑みを浮かべた。

　言うほど気分を害した様子はなかったが、失礼なのも確かだ。

「失礼しました。僕はタクト。開拓地に送られる予定の奴隷です」

「ええ、よく知っておりますとも。ローレンディアの王子様」

「ご存じで？」

「ええ。わたくし、バルディエ銃士団のミレットと申しますわ。初めまして。この船の護衛を仰せつかっております」

　バルディエ銃士団。

　その名前に少々聞き覚えがあった。少数精鋭の傭兵団で、いろんな国から仕官を求められながらも独立独歩で活動しているらしい。

「確か、二年前のアラスト渓谷戦争で戦果を上げたと。確かレーア族の部隊と共に敵の砦とりでを陥落させたと聞いております」

「あらあら、まあまあ。そのようなお話になっているのですね」

　口を当ててミレットさんが驚いた。

　あれ、これ結構有名な話だと思ったんだけどな。

　アラスト渓谷には、百年破られたことがないという難攻不落の要塞がある。そこを舞台とした戦争で渓谷を攻略した二つの傭兵団は、その名を大陸中に響かせていたはずだ。

「レーア族などという血に飢えた蛮族と並び称されてしまったので、てっきり王子から不興を買ったのかと思いましたわ」

「まさか。僕の国……ローレンディアは武ぶ辺へん者ものや荒くれ者ばかりで、勇猛な人々を尊敬の目で見てしまうのです」

　なんとか笑顔を保って皮肉を回避した。こえーよこのお嬢さん。

「あら、お上手ですこと。その様子だとお国ではご苦労なさったでしょう？」

「ええ。ご覧の有様ですよ」

　彼女は共に戦ったはずの部族を蛮族などと馬鹿にしているが、ローレンディア王国の荒っぽさだって負けず劣らずだ。

　挑発的な皮肉を投げてくるのも、その国の王子とあればどのくらい血気盛んなのか確かめたくなったのだろう。「初めまして、あなたはだあれ？」程度のご挨拶のようなものだ。特に不愉快にも思わない。

　だが、僕以外の人間は不愉快を催したようだ。

「少年。陰険なバルディエ女の調子に合わせる必要はない。教育に悪い」

　最初に僕に話しかけてきた長身の女性が、まるで僕を守るかのように進み出た。

「あらマリアロンド。もしかして蛮族と言われて怒りました？　わたくし、なにか間違ったことを言ったかしら？」

　どうやら二人は知ち己きのようだ……いや、そんな穏便な言葉で表すのも適当ではないだろう。マリアロンドと呼ばれた女性の表情には隠そうともしない敵意が浮かんでいる。

　やり取りから察するに、彼女がレーア族の人間であり、蛮族呼ばわりされたということだ。怒るのも無理はない。

「いいや、蛮族だとも。お前たちのように、誇りを捨てて媚こびへつらってまで仕事を得ようとは思わんからな」

　よほど痛いところを突かれたようで、ミレットさんの美び麗れいな顔がぎりりと歪ゆがんだ。

「ところでミレットさん、僕に話しかけたのはなにか御用があったのでは？」

　すっとぼけて話に割って入った。

　すると二人とも居心地の悪そうな顔を見せ、やがて表情を緩めた。

「……ふふ、ごめんなさいね。あなたとの話の途中だったのに」

「ふん」

　ミレットさんが微ほほ笑えみを浮かべる。

　そしてマリアロンドさんは、溜め息をついて背を向け、去っていった。

「気にしないでくださいまし。レーア族とはいつもこうですの」

「ああ、じゃあ本気でケンカする気はなかったんですね」

「いえ、隙を見せたら鉛玉を額に撃ち込むつもりでしたわ」

　蛮族やんけ。

　流石にそれはツッコミ入れたくてたまらない。

「さて、そろそろ外洋に入ります。特に用がないのであれば、なるべく部屋にいてください。私はこの船内の護衛を担っておりますので」

「何かあるんですか？」

「大型の鳥の魔獣や海の魔獣は手強いんですの。内うち海うみより数は少ないんですけど、警戒度は上げなければいけません。乗客の安全を守るのが今のわたくしの仕事ですから」

「どちらかというと騎士に守られる側に見えますが」

「あらお上手ですこと。大人を転がすのがうまいわね」

「転がすだなんて」

「あなたに助けられた人も多いわ。この船であなたに良からぬことを考える人も少ないでしょう。けれど」

　ミレットさんは言葉を切り、意味深に微笑みを浮かべた。

「けれど？」

「マリアロンドの忠告は本当ですわよ。求められてないならばやめておきなさい。逆に恨まれるわよ。特に、船酔いをしてるふりの人間からはね」

「船酔いの……ふり？」

「さて、私は仕事に戻るわ。じゃあね、王子様」

　意味深な言葉を残し、ミレットさんも去っていった。

　波は静かで、空は高い。

　もしこの世界に気圧配置図があれば、綺麗なまん丸の高気圧が描かれていたことだろう。

　だがそれでも、旅には常に不穏が付きまとう。




　あてがわれた部屋に戻ると、部屋で昼寝をしていたエーデルが起きた。

「めぇ」

「ん、お腹空きましたか？　それとも散歩でもしますか？」

　エーデルの頭を撫でると、くすぐったそうに頭を横に振る。

　空腹でも運動不足でもないようだ。

　この子は賢い。

　言葉による意思疎通はできないが、だいたい言わんとしてることは分かる。

　たとえばエーデルが動物的かつ神秘的な直感が働いて僕の袖を咥くわえて「行ってはいけない」というジェスチャーをしたら、僕はエーデルの意図を読み取って絶対に行かない。「ここに何かある」みたいなメッセージを見逃して後から気づく、みたいなこともせずに即座にスコップで十メートルくらい地下を掘り進む。

「誰か来るんですか？」

　こくん、とエーデルがうなずいた。

　エーデルが警戒感を放つということは、それなりに敵意があるのだろう。

「仕方ない。毛を一本もらいますよ……【錬金術師：錬金】」

　鋏はさみを取り出し、エーデルの黄金の毛を三本ほど切り取る。

　そしてスキルを発動させた。

　そうそう、説明が遅れたが、この世界にはクラスとスキルというものがある。スキルは魔法と呼び替えても良いだろうが、いわゆる火を放ったり水を出したりする超常現象以外の技能も含まれたりする。

　この世界の人間や動物は魔力を持って生まれる。だが、その魔力を使うためには修行を積み重ねたり、あるいは大自然といったいとなったり、戦いに明け暮れたりと、とにかく自分の肉体や魂を鍛え上げる必要がある。

　野生動物や魔獣であれば厳しい自然の中で当たり前のように自分自身を磨き上げ、火を吹くことができるようになったり、あるいは雷を起こしたりと、不可思議な現象を起こすことができるが、人間はそうはいかない。魔力を使うことができるのはまさに鍛え上げた者だけに許される超常の力だった。

　だがそれを簡易に使えるようにしたのがクラス、という仕組みである。神や天使が当たり前のように存在していた古代において、人間は人間の魂に手を加えて簡単に魔力を使えるようにしたのだ。

　もっとも、その分だけ自由度は失われた。【剣士】にしか適性のない人間は、剣技などのスキルしか使えない。【魔法使い】であれば魔法スキルが使える。そして【テイマー】はテイムが使える。自分に身についたクラス以外のスキルは覚えられない。

　で、僕が持っているクラスは四種類。

【テイマー】、【魔法使い】、【錬金術師】そして【調ちょう停てい者しゃ】だ。

　先ほど使った水魔法と治癒魔法は当然【魔法使い】に属するスキルだ。とはいえ、水魔法は飲み水や生活用水を出すことが目的で、大量の水を出して敵を流すとか、水圧で敵を攻撃するとか、殺傷力を持つレベルのものは使えない。治癒魔法も同様で、船酔いや軽度の風邪、多少の切り傷や火傷を治癒するレベルだ。

　では得意と言えるのは何かというと、今使っている【錬金術師】のスキル、錬金である。

「……よし、と」

　錬金とは、その名の通り金を作り出すスキル……と言いたいところだが、〝金を作ろうとした結果としていろんなことができるようになった〟って感じの、しょんぼりものづくりスキルである。鉄を金のような色や質感に変化させたり、水を凍らせずに固体のようにしたりゼリーのような質感にさせたりもできる。このスキルを極めたら、何気ない土を使ってゴーレムを作ることもできる。

　だが僕はそこまで極めてはいない。

　ただし、極上の素材がすぐに手に入る。

「ワイヤー状に変化させて、ドアに設置、と」

　僕が準備を整えたとほぼ同時に、木製のドアが蹴破られた。

「大人しくしろ……ぐわっ!?」

「いたっ、脚が……！」

　その素材とは、エーデルの毛である。

　エーデルから生えた黄金の毛は、錬金の素材としてまさに万能の力を持つ。決してちぎれることのないロープのように変化させることもできれば、水を弾く撥はっ水すい繊せん維いとすることもできる。

　逆に紙のように柔らかく軽い繊維にすることもできる。錬金術師が夢見た夢の素材の一つといっても過言ではなかった。

　で、今は鋭利な鋼こう線せんのようにして罠わなを張っており、僕の部屋に侵入した賊はまんまと引っかかったわけだ。

　鋭さは抑えたので手や足がちぎれるということはなかったが、それでも賊は血まみれだ。太いロープ状にしたエーデルの毛を使って捕縛しつつ、僕は魔法を唱えた。とはいえ本格的な回復魔法を使えるわけでもない。水属性の魔法で消毒して、エーデルの毛で作った繊維で止血する程度だが、それでも切り傷に対しては十分だろう。鋭利な分、治るのも早いはずだ。

「血を塞がないと死にますよ。まずは大人しくしましょうね」

「くそっ……！」

「兄ちゃん……」

　二人の賊は、舌打ちをしながらも言うことを聞いてくれた。意外にも素直な態度だった。

　どうもプロの強盗には到底見えない。

　あまりにも簡単に罠に引っかかりすぎる。

「で、目的はなんですか……って、言うまでもなさそうですけど」

　僕は賊の顔を順繰りに見た。

　賊は男女のペアだ。

　二人とも黒髪で褐色。染色さえしていないカーキ色の麻の貫かん頭とう衣いを着ている。南国系というより日焼けした日本人のような雰囲気だ。顔つきも似ていて、おそらく兄と妹といったところだろう。

　そして二人とも、幼い。兄の方は僕と同い年。妹は二、三歳下といった感じだ。

「金じゃねえ」

　兄っぽい男が答えた。

「だったら人質にするつもりで？　奴隷の身分から逃げたい？　外洋じゃ流石にやめた方が……」

「ちげえ」

　兄が吐き捨てるように言った。

　だが、それ以上のことを言うつもりがないようでむっつりと黙った。

　埒らちが明かない。このままイエスですか、ノーですか、と問答を続けても一向に答えには辿たどり着かないだろう。

　となれば答えは二つに一つだ。

　ミレットさんなどの船の護衛にこの兄弟を突き出すか、あるいは。

「腹が減りましたね」

「は？」

「飯にしましょう。いや、その前に名乗っておきましょうか。僕はタクト。きみたちの名前は？」

　じっくり腰を据えて付き合うか、だ。




　兄の名はツルギくん。その妹はカガミさんと言うらしい。

　水とパン、そして乾燥ナツメヤシを差し出したら、最初こそ逡しゅん巡じゅんしていたが勢いよく食べ始めた。

　乾燥ナツメヤシ。あるいはデーツとも呼ばれる。

　見た目は黒ずんだドライトマト、あるいは大きくした干しぶどうといった感じだが、酸味はほぼない。黒糖や干し柿に例えられる濃厚な甘さが特徴だ。日本の甘味が恋しい僕としても大好物である。

　また栄養価も非常に高く、船で過酷な労働を強いられてる奴隷にとって、奪い合いになる程度には貴重なデザートと言える。

　それを二人は、奪い合いをすることもなく仲良く分け合っている。特に兄が妹を気遣っているのがよく分かる。悪い子でもなさそうなのに、どうしてこんな短慮をしたんだか。

「……へ、変なやつだな、お前は。名前以外に聞くことがあるだろう。なんで飯なんかくれるんだよ」

「変なのはお互い様です。いきなり奪うことを考える人間がいるならばいきなり与える人間がいてもおかしくはないでしょう」

　僕はそう言いながら、デーツの種を砕いて粉にしたものをエーデルに与えていた。

　エーデルはこれが好物だ。デーツそのものは甘みが強すぎて苦手らしい。リンゴみたいに酸味と歯ごたえがあるものの方がエーデルの好みであった。

「そ、そうか……？　そうかも……」

　ツルギくんとカガミさんはそんな僕を見て、困惑しながらも何となくうなずいていた。

　いや明らかにおかしいんだけど。

　少なくとも与える側には何のメリットもないんだから裏を読んでほしい。しかしこんな冗談レベルの話に騙されそうになっているのを見ると、こっちが不安になるな。

「で、でもやっぱり変だよお前。なんで腕を自由にさせるんだよ」

　カガミさんは兄より勝ち気な性格なようで、鋭い目で睨みつける。

「別に反撃したいならどうぞお好きに。どうとでもなりますから」

「なんだと！」

　カガミさんはいきりたって立ち上がろうとして、バランスを崩してずっこけた。

　あ、この子もあほの子枠だ。

「くっ、小こ癪しゃくな……！」

「いいから、まず座って水でも飲みなさい」

　カガミさんは不ふ承しょう不ぶ承しょうといった様子で従った。もう少し緊張をほぐそうと思ったが、この分ならあまり凝った嘘もつくまいと思い、さっさと本題に切り込むことにした。

「で、何でこんなことをしたんですか。金か、食料？　あるいはそもそも密航者だったりするんですか？」

「……自由だ」

「じゃ、奴隷仲間ですか。よろしく」

「お、おお」

　ツルギくんとカガミさんに握手をする。

　二人とも奇妙な顔をしながら応じた。

「自由が欲しい気持ちもわかりますが、ここで暴挙に出るのは早そう計けいです。相手の実力もわからないし、船の警護をしている連中にも見つかるかもしれません」

「う、うまくいくと思ったのよ。低級の治癒しか使えないって言ってたし、弱そうだなって」

「それに、見回りはそんなに熱心じゃない」

　なるほど。どうやら、先程の甲板での雑談を盗み聞きしていたようだ。

　他の船員の行動もそれなりに把握しているのだろう。情報収集能力が高い割に軽率だな。

「しかしその後はどうするつもりだったんですか。僕を捕まえても身みの代しろ金きんなんて誰も出しませんよ。むしろあなたの衣食住全て困ることになるでしょう」

「一か月なんて悠ゆう長ちょうなこと言ってられない」

　カガミさんが、ぽつりと呟いた。

「ばか、カガミ。言うな」

「だって兄ちゃん」

「ん？　どういうことです？」

　僕の問いかけに、ツルギくんもカガミさんも気まずい顔をした。

「そ、それは、ただじゃ言えない」

「そうだそうだ、兄ちゃんが掴つかんだ情報なんだ」

「逆に言えば金や報酬を払えば話してくれるということですね」

「ま、まあ、そうだな」

「ではいくらですか？　それとも金銭以外が欲しい？」

　情報の対価の見積りなんて相場もなにもない。利益を得たいと思いつつもいくらが適正なのかなど彼らには分かるまい。僕だってわからない。なのでちょっと意地悪してあえて尋ねた。

「え、ええと……」

「言い方を変えましょうか。きみたち二人もおそらくは困難に直面しており、どうにもならない。だから僕になにかをさせようとしていた」

　ツルギくんとカガミさんが、おずおずとうなずく。

「そこで二つ提案があります」

「二つ？」

　ツルギくんが聞き返した。

「一つ、ここであったこと全てなかったことにする」

　僕はそう言って指を弾く。

　すると、二人の足の拘束が外れた。錬金スキルで糸を弱くしただけなのだが、不思議なスキルを使ったと思ったのか、二人ともひどく驚いている。こういう演出がしたかっただけです。

「い、いいのか」

「いいも何も、きみたちはこんな暴挙をせざるをえない危機があるのでしょう。船の警備に突き出そうが突き出すまいが、あんまり結果は変わらないのでは？」

　ツルギくんとカガミさんは、悔しげに俯うつむいた。

「もう一つって、なんだ」

「和睦しましょう」




　結局、ツルギくんとカガミさんは僕の提案に乗ってきた。

　そして、僕を上手く使おうとした理由も大体分かった。最初は何て愚かな子供かと思ったがそんなことはない。「ごめんちょっときみらのこと馬鹿だと思ってた」と素直に謝って二人も素直に怒った。

「まさか、船で反乱が起きるだなんて」

　この奴隷船には、五百人数十の人間が存在している。

　もちろん、一番多いのは奴隷だ。その数は四百人程度で、その大多数は水夫に命令されて操船にまつわる仕事をしている。

　次に、二十人は船長ダブラと、その直属の水夫たち。つまりは船の運行のメインスタッフだ。

　そして五十人がレーア族という雇われの護衛である。マリアロンドさん……クリーム色の髪をした長身の女性がリーダーだ。戦闘力に秀でており、船が外洋の魔獣に襲われても対処できる腕前の傭兵部隊らしい。

　またレーア族とは別に、五十人ほど雇われの護衛がいる。ただしこちらは外からやってくる魔獣に対処するためではない。船の中で奴隷が反乱を起こすのを防ぐという名目で、バルディエ銃士団という傭兵団が雇われた。ミレットさん……銀髪で銃を持った女性がリーダーである。

　とはいえ、本当のところはマリアロンドさんたちとミレットさんたちを張り合わせることが目的のようだ。船長は用心深く、自分が雇った傭兵団といえども警戒を解かず、「救助が来ない海の真ん中で反乱を起こされる可能性がある」と考えた。そこでレーア族と反目しているバルディエ銃士団を船内の護衛として雇ったのだそうだ。

　用心深い船長だ。見習うべきところがある……と思いつつも、事態は予想外に転がりつつあった。

　レーア族を率いるマリアロンドさんは、反乱を計画している。

　そしてバルディエ銃士団を率いるミレットさんもまた、反乱を計画している。

　協調して船を乗っ取ろうとしている訳ではない。それぞれ独立して反乱を計画しており、あわよくばお互いを倒そうとしている。

「しかし、こうも情報通の子と知り合えたのは幸運でしたね」

　この奴隷船は、様々な港に寄港して、運ぶ予定の奴隷を増やしながら本格的に船旅に出発した。ツルギくんとカガミさんは一番最初に寄った港で船に収容されたらしく、もっとも情報通と言えた。親を失って奴隷狩りに遭ったという不幸な身の上だが、彼らなりに自分の身を守るべく情報収集に徹したり、あるいは食料をくすねたりして生き延びてきたらしい。

　まあ食料をくすねるのは咎とがめるべきところだが、奴隷の待遇は悪い。下手をすると餓死さえありうる。船長はそれを憐れむどころか「多少目減りした方がいい」くらいに思ってる節があり、盗まれる方にもあまり同情できなかった。

　ともあれ、情報通で慎重に行動してきた兄妹が〝他人を襲う〟なんて暴挙に出た理由もよく理解できた。このままだと船が沈みかねない。

　で、僕が取る行動はシンプルだ。

　なるべく穏便に、反乱を諦めてもらおう。

　そのために、更なる情報収集が必要だ。

　安穏と部屋で船旅を楽しむという快楽を捨て、僕は与えられた部屋を出て行動を始めた。




◆




「ここで『マヌルネコ』を動かして『チーター』を取ります」

「はっはっは！　引っかかったな！　ここに『マヌルネコ』がいるんだよ！　五手で詰みだ！」

　船内の通路の隅で、水夫が得意げに駒を動かした。

　これは僕が考案した盤ばん上じょう遊ゆう戯ぎ、『茶ちゃ虎とら盤ばん』である。イエネコ、マヌルネコ、チーター、ヒョウ、ライオンの五種類の駒を動かして、相手のトラを奪うというもので、つまりは日本にすでに存在している「将棋の簡易版」を更にパクったものであった。

　盤上のマス目は五かける五。シンプルで一回のゲームにかかる時間も短く、空いた時間にやるにはもってこいだった。

「仕方ない。どうぞ、僕の負け分です」

「へへへ、すまねえな」

　そう言って僕は銅貨を何枚か差し出した。

　手加減して負けてやった、と言いたいところだが普通に負けた。相手が意外と強かったというのもあるが、純粋に僕は将棋がヘタクソだ。一種の接待のようなものなので、これで構わない。実際にこっちが弱くないと相手を褒めるにしても嘘くささが出てしまう。

「んで船長も女好きで困っちまう。こっちは我慢してるっつーのによぉ」

「……もしかして、誰か連れ込んでるんですか？」

「あの傭兵の女を口説いてんだよ。部屋に誘うのに成功したらしいぜ」

「傭兵？　どちらの？」

「赤いマントつけてる方だよ」

　そこから僕は雑談を続けた。彼は噂うわさ話ばなし好きらしく、こちらが想定する以上にぺらぺらと情報を流してくれる。相槌を打ちながら魔法で飲み水を出したり、お土産に茶虎盤そのものをあげると彼はたいそう喜んでいた。

「じゃ、また遊ぼうぜ。何か困ったことがあれば言えよ」

「ええ。お仕事頑張ってください」

　情報を仕入れたところでにこやかに別れを告げた。

　これは僕が転生前、地球にいた時の特技だ。

　もちろんこの世界のスキルなどという不思議なものではない。営業の極ごく意いと言ってもよい。見ず知らずの相手に話しかけて友達になることは、商売をする上で、そして危ない場所を旅する上で、何よりも必須の技術と言える。あと純粋に楽しい。

「しかし、聞き捨てならないことを聞きましたね……」

　マントを着た傭兵の女とはミレットさんのことだ。

　反乱を計画する人間が、強欲な船長とピュアな恋愛をしているはずもなかった。




　船長ダブラの部屋の前に辿り着いた。

　そこに行き着くまでに何人かの船員とすれ違ったが、全員ヒマそうだった。袖の下は喜んで受け取って船長の状況を嬉うれしそうに話してくれた。船長は能力こそ信用されていても、人格は好かれていないらしく、悪口と共に彼の動向がどんどん耳に入ってきた。これはヤバい兆候だ。反乱を起こす側も好機と思ってるに違いない。

　扉に耳を当てて聞こえるのは、湿り気と温もりが混ざった掠かすれ気味のあえぎ声。

「【錬金術師：錬金】」

　懐に隠していたエーデルの毛を鋼線に変質させ、扉のロックを切断する。

　そして音を立てずに部屋に忍び込んだ瞬間、弾丸が飛んできた。

　眉み間けんに一発、心臓に一発。

　狙いがあまりにも正確すぎるゆえに、ネット上に展開した金の糸が弾を弾く。

　撃たれると思って事前に準備していたのが功を奏した。

「あっ……あぶな……危ないですよ……！」

「そちらこそ人の情事を覗のぞいてはいけないと親に教わらなかったかしら……って、あら、王子様？」

「どうも、良い夜ですね」

　部屋を見渡す。

　そこにいたのはマントを翻して銃口の煙をふうと吹き消すミレットさん。

　そして、半裸のままロープで縛られた船長のダブラだ。

　さるぐつわも噛かまされており、むーむーと唸うなっている。

　脱がされたのか脱いだかは分からないが、彼の服はそのへんに散乱していた。

「こんな時でもご挨拶できる子、好きですわよ。育ちが良いのね」

　微笑を浮かべながら僕を褒め称える。

　だがその目はまさに肉食獣だ。

　一言発言を間違えたらこっちが蜂の巣にされるだろう。

「ああ、別に彼を助けに来たわけでもあなたを邪魔するつもりもありません。どうぞ、ご趣味に耽ふけってください」

　とはいえ、妙に卑屈になっても気分を害する。

　さっき銃弾を防いだことがほぼ偶然と悟られてもまずい。

　多少強気で行く。

「趣味って言い方よしてくださる？」

「ならば、理由をお尋ねしても？」

「話したら納得してくれる？」

「納得も何も、船長を押さえてる時点であなたの勝利でしょう。あ、邪魔が入ってもよくないのでドア閉めますね」

　糸を張り巡らせて扉を固定した。

　銃声に反応した船員が押しかけないようにキツく閉じる。

「あら、器用ね。錬金術かしら」

　少々遅れて、おい、開けろ！　という怒声と罵声が鳴り響いてきた。

　だがエーデルの毛糸はなまくらで切れるようなものではない。

「この奴隷船で運ばれる奴隷の中に、わたくしの仲間もいるのよ。それを助けたいだけ」

「奴隷……？」

「傭兵働きをしていれば、どうしても雇い主側が負けてしまうことだってありますから。その時に逃げ遅れて敵軍に捕まってしまう者もいますの」

　その言葉になるほどと思った。

　この船には三等奴隷も存在している。

　バルディエ銃士団は少数精鋭で名高い傭兵だ。奴隷船の護衛という華のない仕事を請け負う理由が疑問だったが、これが理由だったかと納得する。

「敵に捕まる間抜けとはいえ、味方を見捨てたら傭兵の名折れ。だから船長に交渉を持ちかけたのですわ」

　ミレットさんは、撃ったばかりで熱が冷めていない銃口を船長の額に押しつけた。

　船長はもごもごと悲鳴をあげようとして涙目になっている。

「船の護衛をすれば奴隷は半値で引き渡すとあなたは最初におっしゃいましたねぇ。けど途中からころころと話を変えて、『やっぱり割引はできない』、『貴重な奴隷だ、二割増しで譲る』、『俺と寝ろ、そしたら手を打ってやる』と」

　そしてミレットさんが船長ダブラの猿ぐつわを乱暴にほどいた。

「ぐあっ……！　じょ、冗談だ！　あれは冗談のつもりだった！　今離せば許してやる！　そっちの条件は全部飲む！」

「うふふふふ……！　あらそう！　なら全部いただこうかしら！」

　嗜し虐ぎゃくに染まった瞳が船長を見下ろしている。

「ぜ、全部……!?」

「奴隷。積み荷。それと船」

「ばっ、馬鹿野郎！　そんなことできるか……ぐわっ！」

「ここはうなずくしかないんじゃないですかね」

　僕が呆れ気味に呟くと、船長がもの凄い目でこっちを見てきた。

「たっ、助けろ……！　助かったら報酬は言い値で出す！　頼む！」

「だ、そうだけど？」

　ミレットさんが面白がるように話しかけた。

「すみません、初回取引で信用払いはやってないんですよ」

　僕の言葉にミレットさんが爆笑した。お気に召したようだ。

「王子様、あなた本当に面白いわね！　お付き合いがあったなら助けてあげたのかしら？」

「だとしても交渉の仲介とか助命の嘆願くらいしかできませんね。成功の芽もあまりないでしょうし……。それよりもミレットさん。急いだ方がいいと思います。味方の解放が目的なんでしょう？」

「大丈夫よ、船を掌握するのにあと十分とかからないわ。あなたには興味ないから適当なところで降ろしてあげる」

「いえ、そうではなく……レーア族のことは？」

　あ、心配が当たりそうだなと思いながらおずおずと尋ねた。

「大丈夫よ。連中の場所は船長室とは正反対。あいつらとはことが終わった後に交渉するから」

「では彼らも反乱しようとしていることには」

　まだ気づいてませんね？　といいかけたところだった。

「闇と獣を払う聖なる炎よ、我が愛あい槍そうに宿りたまえ！　【獣狩り：炎えん陣じん槍そう】！」

　その声は床を隔てた下から響きながらも、美しく、そしてはっきりと聞こえた。

　同時に、部屋の中央から轟ごう音おんと共に凄まじい火柱が現れ、上へと吹き上がっていく。

「うわっ、危なっ！」

　凄まじい勢いで床に穴が空き、天井に風穴が空いた。

　かろうじて僕、ミレットさん、そして船長は直撃を避けることができた。が、安あん堵どしている暇はない。火が床の絨じゅう毯たんに燃え移った。

「船長！　我が仲間を返してもらおう！」

　そして穴の空いた床下から現れたのは褐色の少女、マリアロンドさんだった。

　甲板で見かけたときとは違い、勇壮な槍を持っている。

「【魔法使い：水流】！」

　だが彼女に驚くよりもやることがあった。バケツ二～三杯分の水を魔法で生み出し、引火した絨毯にぶっかけて急いで火を消す。

　今繰り出されたのは破壊力を重視した技のようで、火の勢いは破壊の勢いによってある程度吹き飛んでしまったようだ。直撃する瞬間に火力や威力が集中しているのだろう。

「この馬鹿！　邪魔よ……【銃じゅう鍛か冶じ師し：ガンボックス】！」

　ミレットさんが握った銃を捨てながらなにかのスキルを発動した。

　随分と珍しいクラスとスキルだが、その効果はすぐにわかった。

　新しい銃が突然ミレットさんの両手に現れたのだ。

「くっ、貴様！　なんでここにいる……！　少年、お前もだ！　何をしに来た！」

　ミレットさんは言葉の代わりに弾丸で答えた。だがマリアロンドさんは槍を高速で振り回し弾丸を弾き飛ばした。嘘でしょ。

　これはマリアロンドさんの槍が勝つか……と思いきや、ミレットさんは第三、第四の銃を続けざまに出現させて撃ちまくる。火力と物量の前にマリアロンドさんが一歩も動けずにいた。

「小癪な！　貴様、この船長をどうあっても守るつもりだな！」

「ハァ!?　なにをおっしゃってるのやら。この男はわたくしの獲物です！　横取りするつもりなら容赦しませんよ！」

　マリアロンドさんが破壊された床板の一部を蹴り上げる。

　散弾のごとき勢いで襲いかかる破片を、ミレットさんが横っ飛びに回避する。ミレットさんは銃弾の数だけに頼った雑な戦闘をしている訳ではない。敵の攻撃を防ぎ、避け、有利な立ち位置を狡こう猾かつに確保し続けている。

　激しい戦闘が繰り広げられる中、僕は自分の身を守るのに精一杯であった。

「ちょっとちょっと！　落ち着いてくださいよ！」

「「うるさい！」」

　双方からどやしつけられる。

　しかも廊下側からも激しい戦闘音と叫び声や雄叫びが聞こえてきた。

「ミレット！　この犬め、観念しろ！　船員はオレの部下が制圧する！」

「何ですって！」

「だからお前も無駄な抵抗は……」

「こっちだって戦闘開始したところなのよ！　あーもう、タイミング悪すぎ！」

「何だと!?」

　廊下から聞こえるのは、剣と剣のぶつかり合う音だけではない。

　明らかに銃声が混じっている。ミレットさんの部下だ。

　二人とも、攻撃の手を止めた。

　ようやく激しい攻撃が収まって、僕がのこのこ出ていく余裕も出てくる。

「もしかしてマリアロンドさん、あなたも奴隷を助けるために反乱を計画したんですか」

「そうだ」

「けど、船長に交渉したはいいものの、値段を釣り上げられたとか、約束を反古にされた？」

「なぜわかった!?」

　マリアロンドさんが驚愕した。

　ミレットさんは気まずい顔をしてそっぽを向いている。

「……読めてきましたね。ねえ、船長？」

　僕と同様、家具を盾にして縮こまっていた船長に話しかけた。

「な、何だ」

「船長にして奴隷商人、ダブラさん。追放貴族や敗残兵の売買が得意で、文官や士官の能力を有する奴隷の斡あっ旋せんには定評があり、商売相手は高級商人から一国の大将軍と幅広い。ローレンディア王もあなたの商品には一目を置いている」

「それがどうした！」

「ミレットさんの話を聞いてちょっと不思議だったんですよ。妙に三等奴隷が多いな、と。船底の部屋には数百人いますよね？」

　僕の言葉に、船長の目が泳いだ。

「そ、そういう時もあらぁ。積荷を軽くして出港するなんて効率の悪いことはできねえからな」

「傭兵団双方に『買い渋るなら、向こうの傭兵団に売るぞ』と脅しをかけるつもりだったんですね」

　僕の言葉に、女傑二人が反応した。

　お互いの殺し合いの手を止めて、二人とも船長を睨みつける。

　ダブラさんも流石に殺気に怯え、焦っている。

「お、おい！　それ以上言う必要はねえだろう！　なにが望みだ！」

「ごくシンプルな提案をしたいだけですよ。ここは痛み分けといきませんか。最初の契約通り、ミレットさんもマリアロンドさんも自分の仲間を救出する代わりに反乱を断念していただきます。そして船長は二人の反乱による被害を訴えない代わりに、これまで通り船旅を続ける。いかがですか？」

　僕の言葉に、ミレットさんとマリアロンドさんは苦々しい顔を浮かべた。

　その表情に、僕は手応えを感じた。

　選びたくはないが、選ばざるをえないのが頭でわかっているから悩んでいる。あと一押しというところだろう。お互いに目的を達成できれば面目は立つはずだ。

　そして船長もまた命が助かる。

　だが、僕は船長の顔を見て、まずいなと感じた。

　彼は冷や汗を垂れ流し、目を血走らせながらも、口に笑いを浮かべている。

　何かがある。

「ったく、ケチはいけねえ。商人だってのにそれを忘れちまった。だからこんな状況になっちまう」

「じゃあ、太っ腹なところを見せて許してくれませんか？」

「嫌だね」

　船長が、懐から水晶玉を取り出した。

「俺が後悔したのは、あばずれ共を騙したことじゃねえ！　手持ちの戦力を出し惜しみしたことだ！　使わせてもらうぜ！」

　まずい。

　彼が持っている水晶玉には見覚えがある。あれは、自分の魔力を周辺に飛ばすというシンプルな魔道具だ。攻撃に使うほどの出力はなく、電波を放つようなものと表現するのが正しいだろう。だが電波だからといって何か通信ができるわけではない。

　ただ〝持ち主の魔力に馴染み深いものが反応する〟というだけの話だ。

　端的に言えば【テイマー】にとっての、犬笛である。

「来い！　クラーケン!!」

　その声と共に、ずずず、と船が揺れた。

　波とはまた違う小刻みで不気味な感覚。

　足下から何かが突き上げるように近づいてくる、大質量の予感。

「なにを企んだか知りませんが、遅いですわよ！」

　ミレットさんが新たな銃を召喚して船長を狙い撃った。

　だが弾丸が船長の頭を射貫く直前、部屋の壁が凄まじい勢いで破壊された。

　破壊の余波と赤く太い触手が船長を守る。

「遅いのはお前だ！　このクラーケンにそんな豆鉄砲が効くかよ！」

　そして、触手は船を破壊しながら船長を外へと連れ出す。

　破壊された壁から外を覗き込めば、そこにいたのは巨大なタコであった。

「くそっ、あなたも【テイマー】だったんですか……！」

　船長を守っているのは、クラーケンと呼ばれる海の魔獣だ。

　海洋生物の魔獣の中でも、屈指のタフネスと繊細さを兼ね備えている。ローレンディア王国の海上戦力の主力として使役されている魔獣だ。海の魔獣のみの騎士団を組織し、数十匹のクラーケンを擁している兄がいたりする。

「へっ、俺は元はと言えばローレンディア王国の海軍よ！　横流しがバレて名前と身分を隠してたがな。しかしお前の姉ちゃんには助けられたぜ。お前に便べん宜ぎを図る代わりに、俺の可愛いペットを取り返してくれたんだからな」

「え、それ聞いてないんですが」

　リーネ姉さん、そこは説明しておいてよ。

　あの人も清せい廉れん潔けっ白ぱくですって顔をしながら僕よりえげつない交渉をするから怖いんだよな。いがみ合う兄弟姉妹が多い中で、あの人が僕の味方でいてくれて良かったとは思うんだけど。

「だからお前の命だけぁ助けてやる。こっちに来な」

「……船はどうするおつもりで？」

「ま、少々被害が出るのは仕方ねえ。刃向かうやつは殺す。反乱を見抜けなかった間抜けは殺す。巻き込まれる間抜けも殺す。生き残ったやつは船の残骸にしがみついてもらって、クラーケンに運ばせる」

「大きな赤字でしょう」

「損切りを怖がってたらもっと損になる。何よりこの商売は、舐なめられたらおしめえなんだよ」

「なるほど」

「おめえはあのバカばかりの国の王子にしちゃ聡明だ。計算のできるやつだ。クラーケンの強さはわかってるだろう？　今度はそっちのアバズレ共に降伏勧告してやったらどうだ？」

　船長が下卑た笑顔を浮かべながら僕に甘い言葉を囁く。

「ふむ、それも悪くありませんね」

　ほう、とダブラの顔に驚きが浮かんだ。

　そして僕はミレットさんとマリアロンドさんの方に振り返る。

　二人とも、警戒しながら武器を構えている。

「提案です。和睦しません？」

「和睦だと？　あの船長とか。論外だな」

「冗談がお上手ね」

「お二人とも仲がよろしいようで何よりです」

「「そんなわけない！」」

　ハモった。

　そして二人とも、ハモったことに気づいてお互いを睨む。

「よろしい、徹底抗戦というわけですね。お二人とも協力して彼と戦うと」

　僕が問いかけると、二人とも言葉に詰まった。

「今まで敵対していた人間と手を組む。決して背中から撃つことも斬りかかることもなく、運命共同体となって窮地を脱する。そういうお覚悟があると解釈してよろしいわけですね？」

「ここに至ってはな」

「気は進まないけどね」

「ですが、このままでは徒労に終わるでしょう。足並みが揃わない。無駄です」

　船長ダブラの愛あい蛸しょうクラーケンは強力だ。

　敵に水の利がある一方で、こちらは船の上でしか活動できない。

　しかも穴は空いてるし、船内のそこかしこで戦闘が始まっている。

　この混沌とした状況では、彼女らが散発的な反撃をしても意味は薄い。

「だからどうした！　怖じ気づくと思うか！」

　マリアロンドさんが怒鳴る。

　だが話はようやく本題だ。急ぎたいところだが説明を怠るわけにもいかない。

「だから改めて提案です。高度な連携を生み出すために、和睦しませんか？　僕が調停しましょう」

「……それをすれば、何とかできる。そういう意味ですわね？」

　ミレットさんが、顎に手を当てて値踏みするように僕を見た。

　マリアロンドさんも、困惑しながらも僕の提案を興味深そうに聞いている。

「いいわ、乗った！　マリアロンド、一時休戦よ！」

「何でもいい！　早くしろ！」

「契約成立ですね……【調停者：和睦】発動！　これより和睦交渉を始めます！」

　僕がそう叫んだ瞬間、一枚の羊皮紙と羽ペンがミレットさんとマリアロンドさんの目の前に現れた。二人ともそれを驚きながら見つめている。

「レーア族、族長マリアロンド=レーア！　バルディエ銃士団団長、ミレット=バルディエ！　聖なる誓いの羊皮紙に調印したその時、契約の神が大いなる加護を与える！　これまで燃やし焚くべてきた憎悪と血を贄にえとし、それに倍する力を与えん！」

「……何だと？」

「……何ですって？」

　ミレットさんとマリアロンドさんが同時に声を放った。

　これこそが僕が研究して極めたクラス【調停者】のスキル、和睦である。

　戦争相手との戦後交渉から離婚夫婦の財産分与に至るまで、〝敵対する人間が血みどろの殺し合いに発展することを、契約と魔力で食い止める〟という特殊なスキルだ。その都度様々な契約内容を提示し、敵対者同士を調印させる。そして調印した人間は、スキル効果によって恩おん寵ちょうや加か護ごが与えられる。

　このスキルの大事なことは、守るべき契約内容が当人にとって重ければ重いほど、大きな力を得ることができる。

　和睦をしたくない相手同士であればあるほど、力を発揮するのだ。

「各々が郷里へ戻るその日までを契約期間とし、その間の調印者同士の戦闘行為の全てを禁ずる！」

　僕が宣言し、二人の調印が終わった瞬間、目まば映ゆい光が迸ほとばしった。

　だが、それはすぐに終わった。

　光は消えた。

　いや、正しくは、ミレットさんとマリアロンドさんに宿った。
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「おい王子！　何を怪しげなことをしてやがる……しょうがねえ！」

　ダブラさんが痺れを切らした。

　思ったような展開ではないと流石に気づいたのだろう。クラーケンの触手をこちらに伸ばしてくる。僕を攫うつもりだ。

「エーデル、行きますよ！　【テイマー：契けい約やく獣じゅう召しょう喚かん】！」

「めぇ！」

　僕が叫んだ瞬間、そこにエーデルが突然出現した。

　そして金の羊毛を伸ばしたかと思うと、僕を繭のように包み込む。

　クラーケンの触手は、まるで電撃に打たれたように弾き飛ばされた。

「てっ、てめえ……！」

「【テイマー】を鍛えたらこういう芸当もできるんですよ。そんな玩具がなくとも、契約した魔獣を召喚することだって難しくはありません」

「そうじゃねえ！　嘘ついてやがったな！　金の糸がそんなにも出せるなんざ聞いてねえ！」

「あ、そこですか」

「それに……今のは俺に敵対するってことでいいんだよなぁ？」

「そう見えましたか？」

「しゃらくせえ話はおしまいだ。お前の羊さえありゃ傭兵を千人二千人雇う金だって稼げる。悪いがおめえの姉貴との契約もなかったことにするさ……クラーケン！」

　その言葉と共に、怒ど涛とうのような衝撃が船を襲った。

　クラーケンがその巨大な触手を振り上げ、鞭のように振り下ろした。

　船が倒れんばかりに傾き、だが何とかバランスを取り戻した。

　耐えたのではない。加減し、いたぶられているのだ。

　船をぎりぎり壊さない威力でクラーケンが船を打ちょう擲ちゃくする。

「はっ！　どんなに防御力があろうが、船ごと襲われたらひとたまりもねえだろう！　さあもう一発くら……あ？」

　だが、クラーケンが船に当てた触手を引き戻そうとした瞬間、奇妙なことが起きた。

　触手が、戻ってこなかった。

　船にぴったりとくっついた触手が断ち切られ、船長はその断面をぽかんとした顔で見つめていた。

「……喋しゃべりすぎだ。ここは戦場だ」

　触手を断ち切ったのは、マリアロンドさんであった。

　見れば、彼女の持つ槍は美しい白い輝きと、恐ろしいまでの熱を放っている。

　現れた時に見せた火の勢いと比べれば一いち目もく瞭りょう然ぜんだ。

　巨大なクラーケンが、焼き切られたことさえ自覚できないほどに一点に集中した熱と速度は、今までとはレベルが違った。

「我がクラス【獣狩り】の秘技は、魔獣に対して無類の力を誇る。……ま、ここまでの一撃を放てたのは初めてだがな」

「て、てめえ……！」

「あら、よそ見をしてもしてて大丈夫かしら？　【銃鍛冶師：ガンボックス】！」

　その時、軽快な音が響き渡った。

　ミレットさんが、指を鳴らしたと同時に凄まじい数の銃がその場に出現した。全て銃口を天に向けている。

　十挺ちょうや二十挺どころではない。百挺あっても不思議ではないほど大量に、かつ規則正しく並んでいた。

「構え！」

　ミレットさんの言葉に従うように、全ての銃がクラーケンの方を……いや、正確にはクラーケンが持つ船長の方を向いた。

「くっ……そんな豆鉄砲でクラーケンを貫けるか……やっちまえ！」

「それはこっちの台詞よ」

　クラーケンがミレットさんに襲いかかる。

　だが斉せい射しゃされた弾丸が容赦なくクラーケンを襲う。たとえ一発一発の威力は軽くとも、全ての銃弾と轟音はクラーケンを止めるには十分であった。

　もうもうと煙が上がる中、再び銃が召喚されて斉射が起きる。その轟音が何度か起きた。

「……くっ、ははは！　やっぱり豆鉄砲だったようだな！」

　そして船長の哄こう笑しょうが響き渡った。

　クラーケンは傷を負いながらもまだ戦意は失われてはいない。邪悪な笑みを浮かべるように、触手を天高く持ち上げた。

　それを見て、マリアロンドさんはふふっと皮肉めいた微笑みを浮かべた。

「だ、そうだが？　どうするミレット。手伝ってやろうか？」

「……ぴぃぴぃうるさいわね、お腹の空いた子供かしら？　だったら、もーっと大きな豆をあげますわよ」

　ミレットさんが再び手を上げた。

【銃鍛冶師：ウェポンキャスト】！　召喚武具を贄として捧げ、幻げん想そう武ぶ具ぐを鋳造せよ！」

　弾を撃ち尽くした後の銃が光りに包まれた。

　そしてミレットさんの呪文によって、まるで鉄が溶けるかのように姿を変質させていく。

「こ、これは……」

　見たことがある。

　この世界ではなく、前世の歴史ドラマや歴史資料館で見かけたものだ。

「た、大砲だとぉ!?」

　船長がこれまでの余裕を忘れ、凄まじく驚きょう愕がくした。

　ミレットさんが作り出したのは、十門の大砲。

　大きなへちまを横に倒して車輪をつけたような形の、アームストロング砲であった。地球で言うところの西暦一八〇〇年代にイギリスで開発されて日本に輸出され、幕末の動乱で大活躍した大砲である。それらの砲門が全て、クラーケンの方を向いている。

「豆鉄砲だけではご不満だろう」

　そしてダメ押しとばかりに、マリアロンドさんが一歩前に踏み出した。

「【獣狩り：灼しゃく槍そう】！　人を守護せし武と火の加護よ、我に宿りたまえ！」

　マリアロンドさんが槍投げのような姿勢を取る。

　槍の先端で燃えさかる火の力はますます強まり、海上にいるはずなのに周囲いったいがまるで灼熱の砂漠となったかのようだ。

　熱源であるはずのマリアロンドさんは、火の精霊のようでもあり、近代スポーツのアスリートのようでもある、不思議な神々しさを放っていた。

「やっ、やめろ……！」

「やめろと言われてやめる馬鹿がおりまして？」

「見苦しい。覚悟しろ」

　二人共、性格が如実に表れた罵声を口にする。

　そして轟音と閃せん光こうと共に、クラーケンと船長がこの場から消え去った。




　雨が降り出した。

　まるで、火によって温められた船を天が冷やしてくれるかのようだ。

　……などと悠長なことは言っていられなかった。

「たっ、助けてくれ……！　水が！　水が！」

「マストが倒れるぞ！」

「ママァー！　独身で死ぬの嫌だよぉ！」

　悲鳴と怒号が響き渡る。

　マリアロンドさんやミレットさん、そしてクラーケンが暴れ回り船を痛めつけたダメージが蓄積し、もはや沈没寸前だ。さあてどうするかと思ったあたりで、船長室の扉が叩き壊された。

　パニックになった人が押しかけてきたのだろうかと警戒するが、どうやら見知った顔であった。

「おいタクト！　どうなったんだ！」

「ち、沈没するの!?　どうなの!?」

　ツルギくんとカガミさんの兄妹だ。

　まあ結局パニックになった乗客という意味では変わらないのだが。

「二人が教えてくれた通り、案の定反乱が起きました。船長が魔獣を召喚して対抗しようとしましたが、ミレットさんとマリアロンドさんが撃退しました。船が壊れそうなのはその影響です。船内の状況は？」

「この状況で落ち着いてるお前が怖い」

「性分なもので」

　ツルギくんがなぜか僕にドン引きしている。

　慌てたって仕方ないのに、まったく。

「ええと……よくわからない。みんな喧嘩を始めたと思ったら、船長が船を沈めるとか何とか言い出して船員もパニックになった。部屋に隠れてるやつもいるし、まだ殴り合ってるやつもいる。船を修復しようとしてるやつもいないわけじゃないが、手の施しようがないって感じだ」

　ふむ、とても優れた情報収集能力だ。

　最初に出会った時も感じたが、二人共、妙に耳が良い。おそらくなんらかのスキルを持っているのだろう。聴覚や視覚を強化するスキルは、普通の魔法などよりはレアだが、軍隊や騎士団に一人くらいはいるものだ。

　とはいえ、その推理が正しいとすれば奴隷の身となった二人の生命線だ。無理に暴こうとは思うまい。

「うん、素晴らしいですね。花丸あげます」

「はなま……？　そ、それよりもどうするんだよ！」

「まずは船の修繕ですね。うまくいくといいんですが……エーデル、手伝ってもらえますか？」

「めぇ！」

　僕は懐から、愛用の毛刈り用のハサミを取り出す。

　一本一本使っている暇はない。百本、二百本の毛が必要だ。

「【錬金術師：錬金】」

　そして毛を束ねて錬金術にかける。

　より細長く、数十メートル分の長さへと変化させると同時に、引っ張られても千切れることのない強きょう靭じんさを与えた。エーデルの黄金の糸は、繊維状のものであればあらゆる性質を持つことができる。盾代わりにすることも、カッターのように使うのもその力の片へん鱗りんにすぎない。

「撥はっ水すいと粘着力を与えて、先端を針のように尖らせて……そらっ！」

　まずは船長室の穴を縫い合わせるように塞ぐ。

「ほう……器用だな」

　マリアロンドさんが賛さん嘆たんの声をあげた。

「のんびりしている暇はありませんよ。ツルギくん、カガミさん、故障箇所に案内してください。それとミレットさんとマリアロンドさんは混乱してる乗客を取りまとめてくれますか。船底にいる人や故障してる場所の近くにいる人はとにかく船の上層に連れていって」

　二人共、流石に戦闘が終わっても鉄てっ火か場ばが続いていることは察したのだろう。

　僕の言葉に、ミレットさんとマリアロンドさんは逡巡することなくうなずいた。

　こうしておんぼろの船と共に、再び航海が始まった。










カーネージ王の憂鬱




「栄誉あるローレンディア王族の資格なき者は去れ」

　ローレンディア王国、カーネージ国王は大おお鉈なたを振るった。

　王族たち、特に王子たちの間に、堕落が蔓延はびこっていたからだ。

　そもそもローレンディア王国とは父祖が戦争に勝利し、猫の額ほどに小さな領土を少しずつ拡大させていった。どんなに位が高かろうと、いや、高ければ高いほど、友となる魔獣と共に戦場を疾駆し、泥と血に塗まみれながら勝利と栄光を手にしなければならない。戦場の誉ほまれを捨てた時こそ、この王国は敗れ去る。

　国民も、兵を志願する者は多い。戦ってこそ男。戦ってこそローレンディアの国民であるという風土がある。

　だが、その風土に反逆する王子がいた。

　由々しき問題であった。

　ただ暗愚というだけならば放置しても良い。だがその王子は文官たちから信望を得ていた。王子タクトは成人の儀を迎える前の若さでありながらよく話を聞き、不平不満を治め、人と人との和をもたらす統治の才覚があると謳うたわれた。

　思想はともあれ、カーネージもその評判を聞き能力に疑いを持ちはしなかった。これでより戦に関心が向いていればと、惜しく思う気持ちさえあった。

　だがそうした評価も、タクト王子が成人の儀で得た成果を見て雲うん散さん霧む消しょうした。

「な、何だそれは……？」

「羊です。可愛いでしょう？」

　ローレンディア王族は、十三歳となった時に成人の儀を執り行う。

　王族にのみ入ることを許された『獣王迷宮』には、古来より封印されし凶悪な魔獣が眠っている。そこでローレンディア王国の王子や王女は危険な迷宮をたった一人で探索し、生涯を共にする魔獣を選び連れて帰る。契約した魔獣の強さこそが王子や王女への評価となる。

　カーネージはそこで魔獣たちに言い放った。

「決して逃げることなく百の戦争を駆け、百の栄光ある勝利をもたらそう」

　獣王迷宮においては、挑戦者が提示する契約の内容が重ければ重いほど、強力な魔獣が現れる。

　そのカーネージの言葉に応えたのは、強力な雷を操る獅子、ライトニングレオであった。

　そしてカーネージは契約の通りに、ライトニングレオと共に戦場を駆け回った。機動戦、籠ろう城じょう戦せん、奇襲戦、海戦、あるいは竜や鳥を用いた空中戦など、あらゆる戦場を経験し、勝利してきた。百の勝利などすでに二十代の頃には果たしており、今はただ戦争での不退転だけが契約として残っている。

　カーネージの長男バイアンは、戦せん狼ろうブラッドウルフと契約した。「千の決闘に勝利する」という、カーネージを超えるほどに重みのある内容であった。

　カーネージは、バイアンの勇敢さを親として誇りに思ってはいたが、王としては少々落胆があった。王子たるものが軽々に決闘することは決して良いことではない。決闘や一対一の正々堂々たる戦いにこだわるのは、ローレンディア王国を統治する者として相応しい素質ではなかった。

　四男であるウィーズリーは、巨大な海蛇レヴィアタンと契約した。そのために交わした内容は、「大おお海うな原ばらを我が物とする」という、あまりにも荒こう唐とう無む稽けいなものであった。

　確かにウィーズリーは泳ぎも達者で船を御するのもうまく、まさしく海に愛された王子で、海の支配を志すのも自然な話である。

　しかしその性質はバイアンを超えるほど凶暴だ。ウィーズリーにとっては魔獣も人も大した区別はない。異国船は容赦なく略奪し、敵対する魔獣はどんなに巨大で強力であろうが狩る。今やウィーズリーは王子としてよりも最悪の海賊として名高い存在となり、これもまたカーネージの悩みの種であった。

　また、カーネージの八女リーネは、聖鳥シルバークレインという大きな鶴と契約した。「世界の果てへと旅する」という契約に、カーネージは面白さこそ感じつつも、王女としては不適格であると判断した。ローレンディア王国は侵略国家であり確かに国家の統一を目指してはいる。世界の果てへと旅立つ者が役立つこともあるが、王女たる人間が一介の冒険者風情となるのは恥ずべきことであった。

　なにより今は、戦争状態にある。国境を接する『大たい燕えん帝てい国こく』、そして『ヴェスピオ連合国』と二面同時に戦争を展開しており、旅や冒険などと言っていられる状況ではない。

　結果としてカーネージは王女リーネを属国のガレアード聖王国の王子へと嫁がせることとした。ガレアード聖王国は十年前に戦争で屈服させた従属国であり、いつまた裏切るかはわからず、奔放な娘一人の身柄で反乱を抑えられるならばカーネージにとって安い買い物であった。

　そしてカーネージの十三男タクトの契約した魔獣には、もはや落胆を飛び越えて怒りさえ湧いてきた。

　それは黄金の羊。戦闘能力はなく、その豪ごう華か絢けん爛らんな糸で身を守ることしかできない。しかも魔獣との契約の内容は、「無駄な争いを抑止し、世界に平和をもたらす」というものであった。

　カーネージにとって平和とは、戦い、勝利し、平定して得るものであった。王の思想に、そして国是にまっこうから反対するタクトに、一度だけ弁明の機会が設けられた。

　タクトは淡々とした態度を崩さずに言ってのけた。

「陛下。我らがローレンディア王国は大陸の半分を平定しました。二代前、三代前の小国の頃は必死に戦うことこそ生き残る道でした。しかし今やローレンディアは大国です。大きな力で叩き潰そうとすればするほど、恨まれ、憎まれ、決して反逆を諦めない者たちが生まれることでしょう。外交し、交渉し、戦後を見据えなければ未来の繁栄はありません」

　カーネージは、一瞬、ほんの一瞬だけ、目の前の少年を恐れた。

　怒りに燃える王に直々に呼び出され、戦うことの無意味さを説くことは自殺行為だった。

　答え方次第では幽閉されることも、首を刎はねられることもありうる。つまりタクトは、ただ死ぬことが恐ろしくて戦闘に向かない魔獣と契約したわけではないのだ。

　また、タクトは知らないことであったが、一部の文官たちがタクトの助命の嘆願を出していた。文官たちはタクトを必要としている。タクトの弁は必ずしも不合理なものではないと理解してしまった。

　だがカーネージは、自分が勝利して強さを誇示してきたからこそ今のローレンディア王国があるという自負もあった。

「貴様の弁は絵空事に過ぎぬ。強さを誇示するからこそ敗北した国はつき従う。勝利よりも雄弁にこの国を平定するものはない。惰弱な態度こそが死と敗北をもたらすと思え」

　こうしてタクトは追放という罰を受けることとなった。

　が、適切な落とし所にカーネージは悩んだ。僻地の領地を与えて王城から遠ざけるだけでは軽かった。ただの暗愚な王子であれば誰もが見放すが、信望のある人間を生かすことは危うさが含まれた。

　だが、殺すことも憚はばかられた。成人の儀を果たしたことには間違いなく、思想こそ危険だが、この年頃の王子としてはむしろ十二分に成果を出している。殺す理由もひねり出せなかった。

　他の王子や王女も悩んだ。タクトを邪険に扱う者もいれば、同情的な立場の者もいる。能力を妬む者も侮る者もいる。王にどう意見具申すべきか紛糾したが、一つの結論が持ち上がった。

　それこそが「他の大陸の開拓団に売り払う」ということであった。

　こうしてローレンディア王国のタクト王子をめぐる問題は解決した。

　カーネージは自分の軍勢や他の王子たちと共に、もっとも大きな目の前の問題――大燕帝国とヴェスピオ連合国との戦争に全力を尽くすことができる。決して勝てない戦争ではない。カーネージの頭にはすでに、戦乱渦巻く大陸を統一する自分の姿が思い描かれていた。

　属国であるはずの、ガレアード聖王国の離反の報告を聞くまでは。










羊と開拓




　波は瀾らんに満ちた航海であった。

　船長ダブラ、そして彼の魔獣クラーケンを撃退した後、僕は船の応急修理に奔走した。

　衝撃によって折れそうになったマストを無理やり縫い付け、空いた穴を塞ぎ、何とか沈没を免れてどこかに寄港するまでは船は持つだろう……と思った矢先、嵐が訪れた。

　僕はもちろんのこと、マリアロンドさんやミレットさんにも航海の経験はない。そこで僕は茶虎盤を与えた船員を無理やり船長代理に指名した。嫌ならあなたが誰か他の人を指名してもいいんですよとつけ加えて。

「くそっ、やればいいんだろ、やれば！　これから俺、エリックが船長代理だ！　文句があるやつはすぐに代わってやるから名乗れよ！」

　船員はやむを得ず代理船長に就任し、他の船員も賛同してくれた。

　有能であるとか無能であるとか以上に、指揮系統がないことが問題であることをエリックさんはよく理解していた。そして問題点を理解するということは、幸運にも船員として有能な部類であった。ちくしょうあの時ゲームなんかやらなきゃ良かったという愚痴については、僕は聞かなかったことにしました。サボる方が悪いんです。

　こうしてオンボロの船は大嵐の中を進み、とある島に漂着した。

　その島の名は、告死島。

「マジですかー……」

　嵐が去って晴れ晴れとした海岸の美しい景色の中で、僕は流石にこの結末は予想していなかった。

　船員たちも、がっくりと肩を落としている。

「どうしたのだ？　沈没は何とか避けられただろう？」

　マリアロンドさんが、海風にクリーム色の長髪をなびかせつつきょとんとした顔をしていた。

「告死島って知ってますか……というか、詳しくは知りませんよね？」

「この島のことか？　まあ、名前程度しか知らないが」

　マリアロンドさんがうなずく。

「恐ろしい魔獣が跋ばっ扈こする無人島……とは聞いたことがありますわ」

　そこにミレットさんが口を挟んだ。

　彼女も丁寧に漉すいた銀髪が風になびいている。

　皆、髪や服を整える暇もなく徹夜で修繕や航海にあたっていたはずだが、二人にはまったくみすぼらしさというものがない。この状況でも凛として強くあろうとしている。それを思えば凹んでもいられない。まずは説明をしなくては。

「そうですね……まず、告死島は無人島です。外洋に出て半日程度の場所に位置します。島とは言われますが土地は広く、小国の領土と同程度の広さはあるでしょう」

「待て、地図上ではそんなに大きくなかったように見えるが」

「不正確なんですよ。海流が妙で、日時や気象条件などが揃わないとこの島に来ることも、この島から出ることもできません。そして何より……」

　僕がその続きの言葉を言いかけた瞬間、凄まじい雄叫びが上がった。

「くっ、言ってるそばから……！」

　皆、雄叫びがあがった方を見る。

　それは島の内側の方から現れた、巨大な蛇のような鳥のような魔物であった。

　いや、なにを言ってるのかわからないだろうが、そうとしか言えないのだ。頭が幅広な凶悪な毒蛇に、巨大な鳥のような翼が生えている。鋭い眼光はこちらを射抜くように見据えており、まさに獲物が来たと言わんばかりだった。

「ウイングスネークだと……!?」

　マリアロンドさんが戦慄しながら槍を構えた。

　彼女の部下や仲間たちもそれぞれ武器を構え、戦闘態勢を取った。

「あら、マリアロンド。もうお忘れになったかしら……。【銃鍛冶師：ウェポンボックス】！」

　ミレットさんがスキルを使用した。

　三十挺近い銃がその場に現れる。

　だが、先程の船での戦闘とは違って、今度は一挺一挺をミレットさんの部下たちが手にとって構えた。

「総員、【銃士：狙撃】発動！　撃て！」

　ミレットさんの号令と共に、全員が銃で狙い撃った。

　正せい確かく無む比ひな斉射は容赦なくウイングスネークを穿うがち、近くの砂浜へと落下していった。

「うん、うん。良いですわね。契約が続く限り強化の恩恵も与えられる、と」

「ええ、そういうわけです」

「だったら何も問題はないんじゃないかしら？」

　ミレットさんが不敵な笑みを浮かべた。

「強力な魔獣が出るということは水や植物、肉、いろんな資源があることの証拠ですわ。魔獣が倒せるならばなにも問題はない。このポンコツ船を修理しながら時間を稼げばいいだけのお話……ま、軟弱者にはそれもつらいかもしれませんけれど」

　その言葉に、マリアロンドさん……そして彼女が率いるレーア族全員の目つきが変わった。

「お前の判断は蛮勇というのだ。どんな魔獣が隠れているかもわからないのに硝しょう煙えんを撒き散らして、全員を危険に晒さらすつもりか」

「あら、問答がお好みかしら？　あなたがお好みなのはこっちではなくて？」

　ミレットさんが銃を構えた。

　ふらつきもせずに長いマスケット銃を片手で構え、正確無比にマリアロンドさんの額に狙い定めている。

　だがマリアロンドさんも一切怯えることなく一歩一歩進み出る。

「……このっ！」

「どうした、撃たないのか」

　今度はミレットさんの方が表情を歪ませた。

　マリアロンドさんは怯むことなくミレットさんの目の前に立っている。あと数センチ距離を縮めれば、銃口がマリアロンドさんの額に触れるだろう。

　緊迫した状況がしばし続いた。

　誰もが微動だにしない中、しびれを切らしたのはミレットさんの方だった。

「蛮勇はあなたの方でしょうが！」

　怒りの声を上げて、銃口を鈍器のようにマリアロンドさんに打ちつけようとした。

　流石にミレットさんも引き金を引くつもりはなかったようだが、それでも鉄の塊で殴ることには変わらない。十分に威力のある攻撃だ。

　マリアロンドさんの額が割られるかと思った瞬間、奇妙なことが起きた。

「あだっ!?」

　ミレットさんが殴打した瞬間、なぜか殴られた方ではなく、殴られた方……ミレットさん自身が殴打されたように吹き飛ばされ、倒れた。

「きゅう……」

「お嬢様!?　気を確かに！」

「貴様、なにをした！」

　ミレットさんが昏こん倒とうして目を回している。ミレットさんの部下たちがすぐに駆け寄って介抱を始めたが、いったい何が起きたのかはわかっていない様子だった。

　目の前の出来事を理解しているのは僕、そしてマリアロンドさんであった。

「なるほど、やはりこうなるのか……」

　納得したようにマリアロンドさんが呟く。

「ええ。契約によってあなたたちの戦闘は禁じられています。攻撃をすれば攻撃をした人間に跳ね返った」

「少年。そういうことは早く説明しろ」

「ごめんなさい。でもよくわかりましたね……？」

「ここまで強化された以上は条件や代償がつくものだ。契約内容を思い出せば想像はつく」

「くっ……よくも……！」

　ミレットさんが立ち上がり、マリアロンドさんと僕を恨めしそうに見る。

「いや、なんか、ごめんなさい。ただこうでもしないとクラーケンに海の藻も屑くずにされていたと思うので、納得していただけると……」

「はぁ……。まあいいですわ。契約書に署名したのは確かにわたくし。認めるしかありませんわ。でもこれは永続的な契約ではなかったはずよね？」

「ええ、そうです」

「もう一度おさらいしてもらえる、王子様？」

「構いませんよ。サブスキル【調停者：契約書召喚】」

　僕はスキルを発動させ、なにもない空間から一枚の紙を取り出した。

　これは契約した書面を呼び出すというスキルだ。改ざん不可能な状態で保管したものを呼び出すので、商売する上では非常に役立つスキルでもある。

「『レーア族、族長マリアロンド=レーア。バルディエ銃士団団長、ミレット=バルディエ。聖なる誓いの羊皮紙に調印したその時、契約の神が大いなる加護を与える。今まで燃やし焚べてきた憎悪と敵意と血を贄とし、それに倍する力を与えん。各々が郷里へ戻るその日までを契約期間とし、その間の調印者同士の戦闘行為の全てを禁ずる』……ということですね。詳しく解説していきましょうか。あ、レーア族の皆さんも、バルディエ銃士団の皆さんも関係あるので聞いてください。もうちょっと近寄って」

　僕はミレットさんとマリアロンドさんの仲間たちに手招きする。

　二グループとも僕に近づくが、グループ間は見えない壁があるかのように距離が空いている。ま、そうだよなと思いながら咳払いをして話を始めた。

「まず、僕の【調停者】のスキルは少々特殊な交渉系のスキルでして、【テイマー】のように魔獣を使役するとか、あるいは【軍師】や【将軍】というリーダー格が部下に力を与えるようなものとは違います。契約する人同士は基本的に対等なものです」

「聞いたことがありませんわね……」

「ええ。すでに廃れたスキルですので。まあこれを習得したおかげで親父殿から無駄なことをするなと怒られてしまい、奴隷となったわけですが……閑かん話わ休きゅう題だい」

　僕の奴隷落ちの話をしたらなんだか同情的な目線が集まった。

　しまった、ちょっと滑った。

「おほん。【調停者】とは他者に加護や力を与えるクラス……ではありません」

「「え？」」

　二人が驚いて声を漏らした。

　そしてハモったことに気づいて複雑な表情をしている。

「契約書の後半こそが目的です。ていうか調停って言う言葉の意味そのものですね。調停とは第三者として紛争解決することを指します」

　二人の顔色が変わった。

「あくまで紛争解決の恩賞として加護が与えられたのです。契約を破棄すれば加護は即座に失われます。まあもっとも、契約の効果によって戦闘行為が禁じられてるので破棄は難しいわけですが」

「……なるほど。話はわかりましたわ。加護というよりは、和睦をするためのエサというわけですわね」

　ミレットさんが不機嫌を隠さずに毒づいた。

「ぶっちゃけた話、そうです」

「二つ質問がありますわ。この紙に調印したのは私とあの女だけのはずでしてよ。わたくしの部下があちらに喧嘩を売ったり、あるいは売られたりしたらどうなるかしら？」

　いい質問ですねと答えたいところだ。

「おそらくあなたたちの代理戦争とみなされ、同じ現象が起きるでしょう。族長、団長といった集団の長として調印してしまいましたから」

「契約の抜け道はない、ということですわね、はぁ」

「抜け道をいきなり探さないでくれると嬉しいんですが」

「契約内容を確かめるのは当然でしてよ。それよりも問題は……」

「契約終了の条件、だな」

　ミレットさんの言葉の続きを、マリアロンドさんが言った。

「ああ、これは故郷に帰るまでですが、もう一つ暗黙的な条件があります。代表者たる二人が生きていて初めて成立しますから、一方が死んだら破棄されるでしょう。ですが直接的な戦闘行為は禁じられていますし、他人に暗殺依頼を出したりしても反発ダメージがあると思ってください。暗殺依頼をした側だけが死ぬことは十分にありえるでしょう。逆に言えば殺される心配は減ります」

　僕の説明を聞いて、二人は額に手を当てて妙に重い表情を浮かべていた。

　そんなに相手をブッ殺したかったのかなと思ったが、そうでもなさそうだ。

「どうしました？」

「相手を攻撃できないことは理解した。だが故郷に帰る……というのが問題なのだ。オレたちレーア族は故郷を失っている。放浪の民なのだ」

「わたくしたちも同様、戦場を流れる傭兵団なの。別荘のようなものはあるけれど、この場所こそが故郷……という土地や場所はありませんわ」

　ミレットさんが深々と溜め息をつく。

　彼女たちもなかなか苦労の多い生活を送っているようだ。

「あー、そこは大丈夫ですよ。不可能な条件は契約できません。数年滞在しているような町や村、拠点やセーフハウスなど、『この航海を終えることができた』と思える場所に戻ることができれば契約終了となるはずです」

「本当か!?」

「ええ」

「何だ、杞き憂ゆうだったか。少年よ性格が悪いぞ」

　ばんばんとマリアロンドさんが背中を叩く。結構力が強くて痛いんですが。

　それに、実のところ問題はまだ解決していない。

「……うん？　どうした？」

「えーと、告死島の説明がまだ不十分でしてね……。船長代理さん。ちょっとこの周辺海域や海流について説明してもらえますか？」

「名前で呼んでくれ。エリックだよ」

　僕は、レーア族の更に後ろの方に座っている船長代理、エリックさんを呼びかけた。彼はバツの悪そうな顔をしながら渋々前に出てくる。

「つーか、俺が説明しなきゃダメか？」

「僕が言うよりは専門家に任せた方が良いかと思いまして」

「くそう、あん時サボらずに仕事してりゃ良かった……」

　エリックさんが渋じゅう面めんを浮かべながら大きな溜め息をついた。

　そこは因果応報ということで諦めてほしい。それに、船長不在での航海も何とかやり遂げたのだから彼はすでに他の船員から船長として認められているのだ。今更毒づいたところで遅かった。

「ここ、告死島は魔獣が強い……ってのは、あんたらには問題にならねえだろう。だが他にも大事な問題が一つあってな。この島は海流が複雑で入ることも難しいが、出る方はもっと難しいんだ」

「難しい航海になるということか？」

　マリアロンドさんの問いかけに、エリックさんは気まずそうに首を横に振った。

「難しい、どころじゃねえ。普通の船じゃ不可能だ。海流に阻まれて戻るか、無理に突っ込んで船をぶち壊すかだ。あるいは、あのダブラの野郎が使役してたクラーケンを何十匹も使役して船を護送させるなら突破できる。普通の船で、普通に出ることができるのは夏げ至し前後の三日と満月が被るタイミングの時だけだそうだ」

「いつよ、それ」

　ミレットさんがいらついた声を出す。

「今、航海士と一緒に計算してたんだよ。おいお前ら、出たか？」

　船員が砂浜に文字や数字を書いてうんうんと唸っている。

　面白そうだな、混ざろう。

「暦日を計算できるんですか？」

「そうだ。お前算術できるのか？」

「ええ。少しは。エーデル」

「めう」

　僕はエーデルを呼び出して、金の糸を少しばかり拝借した。

「【錬金術師：錬金】」

　そしてスキルで金の糸を白く軽いものに変質させて縦糸と横糸に分けて編み込んだ。

　羊皮紙ならぬ、羊毛紙だ。

　もっと正確に言えば紙ではなく生地なのだが、糸の性質を変化させて軽く、かつ、インクが乗りやすい性質に変化させているので質感はほぼ紙だ。

「す、すげえな」

「白い紙をどんどん作るので、使ってください。あと誰か計算式を教えてくれますか？」

　こうして僕らは、マリアロンドさんとミレットさんの苛ついた態度をスルーしながら計算を始めた。

　この世界には月が二つあるが、どのような周期で満月になるかは解明されている。そして夏至がいつになるかも当然わかっている。

　あとは地道な計算を続けていけば、夏至と満月が重なるタイミングが何年後なのかは分かるのだ。

「……これで間違いなさそうですね」

「そうだな」

　エリックさんと僕は、達成感と落胆を同時に感じていた。

「「いつ!?」」

　マリアロンドさんとミレットさんの詰問に、航海士はさっと目を伏せた。

　とばっちりが怖いのだろう。

　仕方ない、僕が言うか。死亡宣告じみていて気は進まないが。

「十三年後です」

　僕の言葉に、二人ともぽかんとした顔を浮かべた。

「……は？」

「今より十三年と二か月後の一週間の間だけはこの島周辺の海流の流れが変わり、この島を脱出することができます」

　こうして現状を理解していた船員たち以外の人々全てが、ようやく理解した。

　自分たちは、この島から出ることができないのだ、と。




　失意のマリアロンドさんとミレットさんであったが、頭の切り替えは意外と早かった。

「くよくよしてたって仕方がないわ！　開拓するわよ！」

　と、声をあげて自分の部下たちを叱しっ咤たした。

　ついでに、「レーア族の連中にいい土地を取られたらバルディエ銃士団の名折れよ」と挑発的な一言も付け加えて。

　そしてマリアロンドさん率いるレーア族も負けじと立ち上がった。

　二グループそれぞれ別個に、この島を開拓するつもりのようだ。

　できれば協力してもらいたいところだが、彼女たちは自分が思う以上に因縁がある様子だ。無理強いも難しいだろう。

　それに、この島はどの国の領土にも属さない未開拓地と認定されている。そうした土地を開拓した者は、自分の領地にすることができる……というのがこの世界の通例だ。今は、無人島に取り残されたという危機であると同時に、自分の土地を手に入れるチャンスでもあるのだ。彼女たちを引き止めることは諦めるしかないだろう。

「な、なあ……お前はどうするんだ？」

　おずおずと僕に話しかけてきた少年がいた。

　船の中で出会った奴隷のツルギくんだ。妹のカガミさんも後ろに控えている……どころではない。ミレットさんやマリアロンドさんの部下たち以外の全員……僕と同じく普通に売られる予定だった奴隷たちや、船員たちが僕をじっと見ている。

「僕ですか？」

　総勢四百人といったところだろう。

　奴隷の数で言えばもっと多かったが、囚われていたレーア族とバルディエ銃士団の人間はそれぞれ自分の所属する団に戻った。そのかわり水夫が加わったので、四百人という数字はあまり変わっていない。多いって。どうしよ。

「他に誰がいるんだよ」

「えーと、僕が何か言わなきゃいけない感じですか？」

「お前がいろいろやってきたからここに辿り着いたんじゃないか」

「そこはまあ、僕も骨を折りましたがそこにいる船長代理が頑張ってくれたおかげでもありまして」

「馬鹿野郎！　俺はお前に任命されたんだ！　リーダーはお前だよお前！」

　エリックさんが全力で反論してきた。

　なし崩しにリーダーにされそうで焦っているのだろう。

「別にリーダーという訳でもないんですが」

「元王子で、開拓団に売られる予定の一等奴隷だろ。お前と同じく開拓団に売られる予定の二等奴隷や三等奴隷ばっかだ。お前が一番身分が高いんだよ」

「どこかの国が管理してる土地じゃないんですから身分制度やめません？　それを言ったらあなたたち船員の方が雇い主側じゃないですか？」

「馬鹿を言え。俺たちゃ全員、船長の奴隷だよ」

「え、マジですか？」

　船長……いや、元船長ダブラの顔を思い出す。

　確かに奴隷商人と兼任した野心家で猜さい疑ぎ心しんの強い男ではあったが、自分の右腕となるべき船員も奴隷で固めていたのか。

「ああ。あの野郎は奴隷落ちした船員とかを買い取ってたんだよ。だから正直、あの野郎には忠誠心なんかねえ」

　そういえば船長は奴隷たちも船員たちも区別なくケツを蹴り飛ばす男であった。

　一方、船長の見ていないところでは船員のモチベーションは低く、船員による奴隷いじめもなかった。てっきり元船長ダブラが「俺の商品だぞ、丁重に扱え」という自分を棚に上げた指示を出していたのかと思っていたが、心情的なものもあったようだ。奴隷たちも船員に恨めしい目を向けていることもない。

　なるほど、これは悪くない状況だ。ミレットさんとマリアロンドさんのように、対立を抱えたまま新生活を送る羽目になるよりは余程幸運だろう。

　僕がなし崩しにリーダーになってしまう不幸を度外視すればの話だが。

「わかりました。そういうことでしたら力を合わせましょうか」

「リーダー。いや、なんかそれも言葉が軽いな。開拓団の団長ってところか」

「言葉の響きがいかつくないですか？」

「団長！　指示を！」

　船員の一人が声を張りあげると、他の船員や奴隷たちも合唱の輪に加わった。

「仕方ない。僕の指示にはしっかり従ってもらいますよ」

　こうして僕は、奴隷という誰かの所有物から開拓団の団長に変わったのだった。




　ミレットさんやマリアロンドさんは良い土地を先に確保しようと張り切って旅立った。良い土地を巡っての争いが起きなければ良いのだが。

　だがそこから一時間もしないうちに、そんな問題はまるで起きないだろうと僕はしみじみ実感した。

「……ここ、めちゃめちゃ広いぞ！」

「そうよ、広いわよ！　広すぎるわよ！」

　兄妹コンビが僕に怒った。

「怒られても困りますよ。広いものは広いんですから」

　今、僕らは斥候に出ていた。

　砂浜を抜けた先には森と草原がある。草原は十キロ以上に渡って続いており、そこに一時的なキャンプを設けて船員や奴隷……いや、告死島開拓団員たちにはそこで生活の準備をさせている。

　一方、僕、エーデル、そしてツルギくんとカガミさんは代表して周辺を探索しているという状況だった。たまたま生えていた木に登り、ツルギくんは耳をそばだてて、カガミさんは目を凝らして周囲を警戒している。

「草原の先の森だって広いし、その向こうにある山は高いし、スキルが届かないわよ……」

「あっ、カガミ！　馬鹿！」

　やっぱりそういう探知系のスキルなんだ。まあ聞かなかったことにしてやろう。

「魔獣がいる様子はありますか？」

「いるかいないかで言えばウジャウジャいるけど、こっちに近づく様子はない」

「もしかして戦ってます？」

「たぶん」

　レーア族とバルディエ銃士団だ。

　彼女たちは相当なレベルの強化を受けている。告死島の魔獣は凶悪だが、物ともせずに倒しているのだろう。

　彼女たちが初手で暴れてくれればくれるほどこちらは安全になる。草原や森の入口を、〝人間のナワバリだ〟という認識を魔獣や野生動物に植えつけることができる。島の新参者としての少々過激なご挨拶というわけだ。ヤクザかな？

「草原の安全は確保できそうですね。安心しました」

「でもいいのかよ」

「なにがですか？」

「あいつらが魔獣を倒したり活躍したら、こっちが下手に出なきゃいけねえんじゃねえか？」

「そうよ、兄ちゃんの言う通りよ！　強い連中は怖いんだから！」

　カガミさんの率直かつごく当たり前の言葉に深くうなずく。

　強いやつは怖いのだ。

「確かにその通りです。しかし強さだけが物を言うのは、都市や国家など高度に分業された世界だからこそでもあります」

「へ？　何言ってんだ？」

「何にもない、足りない尽くしの無人島生活では、戦闘能力以外の文化や文明の力も非常に有用だということです。……さて、向こうの準備もそろそろ終わってることでしょうし、戻りましょうか」

　エーデル、そしてどこか納得いかない顔をしたツルギくんとカガミさんを連れ、僕はキャンプ地へと戻った。

　キャンプ地では、皆が協力して草むしりや煮炊きの準備をしていた。

　僕の姿を見かけると、船長代理のエリックさんが駆け寄ってきた。

「おう、戻ったか」

「なにか問題はありました？」

「問題だらけなのに、一人一人じゃどうしようもねえってのが問題だ。なにか自分にできる仕事がねえとみんな不安なんだよ。数日分の飯はあるが、寝床も何もねえし」

　はぁ、とエリックさんが溜め息をついて肩を落とす。

「飯も寝床も問題ですね」

「ああ」

「魔獣ばかりの食事になってしまいそうです。動物性タンパクが多くて栄養が偏ります」

「ああ……ああ？」

　船長代理がうなずきかけて首をひねった。

「食事の量の問題は大丈夫ですよ、おそらく。それよりもう一つの問題……寝床を解決しましょうか。エーデル、毛を少し多めに分けてください」

「めぇ！」

　エーデルが一鳴きした瞬間、その体……というか毛から不思議な光こう芒ぼうが溢あふれ出す。

　魔力の現れだ。

　そして、ぼふん！　というちょっとした爆発のような音が鳴った。

「な、何だこりゃ……!?」

「毛ですよ、毛。これを糸にして、更に糸を織って生地にしていきます」

「そ、そりゃわかった、わかったから助けてくれ！　毛に溺れる！」

「あ、しまった」

　エリックさんを救助して、人のいないところに移動した。

　皆、何だどうしたと興味津々に見ているが、気にせず作業を進める。

「【錬金術師：錬金】」

　スキルを発動させてエーデルの毛を糸に変化させ、更にそれを繊維状に織っていく。船の時とは違って、撥水の性質だけを持たせた。強度もさほどない。雨風を凌しのげる程度で十分だ。

　そのかわり、とにかく大量に作り出していく。

「おお……相変わらず凄えな……」

「これをテント代わりにしてください。ああ、生地だけじゃなくてロープも作っておきますので。ポールや木材なども必要かもしれませんが、それは森から切り出せば良いと思います。流石に林業となると守備範囲外なので、誰か詳しい人がいたら助かるのですが」

　僕がそう言うと、元奴隷の団員の何人かが手を上げた。

　どうやら元は木こりをしていた者や大工をしていた者がいるらしい。

「それじゃ今手を上げた人は集まってください。寝床を作る計画を立てましょう」




　初日で全てができ上がるはずもなく、ほとんど野宿のような状態であった。

　食事もお粗末だ。

　余った麦や干し肉など、保存食を雑に煮炊きしただけのもので、しかも残りの貯蔵がどれくらいなのか、皆、なんとなく把握している。

「気にせずしっかり食べてください」

　と、僕が声を張りあげないとなかなか口にしなかった。

　全員が解放感と共に不安を抱えていた。

　これからどうするのかと。

　その不安が消費への恐怖、そして食欲の減退に繋つながっている。

　だがそんなものは簡単に払拭できる。

「……よし、できましたね」

　でき上がったテントを見て、僕は腕を組んで満足気にうなずいた。

「す、凄いな……!?」

「ここ、本当に入っていいの……？」

　ツルギくんとカガミさんはぽかんとした表情を浮かべていた。他の人間もだいたい同じような表情をしている。

　それもそうだろう。こんなテントなど見たことはあるまい。大きな支柱を幾つか立てて、そこにエーデルの強きょう靭じんな毛を使った生地を張って屋根や壁としている。テントというよりは住宅に一歩踏み込んでいるだろう。地球のものに例えるならば、遊ゆう牧ぼく民みん族ぞくのゲルに近い。広さもちょっとした体育館くらいはあるだろう。

　中には絨毯代わりの生地を敷いている。生地とロープを組み合わせてパーテーションも作った。団員全員を寝かせるスペースはきっちり確保したのだ。

「派手でしたかね？」

　ただ、色の問題があった。

　エーデルの金色の毛は流石に眩まぶしすぎる。

　誰か織物や染色のスキルを持つ人いないかな。

「そうじゃなくて……昨日は野宿だったのに今日からここって言われても、落ち着かない……」

　カガミさんが年相応の弱気な顔を見せる。

　今までツルギくんと一緒になって怒鳴ってばかりだったが、気を張っていたのだろう。

「ここは後で集会場か何かにしますから、ずっとここにいてもらうわけじゃありませんよ。家族やパートナー単位でのテントも後で作りますから」

「本当か!?」

「これと同じ生地のテントなの!?」

「か、金はねえぞ！」

　全員が思い思いの声をあげた。
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「はい、本当です。このミニサイズのテントを作ります。金はいりません、っていうかないでしょうが」

　僕の最後の言葉に皆がくすくすと笑った。

「そのかわり、それぞれ仕事を与えます。大工班は明日もよろしくお願いします」

　僕の言葉に、木材の切り出しや支柱立てを手伝ってくれた人たちが「おう」と威勢よく言葉を返す。

「食糧問題に着手もしましょうか」

「狩りに行くのか？　それとも釣りか？」

　ツルギくんが嬉しそうに質問した。

　が、申し訳ないがそれはまだ先の話だ。

「いえ、まだダメです。釣りもちょっと控えましょう。いきなり磯や砂浜の資源を取り尽くしてしまうことになりかねません。今は保存食を消費しつつ、持続可能な食糧計画を立てなければいけません」

「……ダメか」

　ツルギくんカガミさんが揃って悲しそうな顔をした。

　この兄妹は感覚を強化するスキルを持っているが、おそらくは狩人や狩猟を生業とする家系なのかもしれない。クラスやスキルは結構遺伝するのだ。だが今は自分の特技を抑えつつ、もうちょっと僕の付き人的な感じでいてほしい。

「もちろん近い将来は自分たちで食料を取りに行くことを考えますが……その前にどうしても必要なものがあります」

「必要なもの？」

　ツルギくんの朴ぼく訥とつな言葉に、僕ははっきりと答えた。

「水と塩です」

　その言葉に、全員がなるほどとうなずいた。

　生活するためには、そして食事をするためには絶対に切らしてはいけないものだ。水は水魔法が使える人間が何人かいて、それで飲用水を賄っている状態だ。だがスキルや魔法を使えば疲労はたまるし、飲用水以外の生活用水を調達できない。

　また塩は船にあった備蓄を消費している。これもいずれ尽きるだろう。

　その二つを確保しなければいけない。

「あと、それらを保存する水みず瓶がめや壺つぼなんかも欲しいですね。焼き物作りやりましょうか。一応、簡単なものならば僕でも作れますが、慣れている人がいたらおまかせしたいと思います」

「窯と粘土がなきゃ作れないぞ」

　団員の一人が質問を投げかけた。

「おっ、いいですね。そういう質問。そこは僕の錬金術でここらへんの石や土の性質を変えて間に合わせましょう。スキルばかりで済ませるのも限度があるのでいずれはちゃんとした土を調達しなきゃいけませんが」

　その答えに、団員たちに安あん堵どが広がっていく。

　話し合っているうちに、少しずつ「ここで生きていける」という実感が湧いてくる。

「ああ、水瓶と水ができても酒造りは現状禁止ですよ。穀物は普通に食べるように」

　僕の注意に、くすくすという笑いが漏れた。

　迷い、絶望していた人々の顔に、少しずつ希望が灯っていく。




　その日の夜のことだった。

　僕は団長特権を使ってテント内に個室を用意している。

　一部の病人や、病人の面倒を見てる人には隔離スペースを設けているが、ほとんどの団員は男女を分けた上で広間に雑魚寝させている。

　けど僕、雑魚寝がイヤなんですよね。

　元日本人なので、もう少しプライバシーが確保できる場所が欲しい。それに団長とか集団の長がいると落ち着かないという人間も結構いる。皆と交わるのも良いことだが、こうした区別も大事だ。

「っと、いけないいけない、そろそろ寝なきゃな」

　この告死島開拓団の朝は早い。

　燭しょく台だいもなければ蝋ろう燭そくも油もないのだから夜ふかしできない。

　皆、やることがなくて早起きする。団員の不安を払拭するためにもやることを与えねばならず、そのためには僕も早起きしなくてはいけない。

「……ま、まだ起きてるか？」

　そんな時、テントの幕を上げて入ってくる誰かがいた。

　暗くてよく見えないが、声は普段から聞いている。

「おや、カガミさんどうしました？　お兄さんは？」

　殺しに来たとかじゃないよな。目を凝らさずとも、彼女が何となく思いつめた顔をしているのが分かる。

「に、兄ちゃんは寝ている」

　なるほど、相談せずに一人でここに来た訳か。

「じゃあ、あなたも早く寝なさい。おばけが出ますよ」

「で、出るのか？」

「嘘です」

「お、おま……！」

　怒り出そうとするカガミさんだったが、僕がしっと人差し指を立てると静かになった。

「すみません、からかいました。皆さん寝ているので静かにしましょう」

「わ、わかった」

　カガミさんは、誰かに気づかれてないか焦ったのだろう。カガミさんは呼吸を整え、落ち着きを取り戻したあたりで、ぽつぽつと話を始めた。

「い、いきなり来て悪かった。聞きたいことがある」

「構いませんよ、何でもどうぞ」

「お、お前は……何でもできるよな」

「そんなこともないですが、まあこういう場面は得意なので」

「楽しそうだな、お前」

「え、そ、そうですか？」

　楽しい、と言われてどきりとした。

「船に乗ってた時は飄ひょう々ひょうとしてたけど……今は何か話の仕方とか、ちょっと違う……気がする。前よりもやる気がある、みたいな」

「……うーん、うかれてる気配、漏れてました？　不謹慎でしたかね」

　言われてみればその通りだ。

　正直言うと、楽しい。
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　船に乗っている時よりも張り合いがある。

　国にいた時は親父殿や他の兄、姉に嫌味を言われていたので、のびのびと生活できるのは楽しい。何もかも足りない尽くしではあるが、一から何かを作ることもまた楽しい。

　前世での僕は海外展開する商社に勤めていて、会社の命令で東南アジアや中央アジアの奥地などに行かされることが度々あった。

　人件費が安い場所に工場を建てたいという露ろ骨こつな思惑で、現地での土地の確保や建築計画を立てたり、現地労働者を雇用したりと、ブラック労働に従事していたが、ある時「労働者を雇う以前に貧困や食糧不足や医療不足を何とかしなきゃどうにもならない」と気づいて、様々な活動を始めた。

　たまたま現地視察に来た上司に「お前何で会社の出張で来てるのに畑を耕したり学校教師やったりしてるの？」って素で怒られてクビになった。

　まあクビというか、正確には独立支援だ。「社会インフラを整えないといけないのはわかったから、お前はフリーで好きにやれ」と言われて会社とかＮＰＯ法人とかを設立していろんなことをやり始めた。

　で、そんな活動をしていた最中、僕は死んだ。理由は大したものじゃない。反政府勢力の凶弾に倒れたとかではなく、野生動物がうじゃうじゃいる場所で運転してたらハンドル操作をミスってうっかり死んでしまった。そしてなぜかこの世界に生まれ落ち、子供の時に唐突に前世を思い出した。

　ま、それはさておき、インフラがない田舎に突撃して食糧問題を解決するとかはちょっとした経験がある。しかもスキルや魔法という不思議なパワーがある世界なのだから、無人島といえども生活基盤を築くのは決して無む謀ぼうなことではない。

　思い描いた平和な世界を作ることは楽しい。やりがいがある。

　けどそういう野望を悟られるのはちょっと恥ずかしい。

「べ、別に悪いって言ってる訳じゃない……。でもお前、このまま、王様になるのか？」

「王様？」

「お前が望めば何だって人に命令できる……みたいな」

「嫌ですよそんなの」

　こういう場面では旗振り役がいないとどうしようもないから声を張りあげてるだけであって、顎で人をこきつかうのは趣味じゃない。

「そういう気持ちがないなら、ないで、困る」

「困る？」

「力がないやつが命令すれば、みんな怒って反乱する。力があるやつが命令すれば、みんな渋々従う」

「真理ですね」

「凄い力があるのに命令しないってことは、みんな、お前の顔色を伺う。怒らせたり不機嫌にならないよう読み合う。お前に目をかけてもらうように、いろんなことをやる」

　なるほど。

「だ、だから……もしお兄ちゃんがお前を怒らせたりしても、ここから追い出したり、しないでくれ。わたしが代わりに罰を受けるし、言うことはなんでも聞く。お願いだ」

　読めました。たった一人の家族のために犠牲になろうという訳ですか。

　ダメです。こればかりは偉いと褒めたりもしません。

「お、お酌するとか、茶虎盤とかいうゲームの相手とか、何でもいいぞ！　夜ふかしも付き合ってやる！」

「それはまた魅力的な提案ですね」

　カガミさんは発想が可愛い。そこは読めてませんでした。もっと大人びた提案かなと思い込んだ僕の心が汚れていたようだ。「ですがこのベッドは一人用なんですよ。ここで八時間寝るという快楽を他人に分けたり譲ったりつもりはまったくありません」

「ベッド……？」

　その時、枕に近い部位に、突然〝目〟が現れた。

「うわっ!?」

　世界一愛らしい黄金の羊、エーデルである。

　僕は毎夜毎夜、この子に毛を少々伸ばしてもらってベッド兼布団として寝ている。

　夏は通気性に優れ、冬は保温性に優れる。

　液体のように沈み込むほど柔らかく、だがしかし適度な重量感もあって、地球とこの世界の二つを見渡してもこれ以上のものはないと断言できる、至高の寝具だ。ついでに防御力も高い。

「い、一緒に寝てたんだ……」

「ええ。僕はいつもこの子と寝ています」

「ふーん……」

　カガミさんは一瞬後ずさりしたが、目の正体がエーデルと気づいて安堵したようだ。

　そして僕の方に近づこうとして、阻まれた。

「……あ、あれ？　そっちに入れないんだけど」

　カガミさんの手が空中を触っている。

　彼女もようやく、〝壁〟の存在に気づいたらしい。

「防犯のために透明な糸を何本も張っています。一定以上の距離には入り込めませんよ。あなたのことが嫌いとかそういう話ではなく、誘拐や暗殺の対策をしなければならないんです。スキルを使って変装や変身して寝所に近づく人だっているかもしれませんしね。このスタイルがみんなにとって一番安全です」

「ええ……」

　カガミさんが「何だこいつ、こわっ」みたいな目で見てくる。

　まったく、真面目な話をしているのに。

「いいですか、カガミさん。確かに僕と仲良くして便宜を図ってもらおうとする生存戦略には一理あります。しかしあなたは、リーダーの一番最初のお手つきや贔ひい屓きになったとして、その後を耐えぬく自信はあるんですか？　めちゃめちゃ嫉妬されますよ？」

「うっ」

「同じことを考える人を出し抜いて一番最初に僕の所に来た判断力は凄いです。しかし、同じことを考えた人にとっては〝出し抜かれた〟という悔しさや嫉妬になるでしょう。藪やぶ蛇へびでは？」

　僕の言葉を、カガミさんはしみじみ理解したようだ。

　彼女も決して楽な人生を送っているわけではないだろう。出る杭として嫉妬され疎まれた人間が行き着く先というものも予想がつくはずだ。

　彼女はありえる未来を想像し、怯え、ごくりと生なま唾つばを飲んだ。

「いいですか、これはあなたでなくても、僕が誰かを寵ちょう愛あいすれば確実に起こりうる問題です。だから僕はここにいる誰かを贔屓しようとは思いません。夜はゆっくり休んで、明日の朝にまた元気に働いてもらえたらみんな花丸です」

「はなまる？」

　おっと、お国言葉が出てしまった。

「ともかく、あなたもツルギくんも、そして他の人たちも、誰一人として追い出したり罰したりなどできません。みんなにやってもらいたいことがたくさんあるんです。不安はいつでも聞きますが、こんなことをしなくったって大丈夫ですよ」

　カガミさんは、悔しそうに拳をギュッと握った。

　だが、やがてホッとしたように表情を緩めた。

「……わかった」

「そんな訳でおやすみなさい。明日、お二人にはちょっと周辺の偵察をお願いしたいんです。魔獣の有無や簡単な地形だけでも調べたくて」

「そういうのは得意だ。任せて」

「ありがとうございます。明日も早いですから、カガミさんも皆さんも早く寝てくださいね」

「え？」

　僕はカガミさんと、そしてカガミさんの後ろで様子を見守ってる人たちに声をかけた。

　カガミさんは驚いて振り向くと、その闇の中には数人の気配があった。そこにいる人々は息を殺しながら、こちらの会話にじっと耳を傾けていた。おそらくカガミさんと同じことを考えていた。

　ちなみに、女性ばかりではなく大人の男性も少年もいた。おそらく皆、隠し持っていたと思しき酒や食材、その他自分が差し出せる何かを持ち込んで、僕に接待を仕掛けようとしていたのだろう。素敵な香りが食欲をそそり、そして睡眠欲を削いでいく。素敵な賄賂に心惹かれつつも、今夜はみんな早く寝てほしい。

「まずいよ、戻ろ戻ろ」

「裾踏まないで……！」

「押すな押すな！」

　全員、僕に声をかけられたことに驚きながらも、わたわたと去っていく。

　何とも間抜けな空気が流れた。

「ほらね？」

「わ、わかった……おやすみなさい」

　カガミさんも、顔を赤らめながら去っていく。

　しかし一番最初に来たのがカガミで良かった。この子が納得してくれたおかげで、後から来た人にも納得感を与えられただろう。

「めぇ」

「起こしてごめんな。寝ましょうか」

　僕はエーデルの頭を撫でながら、今宵も世界一のベッドで寝るという快楽を享受することにした。




　以前、クラスとスキルについて解説したが、まだ説明していなかったこともある。

　それは、クラスとはどのようにその身に宿るか、ということだ。

　そもそも本来、クラスやスキルとは魔力を簡単に扱えるようにするための仕組みだ。過酷な修行がなくともその身に宿る魔力を剣技や魔法、あるいは錬金術として放つことができる。

　だが別に、クラスやスキルがなくとも魔力は人間の体に宿っているし、もっと言えば剣技や錬金術だってそのクラスを持っていなければ扱えない……というものでもない。剣技なんかは当然剣をトレーニングしていれば身につくし、魔法や錬金術は呪文の詠唱や入念な準備が必要になるが、それが本来のやり方だ。

　スキルだけはそうした準備が省略されて、すぐに結果に辿り着くことができる。剣技や体術であれば、本人の体調やメンタルに拘わらず完璧な一撃を放つことができる。

　逆に言えば、魔術にしろ、剣技にしろ、あるいは錬金術にしろ、基本的にはこの世界の人間が可能な技でしかない。錬金術も非常に便利に見えるが、「これは実現できる」という認識があって初めて成立する。

　前置きが長くなったが、僕の使うスキル【錬金術師：錬金】も、クラスやスキルという恩恵がなくったって何とかなる。そして仕組みを理解して実践を積み重ねれば何が起きるのか。

　クラスがその人の身に発現し、スキルを使用可能にするのだ。

「……というわけで、簡単な蒸留の仕組みからお勉強しましょうか」

　本日の行動は三班に分けた。

　まずは偵察班。と言っても、ツルギくんとカガミさんの二人だけだ。年は若いが身のこなしが素早く、感覚も鋭い。周辺の様子を探ってもらうことにした。

　もう一班はキャンプ残留組。その中で更に、テントの補強など住宅環境の改善をする大工グループと、壺や食器などを作る焼き物グループ、体力の乏しい子供や高齢の者などの休憩グループに分かれる。ここの取り纏めは船長代理のエリックさんに任せた。

　そして僕はというと、キャンプ地から離れて、開拓団員たち二十人ばかりを引き連れて砂浜に来ていた。名づけるならば給水班と言ったところだろうか。

「スキルで水を作るんじゃないのですか？　てっきり、荷運びを手伝うものかと……」

　一人の女性が前に進み出て質問した。

　粗末な貫頭衣を着た長髪の女性だ。他の奴隷よりもちょっと年上で、三十前後といったところだろうか。

　しかしちょっと聞き覚えのある声だな。たぶん、昨日の晩に覗き見してた中にいた人だ。

「スキルは使いますが、手順は覚えていただきます。最初は僕が担当しますが、いずれは皆さんにやってもらいたいので」

「で、できるの……？」

「もちろん。まあ海水を沸かして真水を取り出すという方法なのでちょっと効率が悪いのですが、やる価値はあります。クラス【錬金術師】を覚えるための修行の初歩ですから。もし誰か一人でも習得できれば安定して水を得ることができます」

　その言葉に、全員が驚愕した。

　水が安定的に手に入る、ということではない。

　クラスを習得できることに対してだ。

「い、いいの……？」

「いろいろとまずいんじゃないか……？」

「な、なあ……？」

　クラスというのは非常に便利なものだ。

　スキルを発動させ、一足飛びに結果を得ることができる。

　だがそれゆえに警戒される。

　技術を鍛錬したかどうかだけではなく、血筋によっても左右される。僕のクラス【テイマー】も先天的に習得していたものだ。

　王族や貴族というものはクラスやスキルに恵まれていることが多い。そして平民がクラスやスキルを持つことは、立身出世や栄達を得るために必要な一方で、貴族にとっての「出る杭」ともなりかねない。

　ましてや奴隷が何かしらのスキルを習得することは反逆の機会を生むことにも繋がる。麦をうまく生育できるとか、荷運びが楽になるとか、軽作業に適したクラスやスキルであれば目こぼしもされるが、【錬金術師】のような特殊技能となると、興味関心を示すこと自体が秩序を乱すと見なされることもある。

「そんなこたぁ偉そうにしてる人の勝手な言い分ですよ。ばーかばーかと舌を出していいんです」

　驚いていた団員を、僕は更に驚かせた。

　彼らにそんな卑屈が残っているのであれば、どんどん払拭していかなければならない。奴隷根性は捨ててもらうのが僕の開拓団リーダーとしてのスタンスだ。

「そもそもここは開拓地ですよ？　王様もいない。僕らを買い取る予定だったご主人さまもいない。船長は海に沈んで藻屑と消えました。もはや奴隷でもどの国の民でもない僕らが、いったい誰に、何を遠慮するというんですか？　それをして何かいいことあるんですか？」

「だ、だって、あなた、リーダー……なのよね？　私たちのご主人様ってこと、でしょ？」

「リーダーではありますが主人ではありません。今から作る水も、僕のものではなく全員のものです。誰かの独占は許しません。皆が豊かになったら税金を取り立てて水作りや塩作りをする人の給料にすることもあるでしょうが、基本的に水はタダとします。塩も極力安くしたいところですね。値段の吊り上げなどが起きないよう取り計らいます」

　団員たちは、驚きを通り越してあっけに取られていた。

　飲める水を手に入れるには、金や労力がかかるものだ。

　たとえ水が潤沢に手に入る場所であっても貯水する場所は必要になるし、水利権は常に争いの元となる。水が少ない地域では桶おけ一杯やコップ一杯の水にだって金が掛かる。そして国や王はそこに税金をかけるものだ。タダという言葉は、凄いとか嬉しいとかを通り越して、団員たちに気味の悪ささえ与えたようだった。

「あなたさまは、いったい何がしたいの……？」

「何がしたいか、ですか」

　言われてみれば確かに疑問だろう。僕自身、改めて言葉にすることもあまりなかったので話すのが少々恥ずかしい。

「まずはキャンプ地を村にします。生活基盤を整え、魔獣を防ぐ垣根や壁を作り、共同体としての規模を大きくしましょう。村と呼べるレベルになったら、町を目指しましょうか。食べて、寝て、身を守ること以外にも手を伸ばしましょう」

「町を目指す……」

　女性が、僕の言葉をそのまま返した。

「あなたは何かやりたいことはありますか？」

「やりたいことが……できるかどうかわからないわ。もう奴隷になっちゃったし……」

「じゃあ、奴隷になる前は？」

　女性は、おっかなびっくりしながら視線を僕にちらちらと返す。

　どう話せば良いのか迷ったのかしばらく沈黙していたが、やがて意を決して口を開いた。

「わ、私、売られたんです」

「おや、奇遇ですね。僕もです」

　女性がくすりと笑った。

　少しばかり緊張がほぐれたのか、次第に饒じょう舌ぜつになっていく。

「私、昔は機はた織おり職人で、服も作ってて……。自慢になるけど、そこらの村よりもいい腕してるって言われて……贔屓してくれる旅商人も結構いました。でもそれが夫には面白くなくて、浮気してるって噂を広められたんです。誰も庇かばってくれなくて、浮気なんてしたことないのにいろんな人と密通したって言われて売り払われて……ほんと、馬鹿みたいな話ですよね。……ああ、思い返したら本当、嫌なことばっかり」

　くすりとした笑いが、泣き笑いとなる。

　周囲の団員たちも、静かに彼女の話に耳を傾けている。

「奴隷になったのは悲しかったけど、あの人と離れられたことは良かったです」

「悪い縁を切るのも一つの幸福ですね。嫌なやつの顔は忘れましょう」

　僕の言葉に、全員がどっと笑った。

「それともう一つ、いいことがあったんです」

「いいこと？」

「この世で一番綺麗な生地を見ました。私が扱ってたのは木綿ばっかりで羊の毛なんて扱ったことはなかったけど、あんなに綺き麗れいなんですね……」

「流石にこれは特別ですけどね。なぁ、エーデル」

「めぇ！」

　舐めちゃいかんぜよお嬢さん、とばかりにエーデルが自信満々に鳴いた。

　エーデルの生産力と僕の錬金術を合わせたら羊毛の相場が崩壊するので今までは自分のためだけに作っていたが、外部からシャットアウトされたこの島ならばいくらでも本気を出せる。

「やりたいこと、あるんです。糸を分けてもらいたくて……」

「生地を作りたいんですか？」

「はい。あなたさまみたいに凄いものはできませんけど、でもやっぱり、子供の頃からずっとやってきた仕事だから……」

「生地を作ったら、何ができますか？」

「服を作れます。【織り手】と【染め職人】を持っています」

「えっ、すご」

　生産系のクラスやスキルは世の中を見れば結構いるので国レベルではそこまで重用されてはいないが、こうした無人島においては非常に有用だ。しかもダブルクラスとはありがたい。

　ちなみに【織り手】とは糸を織って生地を作るスキルだ。つまり彼女は羊毛からウールの生地が作れるということになる。僕も生地を作るくらいはできるし錬金と合わせて様々な形質を作ることはできるが、糸から服という最終形を目指すのであればおそらく彼女には敵わないだろう。汎用的で応用の利くスキルは、一点特化のスキルに敵わないことが多い。

　また【染め職人】は服や生地に色を染める職人のクラスだ。ただそれだけと思うかもしれないが、染め物がなければ人間は彩りのある服を着ることはできない。服や布に色がない生活というのは想像以上に不便だ。まあエーデルの羊毛であれば使い捨てのように生地を作ることも不可能ではないが、流石に魔力を消費するものをいつまでも増産し続けるわけにもいかない。魔獣が襲いかかってきたとか天災が来たとか、僕が魔力を余剰として蓄えておかなければいけない事態はきっとあるはずだ。

　まあ、つまり、僕にとって素敵な人材を見つけたという訳だ。

「僕は生地そのものはできても、服にはちょっと疎いんですよね。仕事は今後バリバリ出てきますよ」

「本当ですか!?」

「僕は糸から生地を作ることはできますが、流石にそこまでやっちゃうの疲れるんですよね。スキルを使う体力や魔力は節約して、他のことに備えたいんです。あなたには……あ、そういえばお名前は？」

「あ、えっと、カヤ村のラーベです」

「おや、違いますね」

「え、違う？」

　ラーベさんが困惑している。

　僕はあえて声を張りあげて、全員に聞こえるように伝えた。

「今は告死島開拓団のラーベさんですよ。村人でも奴隷でもなく、我々の仲間です。他の人々も同じことです。開拓団員の皆さん、良いですか？」

　僕は今、少々ずるいテクニックを使った。

　今の彼らは自分の所属はどこなのか、自分が何者なのかというアイデンティティーが大きく揺らいでいる。

　僕はそこに名前を与えた。あなたたちは告死島開拓団の一員ですよ、と。

　自分が何者なのか、誰かから何かを言われずに悟る者は少ない。いや、ほとんどいない。だから、そこに人々が縋りつくのはわかりきっている。

　だがこうでもしないと絶望した奴隷たちが自分の足で立ち上がって歩き出すのは難しい。ずるさに自己嫌悪するのは後回しだ。全ては物事がうまくいってから味わうべき贅沢である。上手く行けばそのうちずるさに気づいて民主化デモとか起きるかもしれないが、それはそれで面白い。

　ああ、いや、後ろめたさを感じる一番の原因は、言葉巧みに彼らを操って働かせるのがちょっと楽しいからでもある。一から物や組織を作る楽しさは存分に分けるので許してほしい。

「ではまず、塩と水を作ります。自分たちの命は自分たちで繋ぐことから始めましょう。どこかの王様やどこかのご主人さま、どこかのクソ旦那みたいな、いけ好かないやつから施しを受ける生活はもう終わりました。さあ、立ってください。仕事の時間ですよ！」

　僕は声を張りあげた。

　彼らの表情にはやる気が満ちている。

　こうして、仕事が始まった。




　船から持ち出した大きな鍋に海水を入れ、魔法を使って沸騰させる。

　その鍋の上に、急ごしらえで作った焼き物のフタを置いている。そこで立ち上る水蒸気が冷やされ、水滴となって中央に集まり、真水がこぼれ落ちる。そこをコップなどの器で受け取る……という仕組みだ。構造としては古いタイプの蒸し器に近いと言えば分かるだろうか。蒸し器の中でぽたぽた垂れてくる水滴を一箇所に集めるようにしただけである。

「結構大変ね……川を探して汲むんじゃダメなの？」

　ラーベさんが鍋を眺め、汗をぬぐいながら呟いた。

　その通りですねと僕はうなずき、説明を始めた。

「川は、島の緑が豊富なことから考えて確実にあるでしょう。しかしそういう場所には強い魔獣が生息しているものですし、川の水を汲めても綺麗にして飲用にするという手間がかかります。なので塩と一緒に手に入れようと思います」

　にしたって、海水を蒸留する手法として効率が悪いのも事実だ。もっと効率的な方法は幾らでもある。

　だが、一番直感的にわかりやすいというメリットもある。海水を水と塩に分離するということはいったいどういうことなのか一目で分かる。学習効果が高い。

「いいですか。海水を蒸発させれば水と塩に分離されるわけです。水というものは個体の氷、液体の水、気体の水蒸気の三種類の形状があるわけですが、水に溶け込んでいるものは水と同じ温度で気体になるわけではないんです。水を一度気体にして水の中に溶け込んだものを分離させることを蒸留と呼びます」

　物質の三態は、錬金術の基礎だ。ついでに理科の基礎だ。

　ていうか錬金術って化学とあまり変わらない。このあたりの基礎教養を持っている僕のような転生者は、錬金術師クラスに最初から向いている。ちょっとしたチートである。

　だがそうした基礎教養がない人や、学校教育のない環境の人が錬金術やそれなりに知識を要するスキルを発現させることはごく稀である。錬金術師のアトリエや工房に下働きを始めて、門前の小僧よろしく錬金術師が何をやっているのか目と耳で盗むことのできる一種の天才でなければ、ほぼありえない。

「錬金術は理論を学び、地道な手順を繰り返して、結果として身につけるものです。興味のある方がいれば後でもっと詳しく教えます」

　とは言ったが、皆、あまり興味はなさそうだ。

　年かさの人たちはこれを続ける苦労を想像してちょっとうんざりしている。無邪気に眺めているのは十代の少年や少女くらいのものだ。ま、いいさ。興味を持つ人が一人二人いるだけでも十分な成果だ。

「とりあえず、ある程度必要量は確保しちゃいますか……【錬金術師：分離】」

　僕はスキルを発動させた。

　今、実験している鍋とは別の、海水を溜め込んだ樽に向かって発動させる。

　そして不純物……というか塩や微生物などを分離させて純粋な水だけを取り出し、別の空き樽へと突っ込む。

「おお……」

「すげえ……」

　皆、僕のスキルを見て驚愕してる。

　まあ尊敬の目で見てもらえるのは嬉しいんだが、これはこれでちょっと問題がある。

「あ、これ、そのまま飲まないでくださいね。塩分はありませんが腹を下しますので」

「腹を下す？　汚れてるようには見えへんのですが……」

　とある少女が質問をした。

　青い髪の毛はぼさぼさで目が半分隠れており、手も足も痩せている。

　だが血色が悪いというわけではない。

　何ていうか運動不足タイプのスレンダーって感じだ。

「普段僕らが飲んでいる水は、多少の不純物があるんですよ。目には見えないごくごく微量というレベルでの話にはなりますが。そうした不純物がまったくない水は胃や腸の栄養素さえも洗い流してしまうんだとか」

「なるほど……高位の精霊や天使の放つオーラに生物がダメージを負うのとおんなじやね」

「ん、んん……似てるような違うような……」

「ああ、でも確かに神聖な気配も邪悪な気配もないんか……違うか……。じゃあ、ただ単に、綺麗すぎる水がそういう性質だってことですか？」

　良い質問ですね。

　この子、飲み込みが早いぞ。

「ですね。不純物が一切ない純粋な物質は、不純物が含まれたごく普通の物質とは異なる性質を持つ、というわけです」

「そういえば古代のドワーフが、純粋な鉄や純粋な金を作り出そうとしてたって話を聞いたことがありますわ。ただの成金趣味かと思うとりましたけど、ちゃんと理由があったんですなぁ」

「へぇ、そんなことが」

　あれ、なんかレベルが高い話になってきたぞ？

「……つかぬことをお伺いしますが、お名前は？　あとできればここに来る前のお仕事なども」

「ああっ、えろうすんません、あては星ほし見み教きょう団だんの巫み女こをしとりましたフォルティエと申しやす。あてのお祖父様が何だか次の教皇選挙に負けちゃったとかで一族もろとも離り散さんして、奴隷になっちゃいました」

「ほあっ!?」

　マジか、何だそれ、と言いそうになった。それくらい驚いた。

　星見教団とはその名の通り、星を見て占いをする宗教団体だ。

　だが宗教団体と言っても、実態としては気象庁、あるいはそれに類する独立行政法人に近い。この世界におけるクラス【占せん星せい術じゅつ師し】が扱う占星術、つまり星占いとは、極めて実用的なスキルなのだから。

　教団幹部ともなれば一週間以内の天気はほぼ百パーセント当たる。また天候予測ほどの精度はないが、天てん寿じゅや病死など、他人の手が介在する殺人でない死なども占うことができるらしい。一か月や一年といった長期スパンになるとそれこそ「占い」を超えるものではないが、決して軽視して良い存在ではない。

　そのため、どの国も教団から占星術師の派遣を要請しており、小国でも最低一人、中規模の国家であれば十人近くが在籍している。大国ともなれば、占星術師の上級者である「巫女」などが常駐して王に助言している。僕もローレンディアにいた頃には、ウチに派遣されていた占星術師とよく話をしていた。色んな国を見てきたので知識が豊富で、会話していて楽しいのだ。

　そんな訳で、星見教団はこの大陸において大きな権勢を誇っている。教団の本拠地は本部の建物があるだけで広大な土地から税を取り立てているということもないが、各国が教団を支援しているので財政的に困るという話はまったく聞いたことがない。軍事的にもまったく問題がない。星見教団を攻撃するような国があれば他の国がこれまでの利害を捨てて連携して攻撃してくるだろう。そうした独立した地位を確保しているのが星見教団である。

　そんな組織がどうして〝巫女〟を手放すのだろうか。

「何で？」

「いやぁ、詳しいことはようわからんのですけど……。何だか開拓団も星見ができる人を探してたらしくて、相当大金を積んだそうです。で、あてに白しら羽はの矢が立って。あても派遣先が見つからなくて暇してたんですわ」

「……派遣先が見つからない？　どの国も人手不足だとは思いますが」

　しかもこの子、少々言葉遣いが変だ。大陸の西の方の方言をしているようで、ところどころ東側の方言や、別の地域の方言が微妙に混ざっている。色んな国で仕事をしている占星術師にありがちな言葉遣いで、しっかりとその土地その土地で仕事をしている腕利きである証拠だ。持て余されるような人材とは考えにくい。

「と、思うんですけどねぇ。でもなんか良さそうな派遣先は誰かに取られちゃいましたし。無駄飯ぐらいも悪いんで困っちまいまして。だからまあ、奴隷でもいいかなって」

　何となくわかった。僕と似たようなケースだ。

　星見教団は基本的に実力主義社会だ。占いや予報を当てられるという占星術師としての強さがなければ、血統に優れていようが権力を握っていようが、いずれは実力ある者に取って代わられる。

　そんな教団の社会において、追い出した派閥に属していた者が、復ふく讐しゅう心しんを燃やして実力を発揮し続けることもありえる。

　また星見教団での暗殺は、僕が知らない範囲ではあるのかもしれないが、表向きは厳に禁じられている。

　占星術師の能力は貴重であると同時に、王、貴族、平民すべてに恩恵を与える。教団員の暗殺は普通の殺人よりも遥かに重い罪だ。たとえ相手が同じ教団の占星術師であっても。

　となると、敗北した政敵へのペナルティは「追放」がもっとも無難な良い落としどころなのだろう。開拓地の奴隷ともなれば、たとえ目覚ましい活躍を見せたとしても容易に教団本部に戻ることもできない。

「ええと、フォルティエさん、錬金術に興味がある？　それとも星見教団の巫女として占星術を続けたい感じですか？」

「まあ、この島の範囲くらいの天気なら片手間でも読めますんでぇ。こういうのやりながら塩作りとかも問題ないと思いますわ」

「温度とか湿度とか測れます？」

「占星術師クラスのスキルにそういうのありますんでぇ。ちびっと得意ですわ。【占星術師：天候計測】」

　フォルティエが腕をまっすぐ上に伸ばし、人差し指を天に向ける。

　今までぬぼーっとしていたフォルティエの表情が、静せい謐ひつで神秘的なものになる。

　スキルによって現れた、彼女だけが見える情報に集中しているのだ。

　占星術師スキルを極めた者は、こうした一種のトランス状態に陥る。腕が良い証拠だ。

「現在の天気、曇り。温度二三度、湿度八五パーセント。気圧九八六ヘクトパスカル。現在は小康状態ですが島の西側の大規模な低気圧が発達しながらこの島に近づいており、十二時間以内に前線が島の反対側の浜に接することとなるでしょう。天気の急変が予想されます。雨戸を閉め、屋内への避難を推奨します。水路の様子を見に行くなどもお控えください」

　全員がぽかんとした顔でフォルティエの声を聞いている。

　先ほどまで妙になまっていたはずの声も、妙に無機質な丁寧語となった。

　何かこう、占星術師の言葉って既視感があるんだよな。なぜか単位も地球と同じだし。

　だがそんな懐かしさに浸っている場合ではない。

　彼女の言葉を正確に理解できたのは僕だけだ。

「てっしゅー！　急いで村に戻りますよ！　ハリーハリー！」

　皆が僕の言葉に困惑した。従おうとする者もいれば、きょろきょろと左右を見てどうすれば良いか分かっていない者もいる。

「手持ち無沙汰な人は全員、荷物持ちです！　キャンプ地に帰りますよ！　嵐が来ます！」

　その言葉に、ようやく全員が僕の危機感を理解した。

　テント暮らしの僕らが何の対策もなく嵐に襲われたら、凄まじいことになると。




「船長代理、そちらはどうでした？」

　キャンプ地に戻ると、そこに残っていた人々は当然何事も知らずに穏やかに過ごしていた。

「そろそろ船長代理って呼ぶのやめてくれよ。小さい壺や皿なら焼き上がったぜ」

　エリックさんが嬉しそうに成果物を見せてくれた。

　素朴な素焼きの土器だ。

　ここに残した人たちには、焼き物づくりを頼んでいた。最初は錬金術で焼き物に適した土を作ろうと思っていたが、森の近くの土はうまいこと粘土質になっておりそのまま作れそうだったからだ。奴隷の中に焼き物づくりを生業としていた者が十人以上いたために僕があれこれ指導する必要もなく丸投げできた。ここは非常にラッキーだった。だがその作業も早めに終わらせてもらわないと無駄になってしまう。

「すみませんエリックさん……って、いや、それどころじゃありません。嵐が来ます」

「何だって!?　どうするんだよ！　逃げるのか!?」

「そうですね……」

　テントは、多少の雨風には耐えられる。

　だがそれを支える支柱は少しだけ穴をほって立てただけの木だ。また、足元もただ布を引いただけ。テントそのものに穴が開く心配はあまりないが、倒壊や浸水に対してはどうしようもない。この状態で漫然と嵐を迎えるという訳にはいかない。

「フォルティエさん！　来てください！」

「へぇ……ふう……お呼びですか？」

　フォルティエがのっそりのっそり歩いてきた。

　妙に疲れている様子だ。

「あー……フォルティエさん、言い忘れて申し訳ないんですがあなたは荷物持ちしなくていいですよ。体力は温存してて下さい」

　彼女は大鍋を運ぶのを手伝っていたのだろう。まさか普通に手伝いするとは思わなかった。手持ち無沙汰な人は荷物持ち、と乱暴に命令してしまったのは良くなかったな。

「す、すんまへん……で、何か御用で？」

「嵐が来たとしてここはどうなります？　流されますか？」

「地図もないんで最終的には「知らんけど」って話にはなるんですが、それでも良ければ」

「いいです。ざっくりした話で構いません」

「山や森からは遠いんで地すべりに巻き込まれるとかはまずないんちゃうかなと。このへんは真っ平らですし、地面そのものが削られることなどもたぶんないです。ただそのかわり、予想を超える大雨が来てこのへん一帯全部が水没する……ってのはあるかもしれまへん」

「なるほど……」

　この子、お天気リポーターの才能がありそうだ。嵐が来たら吹っ飛ばされそうな細い体ではあるが。

「ツルギくんとカガミさんは戻っていますか？　黒髪の兄妹なんですが」

「いるぞ」

「いるわよ」

　僕が呼びかけると、二人はすぐに現れた。

「周囲に避難できそうなところはありますか？　ここよりも地盤がしっかりしていて、大雨や大水が来ても大丈夫そうなところなど」

「うーん……山の方は魔獣の気配があるぞ。他の方角はここから隠れてるから見えないけど、土地が低くなってて湿地になってるから、嵐が来たらここよりも危ないと思う」

「留まる方が賢明ですね」

　だいたい僕の中で方針は決まった。

　必要なものを頭の中で計算する。

「エーデル。とにかく毛を出してくれますか？」

「めぇ」

「それとラーベさん！」

　ラーベさんが名前を呼ばれ、おっかなびっくりしながら前に出てきた。

「えっ、えっと、何か……？」

「【織り手】だと言ってましたよね。これから作る糸を生地にして、袋状に縫い合わせて欲しいんです。可能ですか？」

「織り機がないからスキルの効果は半分も出ないし、あなたほどうまくできないと思うけど……」

「錬金では機織りスキルほど効率は良くないんです。それに、これから作りたいのは袋なんです。紐で縛って口を閉じる感じの。小麦とかを保管しておくようなやつです」

「袋？　まあ、そのくらいでしたら全然問題ないですけど……」

　ラーベさんが曖昧にうなずいた。

「じゃあ、生地をじゃんじゃん作るので作ってください。土ど嚢のうを作ります」

「ドノウ？」

「時間がありません。作りながら説明します。さあ行きますよ！」

　僕が声を張りあげ、防災対策が始まった。




　素晴らしい出来映えだ。

　今まで地面に敷いていただけの布は、浸水がないようにすべて綺麗に縫い合わせた。

　そして周囲を土嚢で囲い、大雨で水が溢れ出してきても多少は持ちこたえられる。土嚢の袋はラーベさん、そして同じく機織りスキルや裁縫スキルを持った人にとにかく働いて作ってもらった。そして残った人間は土嚢の袋詰だ。ひたすら土を掘ってもらい、テント全周に土の詰め込まれた土嚢を配置した。一メートルくらいの生け垣にはなっただろうか。

　他にも、頑がん健けんな糸を作ってテントを張るロープや支柱にしている木材そのものを補強するなどして、見た目はともかく相当な耐久性を得られたはずだ。

　日は沈みつつあり、雨が降り始め、風も吹いている。

　夜になれば本格的な嵐になるだろう。

　もはや準備段階としてやるべきことはすべてやった。後は祈りながら待つだけだ。

「も、もう……休んでいいかしら……」

　申し訳ないことに、ラーベさんはげっそりしていた。呼びかけるとラーベさん以外にも【織り手】などの生産クラス持ちがいて手伝ってもらったが、それでも疲ひ労ろう困こん憊ぱいといった様子だった。

「す、すみません。本当に助かりました。あとは僕に任せて休んでてください。食料も届けます」

「でも…‥‥役立てて楽しかったわ。こんな大騒ぎは何度も来てほしくないけど……」

　ラーベさんは、全身から疲労困憊のオーラを放ちながらも、ふふっと微笑みを浮かべた。

「作っていただいた土嚢、しばらく再利用はできるでしょう。ひとまずこの嵐を耐え凌ぐことができれば嵐が来てもここまで働き詰めにはならないと思います。ありがとうございました」

　そしてラーベさんをテント内に作った休憩ブースへと案内した。

　そこにはエーデルの毛で作った専用のベッドがある。

　ふかふか具合を楽しんでください。

「おめえも休めよ。昨日から働き詰めだろう」

「あ、船長代理」

　テントの中を歩いてると、エリックさんに呼び止められた。

「だから名前で呼べよ。ともかく、元船員の連中なら嵐が来てる時でも対処は何となくやるべきことも分かる。任せて休んだらどうだ？」

「……うーん、しかし」

　実はスキルを使い続けて、休まないと何もできそうにない。休め、という言葉は至極もっともであった。

　ただ、寝てしまうのも怖い。予想を超える大嵐だった時に、全部捨ててどこかへ逃げるという判断を下さなければならない可能性だってある。

「しゃーねえな。おめえら！　リーダーをふん縛れ！」

　船長代理は、突然指を鳴らした。

　ビビるくらい音がでかい。練習したんだろうな。

　いや、そうではない。船長代理はなにをしようとしている？　まさか反乱？　このタイミングで？

「どーせこんなのじゃお前を捕らえておけねえなんて分かってんだよ。お前がスキルを使えるならな。けど今は魔力も体力もすっからかんだろ？　そんな状態であーでもねえ、こーでもねえと動かれちゃ部下が落ち着かねえんだよ」

「うっ……それはそうですが」

　僕はあっという間に簀す巻まきにされた。

　そして、えっさ、ほいさ、えっさ、ほいさと運ばれていく。場所は僕専用の寝室だ。

　エーデルは先に寝ており、起きる様子がない。船長代理たちには、エーデルが野生的な本能で悟ってしまうような敵意を持っていないということでもある。

「伽はいるか？　選り取り見取りだぜ」

「そういうのいいです」

　うら若き少年に何を提案してるんだこいつは、と思ったが、この世界ではさほど不思議ではない。子持ちの十五歳だってあまり珍しくはない。でもそれはそれとしてダメです。

「つまんねえな。……つーか、ナンパとかありなのか、ここ？」

「まだだめです。食料や生活物資に余裕ができたら、ですね。しばらく我慢してください」

　開拓民同士の自由恋愛は許可したいところだが、衣食住が安定してるとは言えない状況で妊婦が現れてしまうのは流石に困る。というか男性視点では楽しくメイクラブしているつもりであっても、客観的には狭い環境を利用して権力や食料、安全で釣って女性の身柄をどうこうするという一種の暴力ともなりかねない。

　しかし船長代理も渋めのイケメンだしモテそうだな。

「こういうトラブル明けは燃えるんだがなぁ。楽しいぞ。リーダーならみんな見逃すと思うぜ」

「っていうのを隠れ蓑みのにするつもりでしょ。ダメです」

「ちっ、残念だ」

　エリックさんは肩をすくめるが、言うほど残念そうでもない。気を使ってくれたのだろう。

　日は浅いが彼はそれなりに他の船員からの信頼もある。不思議なものだ。

「エリックさん、あんまり、こう……野心みたいなのってないですよね」

「そうか？」

　エリックさんは不思議そうに聞き返したが、そうでもないと思い直したようだ。彼は顎に手を当てながら話を始めた。

「……いや、確かにそういうところはあるな。正直言うとな、あの船長……ダブラの野郎を一度でいいから殴ってやりてえと思ってたんだよ」

「あー……」

「俺だけじゃねえ。他の仲間だって似たようなもんだ。確かにあいつは船長としての腕はあったし、船員としてはそんなに不満はねえ。だが奴隷を扱う主人としては最悪だった。人を物としか見ねえし、人が窮地に陥ったら容赦なく踏みにじるってタイプだ」

　ダブラも想像以上に恨まれてたんだな。しかしレーア族とバルディエ銃士団もあの船長に煮え湯を飲まされたようだったし。

　そしてエリックさんは彼の悪行をひとしきり語った。具体的なところは割かつ愛あいするが、ドン引きだった。確かに恨まれるのも仕方がない。

　が、エリックさんは苦々しい表情でダブラの悪行を話し終えたところで顔をパッと明るくさせた。

「それに、あいつが消えちまえば奴隷契約も借金もチャラだからな」

「借金があったんですね」

「もともと、俺は交易船の船乗りだったんだが嵐で船が転覆したんだよ。その時通りがかったあの野郎の船に助けてもらったんだが、馬鹿みてえな報酬を要求されたんだわ。しゃーねえから身売りしたってわけよ」

「そうですか。嵐に……」

「星見教団の教徒もいたんだが予報が外れちまってな……。それ以来このザマよ」

「嵐を予見できなかった、と」

　それは、その、非常にアレだな。

　憶測でしかないが、ハメられたんじゃないだろうか。

「ん？　どうした？」

　船長代理が、僕の様子を気にして尋ねた。

「クラーケンは高波や嵐を呼び寄せる能力があるのを思い出して……」

「何だって？」

「船に近づくほどの嵐を教団の人が予見できなかったとなると、魔術的に呼び寄せた嵐の可能性もあるんじゃないかな、と」

　気まずい沈黙が流れた。

　そして船長代理の顔が万まん華げ鏡きょうのように変化した。

　最初は訝しげな顔。そして、事態を飲み込んで憤怒の顔へと変わる。

　だが船長ダブラがそのクラーケンともども敗北して海の藻屑へと消えたことを思い出して、にっかりと笑った。

「何だよそりゃ！　がはは！　悪行ってのは長続きしねえもんだな！」

「あくまで憶測ですよ。証拠は何もありません」

「いや、それだといろいろと辻つじ褄つまが合うんだよ。思えば沈没した船の荷はあいつの商売敵に納入するもんだった。救出された後の段取りもやたらと早かった。くそっ、ハメやがったな……ま、人の船を沈めたやつが沈められる番になったんだから因果応報だが」

　やれやれとエリックさんが肩をすくめる。

　何とも数奇な運命を辿ってる人だな、人のことは言えないが。

「何というか、ご愁傷様です」

「いいさ。現状はそんなに不満でもねえよ。あいつの船で働き続けて奴隷の年季明けを目指すよりはこの島で何とか生き延びて脱出する方が時間はみじけえだろうし、こっちの方が楽しい」

「さて、どうでしょうね。僕が彼より人使いが荒いってこともありますよ」

「嘘つけよ」

　エリックさんがにやっと笑い、僕もつられて笑った。

　何となく空気が弛し緩かんしたあたりで、僕は話を戻す。

「嵐が過ぎ去って食料の余裕ができたら恋愛は許可しますよ。この分だと肉を手に入れるのもそんなに遅くはならなさそうですし」

「……うん？　何か狩り場でも見つけたのか」

「ま、楽しみにしててください。美女と一緒に向こうからやってきますよ」

　僕の言葉にエリックさんは首をひねるが、しばし後に「ああ」と納得の表情を浮かべた。

「そういうことか」

「そういうことです」

　冗談を交わしているうちに、睡魔がやってきた。

　嵐のもたらす恐ろしげな風の音も雨の匂いも、ゆりかごのように心を揺らし、僕に眠りをもたらす。

　こうして慌ただしい一日が終わりを迎えようとしていた。










アルゼス王子の決意




　ガレアード聖王国。

　恐ろしき魔獣を使役するローレンディア王国に敗北し、従属を強いられた国だ。

　ガレアードと似たような属国は少なくない。ローレンディア国王カーネージは版図の拡大を推し進める一方で、土地の一方的な接収をせず、管理そのものはもともとの国にそのまま任せることも多かった。

　それは決して温情などではない。

　純粋に、内政を重視していないからだ。徒いたずらに管理するべき土地を増やしても内乱を誘発するだけであるとわかっていた。

　もちろん土地を増やさなければ、功績を上げた家臣や王子に配るべきものがなくなってしまう。そこでローレンディア王国は、ガレアード聖王国のような属国に「周辺の野蛮な国々から属国を守る」という名目で、過大な防衛費を取り立てた。

　当然、取り立てられる側……ガレアード聖王国などの属国はたまったものではないが、不満を持つ者はそれ以外にもいた。

　それは、ローレンディア王国の文官や外交官たちであった。

「期限までに防衛費を納められないのであれば、再侵攻も辞さぬというお心です」

　その言葉の強さとは裏腹に、ローレンディアの外交官キルシュは青ざめていた。

　この三十絡みの優男は、王の要求がいったい何を意味するのかよく理解しているからだ。

「……タクトが追放され、歯止めが効かなくなったか」

　ここはガレアード聖王国の王宮の一室だ。

　アルゼス王子はローレンディアの外交官の話を聞き、呻うめくように言葉を漏らした。

「属国だからといってあまりにも無体な要求はできぬと進言した者はおりました、が……」

「降ろされたか」

「はい」

　キルシュが、絞り出すようにうなずいた。

「……わかってはいた。カーネージ王はガレアードを……いや、属国どころか己の土地を治め、平らかにするつもりなどはないと。そしてキルシュ殿は、この俺が王の命に唯々諾々とうなずくわけにはいかぬことも承知であろう」

　猛たけ々だけしい風貌のアルゼスの口から絞り出される苦く悶もんの声は、怒りに震える獅子のように恐ろしい。漆黒の髪は怒ど髪はつ天てんを衝き、黄金の瞳からは覇気が迸る。

　そのアルゼスの肩に、たおやかな手がそっと添えられた。

「だめよあなた。外交官を怖がらせても何にもならないわ」

　その手の主はアルゼスの妻であり、タクトの姉、リーネであった。

　高貴でありながら見る者を安心させる穏やかな顔つき。編み込んだ金色の髪は細くしなやかで、可憐な花のような佇まいをしている。

　そのリーネは今、アルゼスに寄り添うようにつらい表情を浮かべていた。

　タクトを送り出した時の茶目っ気は、まるでない。

「リーネ、すまない。ここまで来たら、事を起こすしかあるまい」

「私のことは構わないのよ。ここに嫁いでから、ローレンディアに未練はありません。父もいずれ罰を受けるだろうと思っていました。私はただアルゼスの命が心配なのです」

「心配ないさ。心は決まった。そろそろ鳩は帰ってきたのだろう？」

　その言葉に、リーネはハッとして表情を変えた。

　アルゼスの顔も、苦悶に彩られていながらも口元には小さな笑みを浮かべている。

「ええ。あなたのおっしゃる通り。ではことを進めましょう」

「頼んだ。リーネ」

　外交官キルシュだけが困惑していた。

「キルシュ殿よ。貴方が悲しむのは俺がカーネージ王に殺され、そしてこの地が蹂じゅう躙りんされることを予想してのことだろう。そのために貴方は必死にタクトと共にカーネージ王を押し留めてくれた。感謝する」

「別に、アルゼス様のためというわけではありません。これ以上ローレンディアが強硬に出れば出るほど戦後の統治はうまくいかなくなる。今は良くとも次の代か、次の次の代では滅びさえもある。それを避けたいだけです」

「それはローレンディアの勝利を疑っていないからだ」

「ええ……。カーネージ王、そして第一王子たちはあまりにも強い……」

「良いか。これからは貴方自身の命を心配するべきだ。俺たちには勝算があるのだからな」

「勝算？　よもや……他の属国と友誼を？　いやしかし、力を合わせたところであの王に勝てるかどうか」

「勝てるともさ」

　アルゼスはそう言って、部屋の片隅にある鳥かごを静かに持ち、テーブルの上に置いた。

　鳥かごを開けると、そこには一羽の白い鳩がいる。

　逃げ出さないようにアルゼスは優しい手つきで抱え、その足にある筒のようなものを外す。

　つまりこれは、伝書鳩であった。

　重要な書類を持ち運ぶため、リーネが育て上げた秘蔵の鳩だ。

　リーネは強力な鳥の魔獣を使役している。誰もがその空を飛び頭上から攻撃する強さや移動速度を称賛するが、それはこの「伝書鳩」の強さを隠蔽することにも一役買っていた。

　彼女が鍛え上げた伝書鳩は、決して迷わず、落ちず、そして誰かに察知されることはない。魔法によって出された信号を敏感に察知し、数百キロ、あるいは千キロを超える場所であっても正確無比に辿り着いて、手紙を運ぶ。

「こ、これはもしや……！」

「頼れる義弟だ。この時のために策を練っていてくれたのだからな」

　アルゼスたちは牙を研いでいた。

　表向きはローレンディアに従属し、屈辱に耐え、水面下で様々な陰謀を巡らせ、そして牙を研いでいた。

　タクトもそれに気づき、ある決意をしてした。

　ローレンディアが「戦乱の地を平らかにする」という意志がないままに大陸を支配する悪夢が訪れようとするならば、アルゼスたちを支援しようと。

　そしてタクトがもたらしたものとは彼のスキル【調停者：和睦】を完成させるための、契約書であった。

　アルゼスは、伝書鳩の足に折りたたまれていた契約書を丁寧に開いていく。

　魔法で編み上げられた紙であるためか、相当小さく窮屈におられていたのに、開かれた瞬間に折り目が綺麗さっぱりと消えた。純白で静謐な、大きな紙がその場に現れた。

　アルゼスは紙の一番下の、空白の欄に記名した。アルゼス以外の記名されるべき名はすでに全て記されている。

　アルゼスが最後の調印者であった。

　記名して完成した契約書を、リーネが静かに、そしてはっきりと読み上げた。

「ガレアード聖王国第一王子アルゼス。大燕帝国第一皇子燕えん火か眼がん。ヴェスピオ連合国盟主ゴルドバン、サグメナ公国首相ルイード、魔導王国ヴェラード女王ヴィネシャム。聖なる誓いの羊皮紙に調印したその時、契約の神が大いなる加護を与える。これまで燃やし焚べてきた憎悪と血を贄とし、それに倍する力を与えん。ローレンディアを退けるその日までを契約期間とし、その間の調印者同士の戦闘行為のすべてを禁ずる」

　その瞬間、アルゼスの体から白い光が溢れ出した。










羊と花嫁たち




　嵐は過ぎ去った。

　大雨と風は凄まじいものでテントが何度か傾きかけたが、元船員など体格の良い男たちが中心となって柱を支え、何とかしたようだ。元船員たちはロープの扱いもうまく、緩んだり外れたりすることもなかった。

　僕がぐーすか寝てる間に鉄火場が始まって終わったことは申し訳なく思うが、これはこれで良かったとも言える。僕とエーデルだけが完全に開拓団全員の命運を握っている状況は良くない。彼らは過剰に僕におもねり、自由な発想や行動が失われ、人生の目標を立てることができなくなる。

　ただそれだけならまだしも、〝僕に気に入られること〟以外の物事に無関心になり、刹せつ那な的てきな快楽しか求めなくなってしまうのが最悪の事態だ。結局僕が頑張れば頑張るほど治安が悪くなる恐れもある。

　僕も追放される前は文官や外交官と一緒に仕事をしていたが、王族を恐れるのではなくて自分の意志で仕事をしろと口を酸っぱくして言ってきた。あと、親父殿があまりにも無茶苦茶を言うなら権限や立場を利用してごまかしたっていいし、最悪は他国に亡命したっていいとさえ言ってしまった。

　外交官は親父殿の無茶を何とかするために今も頑張っていることだろう。頑張った結果として殺されていないといいのだが。

　それはともかく、ワーカホリックな日本人的な発想ではあるが、人間には〝自分は自分の足で立って生きている〟という実感が必要なのだと思う。

　そして〝嵐を防ぎきった〟という実感は、開拓団員たちに希望をもたらした。

　今までは僕が水作りや塩作りを命じてもおっかなびっくりという感じであったが、今では「もっと教えて」「他に仕事はないか」と尋ねてくるくらいだ。ちなみに、もっとも多かった質問は食料確保についてだ。僕は、釣りと狩りを解禁することにした。どうやら浜で取れる海産物は大陸とあまり変わらず、〝見たこともない甲こう殻かく類るいを食べて毒で死ぬ〟ということもなさそうだった。

　そんな風に生活が軌道に乗り始めた頃、客人が訪れた。

「な、何だこれは……？」

「ずっ……ずるくない……？」

　しかも、二グループ同時にだ。

　もちろんここは無人島なので、客人なんて心当たりある人しかいない。

　レーア族とバルディエ銃士団だ。

「「……何でお前がここにいる！」」

　そしてそれぞれのリーダーの、マリアロンドさんとミレットさんがまたも喧嘩を始めそうな気配を醸し出した……が、実行に移されることはなかった。

　理由は一目瞭然だ。明らかに彼女たちは疲弊している。

　マリアロンドさんの優美にウェーブのかかったクリーム色の髪は、まるで荒ぶる獅子のたてがみのごとくぼさぼさだ。豪雨と暴風をもろに浴びて、ろくに手入れする暇もなかったのだろう。風格漂う革鎧も傷つき、あるいは紛失して、見るも無残な有様だ。

　そしてミレットさんも、さらさらとした銀髪がこの世に未練を残した亡霊のごとくゴワゴワである。自慢のマントの裾はぼろぼろで、その下の気品あるワンピースも泥だらけ。マリアロンドさんと同じくらい、ひどい姿をしている。

　彼女らの後ろに控える一族郎党はもっとひどい。女性も多いので、じろじろ見てしまうのは少々忍びない。

「あー、お二人とも、お疲れのご様子ですね」

「むしろあなたたちの方こそ、よくそんな綺麗な状態でいられるわね。スキルでテントを作った……だけでもなさそうだし」

　呆れ気味にミレットさんが答えた。

「いろいろと幸運に恵まれましてね。そちらはいかがでした？」

「ご覧の通り。魔物を倒しながら探索を続けて、拠点になりそうな良い場所を探して……そしたら嵐にあってこのざまよ。向こうも似たようなもんじゃないかしら」

　ミレットさんがなげやりな態度で肩をすくめた。

「で、こちらに休憩に来たというわけですね。怪我人や病人はどれほど？」

「……こっちの方は、病人の心配はありませんの。治癒魔法の腕が良いのがいるもの。ただスキルを使いすぎて消耗が激しくって……雨風を凌いでゆっくり休める場所を貸してくださらないかしら」

「すぐにご用意できるものですね」

　病人や怪我人のための寝具類、そして衣服なども鋭意生産中だ。ラーベさんが機織りスキルとエーデルの羊毛を活用してどんどん作り出している。しかも、彼女の機織りスキルにはとても素晴らしい効果があった。形状だけではなく色を自由に変化させられるのだ。

　実際、僕は下着類とアロハシャツと七分丈のズボンを作ってもらった。他の人のための衣服もぼちぼち増えつつあり、ボロボロのミレットさんたちの前にこの姿で出るのはちょっと罪悪感がある。

　だが今の姿は何よりも雄弁にこちらの余裕を物語っている。着替える訳にもいかない。これは救援要請であると同時に、取引でもあるのだ。善意だけで譲歩し続けては長期的にお互い不幸な結果となる。

「もちろんタダとは言わないわ。キングオックス二十三頭、ウイングスネークが十八匹。アースブル十一頭。どれも食用可能な魔獣の肉よ。あなたたちにとっては貴重な品々なんじゃないかしら」

　ミレットさんが部下に合図をする。

　すると、部下たちは大きな大きな牛の肉を持ってきた。解体の技術をすでに持っているのだろう。すでに皮は剥ぎ取られ、もも肉、ばら肉といった部位に分けられている。そしてどれもがとんでもなく大きい。横に置かれた頭部を見ればその大きさは一目瞭然で、顎から頭の天辺までで一メートル近くある。

「見せるために一頭分だけ解体してそのままにしてあるけど、他は魔法でしっかり凍らせてあるわ。長持ちするはずよ」

　流石だ。こっちの求めるものをきっちり把握している。

　僕たち開拓団は、深刻な食糧不足に悩まされていた。今現在、船の備蓄であった小麦を消費しながら生活している。海辺の資源を散発的に収穫するだけではとてもとても足りない。一週間二週間なら耐え凌げるが、一か月越せるかはひどく怪しかった。

　そして食料を得るためには平原から出て魔獣うごめく森や山を探索するか、あるいは同様に魔獣が泳ぐ大海原に船で出て網で掻っさらうか、二つに一つだ。

「ふっ、肉だけで食いつなげると思っているのか？　これだから狩りの素人は困る」

「何よ！」

「それに、いくら島が巨大だとはいえ乱らん獲かくして数が減っては元も子もない。金になりそうなものを取れるだけ取るというのは愚か者のすることだ」

「たくさん取ることができませんでした、の予防線を張っておきたいの？　小賢しいじゃない」

「ふん……アレを出せ」

　マリアロンドさんが部下に指示を出す。

　すると彼女の部下は、ミレットさんたちとはまったく異なるものを持ってきた。

「これは……」

　そこに置かれたのは、大きな大きな棘とげだらけの球体だ。

　日本でもよく見かける、あるものを巨大にした姿だとも言える。

「植物系魔獣イビルプラントの上位種、モーニングスターと呼ばれる魔獣だ。枝を腕のようにしならせ、この棘だらけの球体を振り回して攻撃するが……これは木の実なのだ」

「なるほど……栗ですか」

　直径二メートルほどの栗だ。棘を除外して可食部位だけで考えても直径一メートルほどにはなるだろう。そんな巨大な栗を、マリアロンドさんたちはごろごろと転がすように持ってきた。

「普通の栗のような甘みはないらしいが毒はない」

「それに炭水化物が豊富です。これは素晴らしいですね……！」

「タンスイカブツ？」

　マリアロンドさんが首をひねった。

「平たく言えば小麦やパンなどで補っている栄養をこれで補える、という訳ですね。粉末にして焼けばパンやクッキーのようにもなりますし」

　日本の縄文時代のレシピに、縄文クッキーというものがある。どんぐり、くるみ、そして栗といった木の実を石いし臼うすのようなもので挽いて粉にし、塩や獣肉などと共に焼き上げたものだ。あるいは現代にも栗の粉を使ったパンも、いわゆるオーガニック食品的な扱いで現代地球に存在していた。

「パン」

「パンかぁ」

「焼きたてのパンが食べられるの!?」

　グループ問わず、全員が期待を寄せた。

　この世界の主食はやはり麦が多い。そして貧困層の食事はかちかちに固まった黒パンや、大麦をそのまま粥にしたものなどが多く、焼きたての柔らかいパンとなると中間層や高所得者層のもの、というイメージが何となくある。僕は米派ではあるが、より良い主食への渇望はよく分かる。

「あまり期待しないで下さい。小麦粉とは違いますし、うまく柔らかく膨らむかはわかりませんので」

　栗粉だけで作ったパンがまずかったら、栗粉と備蓄の小麦を混ぜて焼くなども検討しなければいけない。だが贅沢な悩みでもある。食料がないことに比べたら。

「栗は焼いて食べるものと思っていたが、なるほど、そういう使い道もあるのか」

　マリアロンドさんが興味深そうに呟く。

　だが、ミレットさんは面白くなさそうな顔をしていた。

　自分の狩しゅ猟りょうの成果で負けたと思っているのだろう。

「あー、肉も非常にありがたいです。足のある獣や空を飛ぶ獣はここを襲ってくるとも限りませんし、ある程度狩りをしてこちらのテリトリーを主張するのも大事ですから」

　と、僕は一応フォローしてあげることにした。

　これも一つの事実ではあるし、この先を考えるとバルディエ銃士団とレーア族のパワーバランスが崩れるのもよくない。均きん衡こう状じょう態たいを保っておきたい。

「そ、そうですわ。わたくしたちがいなければ魔獣がここに来ていたかもしれませんのよ。そこをご理解してほしいものね」

　いつもの癖なのか、ミレットさんはきしんだ髪をかき上げる。何だかんだでワイルドな気配が漂い、何ともサマになっている。

「ふん、お前たちがそんな長期的な考えをしていたとは考えにくいがな。狩り尽くしてしまって後で困るお前らの顔が目に浮かぶようだ」

「何ですってぇ……！」

　ぐぬぬとミレットさんが顔を顰しかめる。

　が、以前のようにわなわなと震える手が武器を握ることはなかった。契約内容を覚えてくれているようで安心する。

「えー、おほん。そのあたりにしてください。本来であればもう少し雑談をしながら条件を詰めていきたいところですが、そういう余裕もないでしょう？　テントを開放しますからひとまず体を休めてください」

　僕の言葉に、ミレットさんもマリアロンドさんも一瞬救われたような顔をした。が、お互いに似たような顔をしてしまったことに気づいて恥ずかしそうに顔をお互いから逸らす。

　気が合うようですねと茶々を入れるのは止めておいた。




　商談がうまくまとまった日の夕飯は美味い。

　いや、単に気分的に美味しいというだけではない。今まで補うことのできなかった動物性タンパク質や脂肪、そして植物由来のビタミンや炭水化物が豊富で、そして塩もある。野趣に溢れすぎていることに目をつぶれば、素晴らしい食卓がそこにあった。

「燻くん製せいしたり魔法で氷漬けにしたりしなきゃいけませんが、今日くらいはそのまま焼いても構いませんよね」

　今回、僕は宴会の許可を出した。

　船から回収していた残りわずかな酒もパーッと振る舞う。どうせいずれ尽きてしまうのだし後生大事に取っておいても盗まれたり奪われたりというリスクも出てくるし。

　そんな訳で僕らは日が沈みつつある今、パーッと松たい明まつを燃やしながら原っぱでバーベキュー飲み会と洒しゃ落れ込んでいるわけだった。やったぜ。

　とはいえ鉄板や網はなく、木の串に肉を刺して串ごと燃えないように気をつけて炙あぶる……という極めて原始的な焼き肉だが、それでも充分に楽しく、そして美味しい。全員が大騒ぎしながら飲み食いしている。普段は険悪なミレットさんとマリアロンドさんの部下も、食欲と休養には抗えず、喧嘩することもなく和気あいあいと楽しんでいる。

「さあどうぞどうぞ。飲んでくださいまし」

「そうだ、食え」

　とはいえ、それぞれのリーダーたる二人はまだまだ対抗意識を燃やしているようだ。俺の酒が飲めないのかみたいなノリは健康を害するからやめときましょうよ。てかこっちはまだ二十歳前なんですけど。

「僕は、あまり酒に強くないんですよ。肉も少しで大丈夫です。水で割って少しだけいただきます。お二人こそ飲んで食べて、体を休めてください」

「あら、大人を気遣うものじゃありませんわよ」

「食え。ばら肉の美味いところだ。塩と野草と一緒に齧かじれ。美味いぞ」

「話を聞いていただけると助かるんですが」

　いやマジでお腹いっぱいだ。あと完全な接待モードに入るのやめてほしい。二人共、あまりこういうのに慣れていないのか、とにかく飲め、食えと食事を渡してくる。こういう時は雑談でいいんです、雑談で。

「食料はちゃんと対価分いただいています。それよりこれからの話をしましょう」

「これから？」

「このまま島の探検に戻るおつもりですか？」

　僕の問いかけに、二人共渋い顔をしてうなずいた。

「このまま探索を続けても、おそらく安住の地はないだろう。進めば進むほど道は険しく、そして魔獣もより強く、より凶悪になってくる。やはりこの周囲の平原が一番安全だ」

「……悔しいけどその通りですわね」

　二人とも、今僕らがいる平原から発ったのは「あいつらよりも良い土地を見つけてやる」という対抗意識であると同時に、同時に遠い場所にナワバリを置いて軋あつ轢れきを生まない場所に拠点を置くことだった……と、思う。どちらも明言はしていないが。

　だから二人とも、「やっぱりこのへんに住みます」とは言いにくいわけだ。学級委員長がクラスの揉もめごとの仲裁をしている気分になってきたぞ。まあ対立の仲裁なんて大人も子供もあまり変わらないとも言えるが。

「僕としては、レーア族の皆さんも、バルディエ銃士団の皆さんも、近くに居を構えてくれると助かります。皆さんの分のテントや布もこれから作りますよ。木材で本格的な家屋ができ上がるまで、それで凌いでください。そのかわり……」

「食料調達と防衛。それをやれというのだろう？」

　マリアロンドさんの言葉に、僕はうなずいた。

「ですね。僕らは生活能力を持っていても、魔獣に対抗する力はあなた方には遠く及びません。僕や元船員の人たちはそれなりに戦えるとしても、非戦闘員の方が圧倒的に多い。ここは力を合わせて一緒に暮らしませんか？」

「まるで原始人の結婚ねぇ。損得勘定だけで口説くのは風情がないわよ？」

　ミレットさんが皮肉な微笑みを浮かべながらやれやれと肩をすくめた。とはいえ、言葉ほどに嫌だという訳でもなさそうだ。

「嫌ならお前は別のところに行けばいい。誰も強要はしていない」

「あ、ちょっと！」

　マリアロンドさんが僕を強引に抱き寄せた。

「何だ、文句があるのか」
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「あるに決まってるでしょうが！」

　今度はミレットさんが強引に僕の身柄を奪う。人間で綱引きするのやめてほしい。

「あの、痛いんですけど」

「「なら大人しくして！」」

　などと騒ぎながら、宴会の夜は更けていった。

　何とも騒がしい再会であった。




　こうして、告死島に流された全員が平原に居を構えることとなった。

　とはいえ、いきなり彼女たちグループを中央テントに雑魚寝させるという訳にもいかない。この開拓団の中央テントの東方面にレーア族用の大テントを構え、反対の西側にはバルディエ銃士団用の大テントを作った。

　愛すべきエーデルの出した羊毛の生地は防水性能、保温性能共に優れた超一級品だ。最初は「どうせただのテントでしょ」という懐かい疑ぎ的てきな見方をする人もいたが、一晩ここに寝るだけで快適さを思い知ったようだ。レーア族の屈強な戦士も、バルディエ銃士団の練度の高そうな団員も、どことなく僕に敬意を払ってくる。

「団長、あの者を取り込むべきです！」「族長、躊ため躇らっていたらバルディエの連中に先を越されまずぞ！」などとこっちに聞こえる声のデカさで話す者もいた。テントの防水性能や保温性は期待していいけれど防音性はないので気をつけてほしい。

　同時に、同盟グループのテント以外にも自分たち開拓団のための設備をどんどん増やしていくことにした。建設のターンだ。

「いやあ団長、ほんに助かりますわぁ」

　そう語るのは星見教団の巫女、フォルティエだ。

　最初に見た時の、いかにも奴隷ですといった貫頭衣は脱ぎ捨て、ゆったりとしたワンピースを着ている。

　しかし表情変化はなく、どこかぼーっとした佇まいはあまり変わっていない。

　ともあれ感謝の言葉をしっかりと述べていて、感情がないという訳でもなさそうだ。

「使い勝手はどうです？」

「祈祷の通じも良くって、びんびんに来はりますわぁ。一週間くらいの天気なら外す気しまへん」

　彼女の感謝の理由、それは僕が建築した観測所であった。

　木を組み上げて作った、高さ五メートルほどの簡素な櫓やぐら。櫓の上に作った祈祷台。祈祷台に置いたお皿。観測所のすぐそばに作ったフォルティエ専用のテント。この四つによって観測所は構成されている。

　櫓の上に行くには梯はし子ごを上らなければいけないのでちゃんとした階段に改築したいところだが、意外とフォルティエは身軽なようで、ひょいひょいと上り下りができた。

「しかしこれ、そんなに凄いんですか？　フォルティエさんの説明通りに図面を書いてそのまま作っただけなんですが……」

　櫓の上の祈祷台に、曇り一つない綺麗な丸い皿が置かれている。

　これは僕が中心となって作り上げたものだ。船内にあまった金属をかき集めて、火魔法を使える人と協力して熱して溶かし、それを錬金術スキルを使って綺麗に形状を整え、磨き上げた。だがどうやって作れば良いかはフォルティエが全部指示したので、僕自身あまり頭脳労働した訳ではない。

「それが、できる人がなかなかおらんのですわ。櫓はともかく、祈祷台の神器はきっちり寸法通りに作ってくれへんのです」

「なるほど……」

　フォルティエの指示は的確だったが、的確であるがゆえに難解で理解できる人は少ない。どうやらこの皿はアンテナのような役割を果たすらしく、形状が非常に大事になるのだそうだ。皿の丸みがどのくらいなのか、厚みはどれくらいか、皿の中心がズレていないかなど、寸法の精度がそのまま天候予測の精度に直結するらしい。皿の精度が高ければ高いほど、天空に満ちる魔力を巫女が深く読み取ることができて的確な天気予報が出せるとのことだった。

「しかし、よくこんな計算式をご存じでしたね」

　フォルティエが僕に伝えたのは、何ていうか、数学の問題文のような、江戸時代の和算のような文言であった。中心より右端の百二十の距離に、真円の三分の一の円弧を描き皿の内側とする。皿の外側の円弧は、内側の円弧の原点より五、右にズレる……などなど、「グラフに書くべきものを頑張って文章にしました」という感じで、実に長ったらしい。

　それを地面に落書きしながら何とか図面をひねり出すことができた。前世で学んだ高校数学や、ＣＡＤで図面を引いた経験などがあって助かった。

「まあ、呪文ですから、巫女は暗唱できるよう訓練してます」

「へ？」

「普通、この神器は本部から支給されるもんなんですけど、どうしても届かない時もあるんで作り方を呪文として覚えさせられるんですわ」

「あー、なるほど」

「でも計算できたって実際に理解して作れる人がいるかっちゅーと、なかなかおらんのですわ」

「あー……」

　星見教団の教徒や巫み女こは、時々とんでもなく数字に強い人がいる。

　天候観測を行うと同時に、いつが夏至になるのか、次の満月はいつになるかなどの暦の計算もしなければいけないからだ。だが、単に直近の天気を占うだけであれば計算などできずとも何となくできる。天気予報するだけの占い師として十分な報酬を得られるのだから。

　だがフォルティエさんは数字や計算に明るいだけではなく、「本部からの支援が絶たれた時にどうすべきか」を理解している。これがどこかの国に配属されたならば、天気予報に絡めた様々なコンサルタントや相談役となれただろう。小国であれば国王や宰さい相しょう以上の権力を握ることさえありえたかもしれない。それが今や、無人島の開拓団のお天気お姉さんだ。いや、まだお姉さんって年齢でもないが。

「うーん……惜しい」

「惜しいって……いやん、口説かれてはります？」

「え？　何で？」

「お妾さんにしたいけど巫女だから口説けないとか、そういう話でっしゃろ？　別に本部の目も届きまへんし、お望みとあればいつでも寝所に」

「違います」

「あらまあ」

　無表情のまま言うのだからギャグなのか真剣なのか今ひとつ読み取れない。

「まあ冗談はさておき」

　あ、冗談だった、良かった。

「何でしょう？」

「こうやってゆっくり天気を占ったり、本業に勤しんだりできるのは意外と貴重なんですわ。予報はきっちり頑張りますし、団長の頼みは何でもやりますさかい、あてにできることなら遠慮なく言うたってや」

「うん。よろしくお願いします」

　そして、フォルティエさんの目尻がわずかに下がり、そして口角がほんの少しだけ上がった。

　彼女の精一杯の微笑みに、僕も微笑みを返した。




　という訳で、観測所は万全だ。

　また、開拓団、レーア族、バルディエ銃士団のテントも問題ない。そして大工の心得のある者が各家庭のための家を作り始めて、これも順調だ。これまでの僕らだけでは森の木の伐採は難しかった。森の魔獣が手強いからだ。だが今は頼りになる傭兵がいるので木材が少しずつ増え始めた。

　もっとも、森林資源には限りがあるからテント式家屋もまだまだ現役でいてもらいたい。誰か植林とかのスキル持ってないかな。

「良い天気ですね。もう少し遠出でもしますか？」

「めぇ」

「おや、仕事がある？　ああ、服作りの方ですか」

　エーデルはどうやらラーベさんたちの手伝いをする予定のようだ。

　僕の愛羊は女性に引っ張りだこで鼻が高い。

「あら、王子様。ヒマなの？　お茶でもしないかしら？」

「リーダーさん、エーデルさん。お疲れ様です」

　などと相棒を誇らしく思いながら集落を見回っていたら、唐突に逆ナンされた。

　バルディエ銃士団のミレットさんと、機織りスキル持ちのラーベさんだった。

「こんにちは。あ、マント仕立てたんですね」

「ふふっ、どうかしら？」

　ミレットさんはばっと手を横に伸ばし、マントを翻す。あからさまに格好つけなのは分かるのだが、それでもサマになっている。髪はたおやかで顔はにこやかだが、仕草はワイルドだ。単に美しいという言葉だけでは表現しきれない不思議なカリスマがある。

「そういえば聞こうと思ったんですけど、この服、色や質感はどうやったんですか？」

　ラーベさんには、エーデルの金の羊毛をたくさん渡している。これを受け取る時の彼女はまさに狂きょう喜き乱らん舞ぶといった有様であった。そして服や防寒具、タオルなどを増産していったが、少し不可解なことがあった。羊毛ではなくまるでシルクのように艷やかな服があれば、どう見ても綺麗に染めたとしか思えない色鮮やかな服もある。

　というか僕の着ているアロハシャツがまずおかしい。鮮やかな青色の生地に、色とりどりのハイビスカスが描かれてるし、なにより羊毛にあるまじき薄さと通気性があって快適だ。何気なく「こういうシャツが欲しい」と言って頼んだのは僕ではあるのだが、よくよく考えたら普通に作れないでしょこれ。

「あ、シルクに見えますか。良かった」

「ってことは、なにかカラクリがあるんですか？　スキルか何かで？」

「ええ。私が過去に経験した織物や染め物なら、別の糸からでもある程度それに似せて作ることができるんです」

「めちゃめちゃ便利じゃないですか……」

　複製の系統のサブスキルだな。

　これを極めると無から有を生み出せるらしいが、そこまでいかなくとも十分に役立つ。物資不足の無人島では相当なものだ。

　しかしラーベさんは、僕の褒め言葉に物憂げに首を横に振った。

「いえ、私が服に封じ込めた魔力が切れると、元の羊毛に逆戻りです。それに機織りとか染色とかを実際にやらないと腕も鈍るので、いつまで頼れるか自分でもわかりません……」

　ラーベさんの懸念は、多くのスキルが共通して抱える問題である。

　スキルに頼らない鍛錬を怠れば、やがて覚えたスキルやクラスも失われかねない。剣士は、クラスやスキルなどに頼らずに強くあらねばならない。練習あるのみ。僕もエーデルと触れ合うことを忘れたり、魔獣と接しない生活を続けたりしていたら、【テイマー】はやがて使えなくなる。そんなことはまずありえないにしてもだ。

「でしたら、作ればいいじゃありませんの」

「そうですね。織り機を作りましょう。染め物の作業場も」

「いいんですか!?」

　ラーベさんの顔が、ぱぁっと明るくなった。

「良いも悪いも、どんどん服を作ってほしいんですから足りないものはどんどん言ってください。染せん料りょうは花や草の根っこが多いんですよね。あと、玉ねぎの皮とか。野草摘みする人に頼んでおきましょうか」

　染め物は基本、植物の根や花弁、葉などを煮出して色素を抽出し、そこに生地を放り込んで色を移す……というものである。

　地球で活動していた時、染め物が主要産業の地域に飛ばされたこともあったのでよく覚えている。うっかり手伝った時は手とか爪が凄い色になって困ったものだった。

「お、お詳しいですね……？」

「あなた、本当に王子様？　どこかの商人とかじゃなくて？」

　ラーベさんもミレットさんも何やら訝しい顔をした。役立ってるのに失敬な。

「正真正銘の王子ですよ。追放されましたけど」

「あ、あっ、すっ、すみまっっ、すみません……！」

「いや、マジで謝らないでください。頭上げて」

　ラーベさんが焦って平伏しようとする。この人も自己評価が低いな。こんな素晴らしいスキルを持っているのだからもっと偉そうにしててくれていいんだが。美男子とか侍らせましょうか？

「こんな無人島では元の身分なんて関係ありませんわよ。萎縮される方が困らせてしまうわ」

「そ、そうですか……？」

「あなたには助けられたのだから、自信をお持ちなさい。このマントも本当に助かったのだから」

　ミレットさんがラーベさんを立ち上がらせ、またも自慢げにマントを翻した。ひどく気に入っているらしい。

　どうもマリアロンドさんとぶつかっていたり、あるいは自慢の銃を撃ちまくったりする攻撃的なイメージもあるが、こういう優しい面もあるようだ。

「はい……！」

　ラーベさんが、嬉しそうにうなずいた。




　そしてラーベさんと別れて僕は散歩兼見回りを再開した。ちなみにエーデルもここでラーベさんの方についていった。お仕事頑張ってください。

「それで、どうかしら？　お茶しない？」

　が、なぜかミレットさんがついてきた。

「お茶ですか……お茶があると嬉しいですねぇ」

　ミレットさんに言われて気づいたが、茶を久しく飲んでいない。

　この世界において茶は嗜し好こう品ひんであると同時に薬品でもある。植物性ビタミンを取りにくい山岳の国などは茶葉の輸入が絶たれたら本気で死人が出たりする。その一方で、貴族や王族が高貴な趣味として嗜たしなむことも多い。ちなみに緑茶はなく、発酵させた紅茶が主流だ。

　で、僕はローレンディア王族の中では割と質素な生活をしている方ではあるが、茶だけは別であった。地球にいた頃はコーヒーや紅茶ばかり飲むカフェイン中毒であった。茶葉の産地に出張することだってあった。

　そもそも茶葉というのは、緑茶であろうがイギリスやインドで親しまれる紅茶であろうが、あるいは中国のプーアル茶であろうが烏龍茶であろうが、基本的にチャノキの葉からできるものである。つまり地球と味が大して変わらないのだ。僕にとって遠き故郷を思い出す味なのである。

「……実は、ありますわよ」

　ミレットさんの耳打ちは、それはそれは甘やかに、そして蠱こ惑わく的てきに僕の脳に響いた。

「ほ…‥‥本当ですか？」

「ついでに砂糖とバターも。茶に入れるのはお好き？　あるいは茶はストレートで飲んで、もらった栗の粉で菓子を作るのも魅力的ですわね。でもわたくし一人で食べてしまうのは気がとがめるし……ご一緒してくださらない？」

　僕は紅茶党であると同時に、甘党である。

　菓子も久しく食べていない。ここに目をつけるとは、なかなかやるじゃありませんか。

「そういうことでしたら、ぜひご一緒させていただければ」

「あら、嬉しいですわ」

　僕はミレットさんにほいほいとついていき、バルディエ銃士団が使っている大テントへと入る。

　ミレットさんの部下たちは僕への興味を隠しきれないのか、背中にちらちらとした視線を感じる。屈強な男もいれば、屈強な女もいる。全員ちょっとワイルドな風貌だ。洗いざらしのシャツとズボン、編上靴。シャツの上には上着も何もつけずに直接ガンベルトやナイフの鞘さやを下げている。何か海賊とあまり変わらない。

　本来の彼らはかっちりとした軍服のような姿をしていたが、流石に全員分の服を調達できるほどでもないのだろう。それにこの島はちょっと蒸し暑い。ずっとマントを着ているミレットさんがちょっとおかしいのだ。暑くないのかな。

「こっちよ」

　ミレットさんに促されて向かった先は、大テントの一番奥だった。

　生地を張ってパーテーションのようにしているだけではない。どこから持ってきたのか、瀟しょう洒しゃなテーブルや椅子、化粧台といった調度品が置かれている。

　また壁側の生地を切り抜いて作られた窓からは真昼の日差しが入り、中央のテーブルと椅子を美しく照らしている。言い換えるならば、開拓団のテントが兵舎で、ここは士官用テントといった雰囲気だ。

「どうしたんです……って、あ、これ、船長室にあったものですか」

「流石、目敏いですわね。あの男の割には良い趣味をしていたから、少々アイテムボックスに入れてしまいましたの」

「……大きいですね」

　アイテムボックスとは、商人系クラスが使用できるスキルの一つだ。

　四次元なのか異次元なのかはわからないが、謎の空間に荷物を収納できる。と言っても、何でも収納できる汎用的なアイテムボックスというのは便利だが、収納領域がひどく狭い。反対に自分のクラスに関連した物品に限定すれば、その収納領域は格段に大きくなる。彼女のスキル、ウェポンボックスもそうだろう。おそらくは銃火器に限定することで利便性を向上させている。

「欲しい？」

「素敵だなと思いますが、今は自分で作るのに夢中で」

「それができるのが素晴らしいことですわ」

　ミレットさんと共に椅子にかけて向かい合った。

　侍女がしずしずとテーブルに茶器と菓子を持ってきて、そつのない手付きで茶を入れた。

　琥こ珀はく色いろの液体がカップに満たされていく。

　茶もそうだが、茶器も持っていたのか。なかなか用意周到な人だ。

「どうぞ、召し上がって」

「ありがとうございます。故郷を思い出しますね。まあ良い思い出はあんまりないんですが、茶を楽しむ時間は素晴らしかったです」

「ローレンディアねえ。わたくしも苦い思い出しかありませんわ」

　と、言いながらミレットさんは紅茶に砂糖を入れる。

　僕はそのままだ。

　菓子……栗粉のパンケーキを楽しむにはやはりストレートの方が良い。

「その口ぶりでは、私の母国と戦争を？」

「ええ。雇われたことも戦ったことも」

「彼らは人間より魔獣を信用していますからね。まあ自分の使役する獣を信用するのは良いのですが、人間のビジネスパートナーを軽視するんだから困ったもんです。お金や支払いも無頓着ですし、まったく」

「何ともローレンディアらしからぬ王子様とは思ってたけど、筋金入りのようですわね。王室では苦労したでしょう？」

　やれやれと肩をすくめる僕を見たミレットさんが、くすくすと微笑む。

「苦労しましたよ。ま、それがこの有様でしてね」

「悔しくはないのかしら？　復讐や報復は考えない？」

「さて、自分の手で復讐しようとは思いません。むしろ自分の処遇は妥当なところだろうとは思ってますし。親父殿…‥王にちょっと逆らいすぎてしまいました」

　おや、とミレットさんが首をひねった。

「父に逆らうのが罪だなんて、大変ね」

「ミレットさんはそうでもなかったんですか？」

「わたくしの父上は戦場で死にましたわ」

　どきりとするような言葉を投げかけられた。

　が、言葉を放ったミレットさんの表情は、さっぱりしたものであった。当たり前でしょう？　とでも言わんばかりだ。

「負け戦の殿を務めました。傭兵ながらあっぱれと勲章ももらって……良い死に方をしました。血気盛んな人で、戦争をやめた後の人生を歩む方がきっと苦痛だったでしょう。幸福だと思いますわ」
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「根っからの戦士なんですね」

　そういう人は確かにいる。ローレンディアにいる兄弟も、そんな感じの戦いこそ我が人生という感じの人ばかりだ。

「むしろ大変なのは母でしたわ。父の兄弟にあてがわれそうになったり、血筋が良いだけの馬鹿を団長に据えようとする馬鹿がいたり。そこで母自ら銃を持ち出して決闘をして勝って、ようやく落ち着きました。母も現役は引退して、今は静かに田舎で暮らしておりますの」

「では……ここから出なければいけませんね」

「最終的には行き来できるようにしたいところですが、別にここを拠点としても構いませんのよ」

「あれ？」

「ああ、そういえばバルディエ銃士団の目的は伝えておりませんでしたわね。遥か遠く昔に失った古代王国を見つけて、その血筋をもって国を興すこと。それこそが我らの目的ですの」

「古代王国……」

　それは、今のような戦乱の時代に入る前に存在したと言われる大陸の統一王国のことだ。海の外から来る異国を簡単に打ち払い、山岳を支配する邪竜や海底に巣くう大おお鮫ざめなど、人の身では到底倒すことなどできないはずの大魔獣さえも降伏させたらしい。

　クラスやスキルに関する知識も豊富で、今では失われた最強格のクラス【力天使】、【死神】、【大魔導】などを育成することもできたのだとか。

「これは秘密ですのよ。バルディエ銃士団は古代王国の宰相の末まつ裔えいなのです」

「……なるほど、そうきましたか」

　僕は静かにうなずく。

　だがそれにミレットさんがなぜか驚いた。

「あら、信じますの？　証拠など何もない与太話を」

「今ある王国の来歴を辿れば、多くは古代王国に行き着きますから。今生き残っている国以外にも、古代王国の知識を口伝で残し続ける一族がいるだろうとは思っていました」

　古代王国が滅びたのは五百年もの昔のことだ。

　その末裔が現代にいるとして、受け継いだ遺産の全てを失ってしまっていてもまったく不思議ではない。武具、美術品、骨董品、書物など、形あるものはほとんど残っていないだろう。

　だがこの世界において過去から未来に伝えられるものは形ある物品ばかりではない。

　それは、力そのものだ。

　レアクラス。レアスキル。あるいはスキルによって保証される血統の正しさ。

「ウェポンボックスに収納されている銃。あれ、もしかして古代王国から伝えられているものじゃありませんか？」

「……別に、銃は珍しくないと思うわよ？　魔法を使えない貴族子女が護身用に持っていることもあるのだから」

「ですが戦場で銃を効果的に使用したり、あるいはその発展型をスキルで具現化させたり……というのは相当珍しいと思います」

　この世界に、銃は存在する。

　だが武器として一般的と言えるほどではない。スキルや魔法による遠距離攻撃の方がよほど、経済的であるからだ。銃が高度に発達すれば恐ろしい兵器となる……という想像ができるのは地球の知識がある僕くらいのもので、普通なら研究・開発するメリットなどないと判断するものだ。

　ミレットさんたちが銃にこだわっているのは何か理由があるはずだと、僕は睨んでいた。

「……鋭いですわね。まあ、誘った甲か斐いがあったというものよ。正直、どうやって信じてもらえばいいか迷ってたのが馬鹿馬鹿しいくらい」

　はぁ、とミレットさんが額に手を当てて深々と溜め息をついた。

　ちょっと会話のリズムを崩してしまったようで申し訳ない。

「ええと、そもそも何で秘密を打ち明けてくれたんですか……？」

「お礼と提案をするためですわ。何のお礼かは、言うまでもありませんわね」

　確かに言うまでもない。

　ミレットさんたちにテントを提供しなければひどいことになっていただろう。バルディエ銃士団は屈強であり野営の経験も多いだろうが、未開の地で魔獣を倒しながら嵐を耐え凌ぐのは相当な苦労があったはずだ。

「取引ですから、そんなに畏かしこまることもありませんよ。僕らは守ってくれる人がいなければ安穏と生活も開拓もできないんですから」

「でも最低限、身を守ることもできるでしょう？」

「最低限ですよ。防衛に力を全て割り振ったら他のものが疎かになりますから。だから僕としては、今後も良好な関係を維持したい」

「なら、そのために欲しいものはないの？」

「欲しいもの？　お肉と安全ですかね……？」

「それはわかっていますわ。それ以外に欲はないかと聞いているんですの」

　妙な風に話が進んだ。

　あれは欲しくないか、これは必要じゃないかと、妙に厚遇するような提案が出された。食料であったり、開拓団内部で作る目処が立たなさそうな嗜好品や美術品であったり。

　確かに申し出はありがたい。が、相手の要求も見えてこないのに「ください」とお願いするわけにもいかない。いやお茶とパンケーキは美味しくいただいちゃってるので説得力がないかもしれないが。

「あなた……甘いものとお茶以外に欲しいものってないの？」

「いや欲しいものは幾らでもありますよ。でも島の外に出られるわけでもないんですから、自給自足できる状態を作らなきゃいけないわけで」

「……ここを開拓して成果を上げても、あなたの祖国の人は気づきもしないのよ？　それでもいいの？」

「むしろ気づかれたくないんですが」

　その言葉に、ミレットさんがますます驚いた。

「……あなたの行動は的確で、人の上に立つ者として立派だわ。てっきりわたくしは、その名誉をもって王子に復権するのかとばかり思っていました」

「嫌ですよ。まあ故郷に愛着があるかないかで言えばありますけど、面倒事の方が遥かに多いですし」

「本音みたいですわね……だから不思議に思っていましたわ」

「不思議？」

「人々を導く者は野心を抱いている」

「や、野心ですか」

　そんな大それたものは持ってないと思うけどな。

「何も野心とは功名心や利益を目指すものばかりではありませんわ。言い換えれば、夢と言ってもいい」

「ああ、なるほど」

「あなたにはそれがある。この島をより良い村に、より良い街に……より良い世界にしようとしている。好きな女や好きな男のためでもなく。自分を追放した故郷の誰かに見せつけて威張るためでもなく。ただひたすらに純粋無垢な野心だけで動いている」

「そこは夢と言ってほしいのですが」

「嫌ですわよ。あなたはそんな甘っちょろい言葉で動いているわけではありませんもの」

　褒められてるのかな、それ。

「ねえ、あなた。孤独を感じたことはない？」

　唐突な問いかけに、どきりとした。

「何でそんな質問を？」

「わたくしには、父や母には言えない夢……いえ、野心がありますのよ。古代王国の在り処を見つけて血筋の正しさを証明したら、それでおしまい。国を興すなど諦めて戦場働きを辞めて平和に暮らすの。王子はどう思われます？」

「それは……とても素敵な野心かと」

　僕は素直に褒めた。

　が、ミレットさんの顔には皮肉っぽい微笑みが浮かんでいる。

「これ、他の団員には中々言えないものですのよ。特に死んだ父には口が裂けても言えません。お前には傭兵としての誇りがないのかと枕元に立ってきますわ」

　バルディエ銃士団は傭兵団として名を馳せてきた。

　名誉の死を遂げた人も多いのだろう、ミレットさんの父のように。

　迷宮を探索する冒険者であろうと、雇い主を転々とする傭兵であろうと、一つの国を守り続ける兵や騎士であろうと、戦争を厭いとうことは惰弱とされる。ローレンディアは特にその気風が強いが、他の国や組織にもそうした風潮はあると言わざるをえない。

「戦場から戦場へと渡って戦うことを嫌とは言いませんわ。ずっとそのように生きてきたし、戦うべき時に戦わないよりは、戦い続ける生き方の方が好きですもの。でも、わたくしの子や孫の代になっても同じ生き方をするべきとも申しません。やがて戦国の世も終わるでしょうから」

「……でしょうね。昔は百を超えるほどあった国々も、今や戦争によって十の国しかありません。どの国が勝つか負けるかはともかく、昔のような小競り合いの戦争も減り、五十年後、百年後には傭兵の働き場もなくなっているかもしれません」

　祖国、ローレンディア王国は多くの国を平らげた。

　だがそれは現在残っている他国も同じことで、どの国も決して弱国などではない。

　現状、ローレンディアがもっとも多くの土地と兵を持っており覇権にもっとも近いとはいえ、必ずしも盤石とは言えない。

　そんな状況でただ一つ言えるのは、ローレンディアが勝って大陸に覇を唱えるか、あるいは諸国が連合してローレンディアを打倒し大陸に覇を唱えるか、結論が出る日はそう遠くない……ということだ。

　となれば、傭兵もいずれは用済みとなる。

　新しい国を興すなど、もっと不可能になる。

「今はお題目でしかなく、わたくしのスキルが古代王国から伝えられたものと話しても只のおとぎ話とみなされてしまいます」

「……でしょうね」

　銃というものの強さを知らなければ僕も懐疑の目を向けていたと思う。

「この傭兵団を立ち上げた初代は失われた故郷を……安住の地を求めてのこと。そのためにスキルを子々孫々に伝承した。だからこそ、いつかその旅は終わらせなければいけない。どんな形に落ち着くにしろ、わたくしが最後の傭兵団長となることがわたくしの野心よ」

「それは……素晴らしいですよ！」

　僕は、思わず立ち上がってミレットさんの手を取った。

　珍しく彼女は赤面して視線を外す。

「僕も、常々そう思っていました！」

「そ、そうなの？」

「この世界は戦争に満ち溢れています。強者は戦いに明け暮れ、弱者は虐しいたげられ、奴隷にされ、誰もがそれを良しとしている。そうしなければ大事なものを守れないのも真理です。いつか大きな戦いが終わりを迎える日まで」

　僕は今、いつになく興奮していた。

　こんなことを語れる人など、今まで出会ったことがない。

「でも僕はちんたら待っているのは性に合いません。自分の手で作りたい。自分たちのための安住の地を。平和な国を」

　その言葉に、ミレットさんも熱い視線を返した。

「そこまで考えている人は少ないし、話せる人はもっと少ないんですの。正直、馬鹿にされるんじゃないかと思って話すのが怖かったわ」

「いえ、とても素晴らしいことだと思います！　わかります、その気持ち！」

　僕の言葉に応えるように、ミレットさんは僕の手を握り返した。

「とっても良かったわ。それじゃ王子、結婚しましょうか」

「はい！　……はい？」

　反射的にうなずいてしまったが、いや、待ってほしい。

　今、結婚って言いました？

「すみません、今ちょっと聞き違えたかもしれなくて、何とおっしゃいました？」

「あなた、プロポーズを二度も言わせるおつもり？　ひどいお人ね」

「いや、プロポーズって……え、マジで結婚って言ったんですか……？」

「だって当たり前じゃないかしら？　わたくしたち、この島から数年間出られませんのよ。あなた、私にずっと独身でいろっておっしゃるの？」

「いやいやいや、そういう話ではなく」

　と言いつつも、僕は、いや待てよと思い直した。

　ミレットさんにとって僕を結婚相手として考えるのは、ごくごく自然なことだ。

　詳しいことは聞いていないが、彼女はおそらく年齢は二十歳前後。この世界においては結婚適齢期……というか、嫌な言い方をすると少々行き遅れている。

　そして、傭兵団のリーダーである以上、相手にもそれなりの能力や家格を求めなければいけないだろう。傭兵団内部においてミレットさんより強い人がいるならば次期リーダー候補の育成を兼ねて結婚することもありえるだろうが、今までのバルディエ銃士団を見ている限り、ミレットさんの強さが突出しているワントップの組織だ。補佐する人間はいるようだが、片腕とまで言える人はいないだろう。

　となると、ミレットさんが結婚相手に求めるもの。

　それは自分と同格の、傭兵団の外の男性だ。

　僕じゃん。

　一方で僕も、結婚相手を探そうと思った時には開拓団の軋轢がないかを考えなければいけない。資源も食料も何もかも足りていない状況で、人間関係が由来のトラブルを招いてなどいられない。結婚はデッドオアアライブである。失敗すれば開拓団が潰れる可能性がある。

　となると、自分と同格の相手が一番適切である。

「あの、確かに僕が結婚相手となるのはよく分かりました。ミレットさんが僕と同じ思いを抱いてるのは非常に嬉しい……んですが」

「ですが、なに？」

「僕とミレットさんがくっつくと、割を食う人もいますよね？」

　ミレットさんの口が、にやあっと三日月のように歪んだ。

　あっ、わざとですね。

「あなたのスキル、和睦でしたっけ？　あれは素晴らしいものですわね……。直接対決さえ避ければ、報復を恐れずに先手必勝でどんどん行動できるんですもの」

「すみません、換気扇の電気切り忘れたんで帰っていいですか」

「何をおっしゃってるのかよくわかりませんわね。ゆっくりしてくださいましね。お客様がお疲れよ！　寝所にご案内しなさい！」

　その声と共に、ミレットさんの部下が三人ほど現れた。

　彼女らの手には何やら物騒なものが握られている。

「その手に持ったロープは何でしょう……？」

「錬金や付与魔法を弾く素材でできたロープよ。魔獣を捉えたり捕虜を捕縛したりするのに便利で、愛用しておりますの」

　まずい。油断してしまった。

　せめてエーデルと別れるべきではなかった。ここでミレットさんの思惑に流されるのはこの島全員の命運を揺るがしてしまう。何とか逃げなければ。僕は、もう一つの備えがうまく成功することを期待して声を意識的に大きくする。

「お、落ち着いて下さい！　わかりやすい報復がなくてもまずいですよ！　マリアロンドさんに対抗するつもりでしょうけど、パワーバランスが崩れたら元も子もありませんよ！」

「そこはマリアロンドが考えれば良いことですわ。それとも、マリアロンドがあなたに求婚するのを指を咥くわえて見てていろと？　おそらくあの女、わたくしと同じようにしますわよ」

「で、で、ですが……ああ、そうだ、傭兵団が婿を取るということでしょう!?　普通は団員を納得させるための力試しや決闘なんかがあるんじゃないですか!?」

「結婚相手に運試しに三つの箱を選んでもらいますの。わたくしの肖像画が入った箱があるのでそれを選べばめでたく成婚ですわ。大丈夫、ゆっくり選びなさって。十年ほどかけてじっくりと選んで構いませんので。もちろん今日挑戦しようと数年後挑戦しようと、きっと正解を選んでくださると信じておりますわ。ああ、もちろん、わざと負けようだなんて考えても無駄でしてよ」

「そっちこそイカサマ前提じゃないですかそれは！」

　これは進退窮まった……と思っていた、その時のことだった。

　凄まじい勢いで飛んできた何かが、テーブルとその上の茶菓子を破壊した。

　轟音と共に茶器とテーブルの破片が乱舞する。

「ミレット！　男を手籠めにするとは見損なったぞ！」

「マリアロンドさん！」

　飛び込んできたのは、レーア族のマリアロンドさんだった。

　クリーム色の豊かな髪が躍り、槍が振るわれてロープや家具を破壊していく。

　だが人間は一切傷ついてはいない。ほんのわずかな距離で人体を避けている。

　素晴らしい妙技だ。

「【銃鍛冶師：ウェポンボックス】！」

　ミレットさんたちは驚きつつも、即座に戦闘態勢を取る。

　銃ではなくナイフだ。

　あれ、何でだ？　室内だからか？

　確かに選択としては正しいのだろうが、刃物でマリアロンドさんに勝てるものだろうか。

　僕の思った通り、呼び出されたナイフはすぐさま槍の一撃によって弾き飛ばされた。

「ハッ！　この距離でオレに勝てると思うなよ！」

　そう言い放ちながら、マリアロンドさんは僕を米俵か何かのごとく担いだ。

「助かります！」

「黙っていろ、舌を噛むぞ！」

「くっ、待ちなさい！」

　そして僕を抱えたまま凄まじい速度でテントを脱出し、飛ぶように去っていた。




　僕が下ろされた場所は、レーア族が使っているテントだった。

　バルディエ銃士団が使っているテントとほぼ同じ構造だが、あちらのような調度品などはない。そのかわりに彼女らの使っている槍や弓、防具、そして狩りの成果であろう魔獣の肉や戦利品が転がっている。生活感が滲み出ていてこれはこれで落ち着く。

「助かりました、ありがとうございます」

　部屋には座布団のような敷物がある。

　こちらがレーア族に分けて、余った生地を使ったのだろう。

　遠慮なく座らせてもらい、礼を告げた。

「こちらも損得があってのことだ。それと礼ならばお前の部下に言え。この子らが助けを求めに来た」

　マリアロンドさんはそう言うと、奥から少年と少女を連れてきた。

「ツルギくん！　カガミさん！」

「助かったか」

「心配かけないでよ！」

　この二人には開拓団キャンプ地に異常がないか見回りをお願いしていた。

　スキルによって僕の不在やミレットさんとの会話に気づき、慌ててマリアロンドさんに救援を依頼したのだろう。

「素晴らしいファインプレーです。ありがとう。僕も開拓団も救われました」

「構わねえよ。礼は別の形で返せよ」

「そうよそうよ！　頑張ったんだからね！」

「食料が増えたら何か甘いものでも作りましょうか。畑を耕して、甘みの出るような野菜や穀物を育てたいですね。あとは蜂蜜やメープルシロップなど収穫できないかチャレンジしたいところです」

　自分で言っておいてちょっと興奮してきたな。甘いものを作るのは重要目標としたい。食いつなぐための生活が整い始めたら、潤いのある生活や丁寧な生活を目指したいものだ。

「蜂蜜……！」

　カガミさんの方が目を輝かせた。

　この子は甘党だろうか。

　だがツルギくんの方は妹を見て、やれやれと肩をすくめた。

「甘いものに釣られたのはお前だろ。聞いてたぞ」

「おっと、バレてましたか。すみません、美味しいものを食べちゃいました」

「まあそれはいいんだけど、それより……」

　ツルギくんがちらりとマリアロンドさんを見る。

　マリアロンドさんもまた、僕に用があるはずだ。ミレットさんと同様に。

「さて、借りは返してもらおうか。人払いをして、二人だけで話をしたい」




　ツルギくんとカガミさんには開拓団のテントに戻ってもらった。

　……ということにして近くに待機してもらっている。あの子らは想像以上に耳が良く、そして機転が利く。船で交流しておいて本当に良かった。

　で、それはさておき、僕はマリアロンドさんと二人きりになった。彼女は話をしたいと言ったものの、中々話が出ない。うんうん唸ったまま、十分近く過ぎ去ろうとしていた。

「えーと、もしかして、結婚のお話だったとします？」

「い、言うな。いや、確かにそうなんだが」

　顔を赤らめてマリアロンドさんが咳払いをする。

「……周囲の連中がうるさいのだ。ミレットに先を越されて良いのか、と」

「あー」

「そうでなくとも、さっさと結婚相手を見つけろだの、跡継ぎを作れだの、うるさい連中が多くて多くて本当に困る。オレがどれだけ一族の将来を考えていると思っているんだ。それを横から愚痴愚痴と……」

　あっ、相当ストレスが溜まってるご様子だ。

「あー、うん、結婚についてあれこれ言われるの嫌ですよね、わかります。闇雲に結婚しようとしても失敗することはよくある話ですし、自分が責任ある立場であれば周囲のことだって心配になります。「誰でもいいからさっさとしろ」みたいに無責任なことを言われたら困ります」

「そうだろう!?」

　マリアロンドさんが俄が然ぜん盛り上がってきた。

「そもそもだ。あのミレットだって似たような立場だろうに。こっちに対抗したいがために自分の結婚まで利用しようとする。信じられん」

　そこはまあ、政略結婚が当たり前の貴族や王族からしたら珍しくない感覚ではあるんだが、マリアロンドさんはそこに忌避感を覚えるのだろう。マリアロンドさんの気持ちもミレットさんの考えもよく理解できる。

　ただ現状、僕としてはミレットさんの勢いに流される訳にはいかないのでマリアロンドさんの考えの方に寄り添っている。

「正直、レーア族の人々を差し置いてバルディエ銃士団と友ゆう誼ぎを交わそうとは思っていませんよ。僕がどちらか一方に肩入れをすれば、一時的にメリットはあったとしても将来的には良くない。それは分かるでしょう？」

「お前がこちらに肩入れしてくれるのであれば少々のことは目を瞑るが？」

「あら」

「冗談だ。ただそう思わない者も多いがな。困ったことに」

　ミレットさん……バルディエ銃士団の思惑に乗らないからといって、レーア族に全面的に味方するという訳にもいかない。そこを族長たるマリアロンドさんが理解してくれているのはとてもありがたかった。

　が、少しばかり妙でもある。

「……マリアロンドさんはいいんですか？」

　このまま座ざ視ししていては、ミレットさんは確実に新たな手立てを打ってくる。レーア族を出し抜くために。彼女にはそういうハングリーさがある。彼女の持つ野心は本物だ。自分たちの平和のためには手段を選ばないだろう。

「いいとは？」

　マリアロンドさんがきょとんとした顔で聞き返した。

「たとえば、そうですね……一緒に狩りに行くとか、お食事に行くとか。このへんにレストランがないのは残念ですが、僕自身、料理は得意なんです、任せて下さい」

　ミレットさんが僕との距離を詰めれば詰めるほど既成事実化が進んでしまう。やがてバルディエ銃士団も開拓民も「あいつら結婚するんだな」という目で見てくる。ただ婚約を申し込みましたというだけではなく、状況の積み重ねが将来を変えてしまう。

　であるならば、僕はマリアロンドさんとも仲良くしなければいけない。健全なお付き合いをして、「僕はこの島にいる人と例外なく仲良くしますよ」としなければいけない。

「なっ！」

　だが、マリアロンドさんがひどく驚いた。

「あ、ダメですか？」

「そ、そういう交際をしたいのであれば、な、何と言うか、て、手順を踏むべきだ……！　まずは手紙のやり取りをするとか……。狩りだって外泊になるし、早い、早すぎる！」

「あ、あのー」

　しまった。

　思った以上に、マリアロンドさんは生真面目な乙女であった。

　牽制のためのデートをしませんかなど、世間の汚お泥でいに塗れた提案をしてしまった自分が恥ずかしい。

「ごめんなさい、マリアロンドさん。軽々と口にするべき話ではありませんでした」

「そ、そうか？」

「ただ、何もしなければバルディエ銃士団が僕らの開拓団に来てより良い条件を提示したり、魅力的な食料や資源などを出してくれたりすることでしょう。そうなるとレーア族の皆さんも対抗しなければならない。お互いに貢物合戦になったら疲弊するばかりです。そうならないために、僕とマリアロンドさんはいつでも気軽に話ができるようになっておかないとまずいんです」

　その言葉にマリアロンドさんはきょとんとして、そしてすぐにぶすっとした顔になった。

「……そういう意味か、まったく。オレのような女を口説くとは趣味が悪いと思った」

「あ、いや、マリアロンドさんが魅力的ではないとか、そういう話じゃないです。ていうかマリアロンドさんはお綺麗です。素敵です。立ち振舞いは麗らかですし髪も凄く綺麗ですし」

「だ、だからそういう話に持っていくな！」

「すみません」

「い、いや、不快というわけではない。た、確かにオレも、交際や結婚は考えるべきところではある。オレが結婚相手を探すとしたら、その、お前しかいないというのは頭ではわかっているのだ。ミレットと同じくな」

　そう、そこが問題だ。

　この島を出ない限り、あらゆる選択が狭められる。生活の質を向上させることはできても、人間の少なさ、出会いの少なさだけはどうにもならない。

「オレは子供なんだ。族長とか、戦争とか、結婚とか、本当はそんなのどうだっていい」

　マリアロンドさんが、純朴な少年のようにはにかむ。

　彼女は凛として美しく、そして強く、だがその中身はとてもシンプルだ。何気ない微笑みにどきりとしてしまうほどに。

「どうだっていい？」

「ああ。オレは仲間と一緒に楽しく暮らしていればそれで満足だ。槍を持って名誉をかけて戦うのも嫌とは言わん。ただ……つらいし面倒さ。それが、幸せに暮らすために必要だからそうしているだけだ」

「それは……」

「だからこの島にいることも、本当はそんなに不満じゃない。ま、生活が整うまではどうなるかと思ったがな。失望したか？」

「尊敬しますよ」

　僕はマリアロンドさんが漏らした思わぬ弱音に、感動していた。

　ミレットさんが僕と同じ野心を抱いているとするならば、マリアロンドさんは僕と同じ欲望を持っている。

　周囲にどんな風に見られるかなんて、どうでもいい。

　日々の当たり前の喜び。朝起きて、仲間や家族と共に食事を取り、そして当たり前に仕事をする。晴せい耕こう雨う読どくというほどのんびりしていなくてもいい。ただ、誰かを押しのけ、戦い、あるいは騙し合い、心を削る。そんな王族として、国を憂う者として戦うのは、面倒くさかった。衣食住が足りていない人から見れば恵まれたものだったかもしれない。

「尊敬？　嘘をつけ」

「僕は国から追放されたんです」

「ああ、知っている」

「こんなこと言ったら怒られると思うんですけどね。実は追放されてちょっとラッキーだなって思ってたんです」

　その言葉に、マリアロンドさんは驚きの表情を浮かべた。

「……奴隷になったのに、か？」

「ええ。国のために、王のために戦争をするよりも、数百人の飯の心配をしてる方が気楽ですよ。楽しいこともあります。甘い物や酒を作るって目標もできましたし」

「酒か。できたら分けてくれ」

「楽しみでしょう？　僕は平和に、楽しく暮らせるなら、それが一番なんです。巨万の富があっても、誰も彼も平伏させるほどの権力がなくても、当たり前に日々を暮らせないならば虚しいものです」

「王子様は権力に未練はないようだな」

　皮肉めいた口調だが、意外そうな顔でもなかった。

　僕もマリアロンドさんも、口元に微笑みを浮かべている。

　何となく空気が柔らかくなったところで、マリアロンドさんは唐突に話を切り出した。

「ところで、これは内緒の話なんだが」

「はい」

「レーア族が戦場で傭兵働きするのは、それが一番目的地に近道だったからなんだ。故郷の地に」

「レーア族の故郷ですか」

「すでに忘れ去られた話で審議も不確かなことだが……オレたちレーア族は、古代王国の末裔なんだ」

「古代王国の末裔？」

　……んん？

　何か最近似たような話を聞きましたよ？

「ま、そんなことを言われても信じがたいとは思うが」

「いや、信しん憑ぴょう性せいはありますよ。【魔獣狩り】という特殊なクラスを持っているんですから」

【魔獣狩り】というクラスの存在を、僕はよく知っている。

　このクラスはその名の通り、魔獣、そして魔獣を率いる【テイマー】をメタれるレアクラスなのだから。ただ単に強いというだけではない。様々な条件が揃い、真の実力を発揮すれば、防御に徹した僕とエーデルさえも危ういかもしれない。

　が、これは秘密だ。ローレンディア王国の、もはや王族さえ足を踏み入れることの稀まれな書庫の奥の奥のそのまた奥に保管されていた古文書で得た知識である。そこに【魔獣狩り】というクラスはどういうもので、どのように対策すべきかなどの研究結果が残されていた。

　どうやら古代王国時代にも今と同様【テイマー】がやたら強い時期があったらしく、そこで【魔獣狩り】というクラスが生まれて対抗したらしい。

　マリアロンドさんは恐らく、【魔獣狩り】は【テイマー】に多少優位に立てる程度の認識しかない。クラスの来歴や真の力を知っているかは少々怪しい。古代王国の末裔である、ということに若干半信半疑のようだし。

「マリアロンドさんも、失われた古代王国の地を求めているのですか？」

「そうだな、見つけられたらいいと思っている。戦場を求めて流浪する生活にも飽きた。この島から出られるようにもしたい……だが」

　マリアロンドさんが意味深に言葉を切った。

「だが？」

「ここも、そんなに悪くないんじゃないか？」

　その言葉に、僕にじんわりとした温かいものが広がる。

　この人と話せて良かった。

「良い土地にしたいですね」

「……ただ、ここで落ち着くためには解決しなければいけないものがある。相談がある」

　マリアロンドさんが、重々しい表情で僕に言った。

「相談？」

「ついてきてくれ」




　マリアロンドさんが僕を案内した先は、寝所であった。

　そこには十人の男女が寝ている。

　いや、寝かされていると言った方が適切だろう。

　意識を失っているというほどではないが、全員顔色が良くない。

「感染る病気ではないと思う。この子ら以外に同じ病気が出た人間はいない」

「いつからこうした状態に？」

「嵐の後だ」

「治癒魔法の使い手は？」

「彼女だ。……彼女を中心とした治療班全員が病に倒れた」

　マリアロンドさんが、寝ている女性を指さした。

　おそらく三十絡みといったところの、痩せた女性であった。この五人の中ではもっともつらそうで、見るからに顔が青い。

　ところでこの世界において、病気の脅威は地球より小さい。

　魔法があるからだ。

　何か体に異物を入れてしまった時の対処は解毒魔法で何とかなる。強力な毒であっても、強力な解毒があれば何とかなるというパワーゲームである。

　病気も同様で、病原菌やウイルスが感染した部位に治癒の魔法をかけることで回復してしまう。肺炎なども肺を治癒する魔法で何とかなってしまう。寄生虫だって、寄生した生物を殺す魔法さえある。

　例外はガンくらいのものだ。回復魔法をかけると却って進行してしまうので、ガンはもはやどうしようもない死病とされている。

　また例外ではない治せる病気だとしても、どうしようもない状況はある。

　たとえば、回復や解毒の魔法を使える者がいない時。

「うっ……族長、入ってはいけません……。感染るかもしれないんです」

　その時、十人のうちの一人が目を覚まし、体を起こそうとした。

「すぐに出る。無理をせず休んでいろ」

「いえ……。私が回復したらすぐに治します」

「わかった。それまで無理をするな」

　マリアロンドさんの言葉に、寝かされてる女性が気丈に微笑む。

　だがいかにもつらそうな状況だ。おそらく僕らがいると彼女たちも休めまいと思い、再び元の場所へと戻る。

　そして、マリアロンドさんと向き合って事実を告げた。

「……正直、僕の手には余ります」

「そうか……」

　マリアロンドさんは、落胆を隠さなかった。

　ちょっとした怪我や船酔い程度はともかく、本格的な病気の治療となると流石に力不足だ。申し訳ない。

「流石に僕のスキル程度では、あのような熱病は治せません。船員たちの中に病気治療ができる者かいないか聞いてみますが……」

「難しいだろうな」

「はい。一番確実なのは……」

「言うな、わかっている」

　バルディエ銃士団に頼る。

　それこそがもっとも正解だろう。

　傭兵団は総じて腕の良い医者を抱えている。雇われた軍団が「補給や治療は任せろ」と言っても額面通りに信用するわけにはいかないからだ。敗戦濃厚となれば傭兵などよりも自軍を優先するし、あるいは最初から反故にするつもりの口約束ということもある。だから傭兵団は、回復魔法や解毒魔法の使い手を大事にする。

「本人たちは、単純な水あたりだろうと言っている。実際、症状としてもその程度のものだ」

「川の水でも飲んだんですか？」

「ああ。川を越えようとした時に何人か溺れかかって、救助しようとして飲んでしまった。たまたま近くにいたのが治療班でな……」

　なるほど、それなら説明がつく。

　だが水あたりと言ってもそれが軽いか重いかなどはわからない。

　アニサキスみたいな寄生虫が悪さをしている可能性だってあるのだ。

　今のところそこまで重篤ではなさそうだし快方に向かう可能性の方が高いとは思うが、族長たるマリアロンドさんがそれに期待して良いかどうかはまた別の話だ。

「マリアロンドさん。やはりバルディエ銃士団のところに行きましょう」

「しかし……」

　当然、マリアロンドさんは難色を示した。

　まあさっき殴り込みに行ったところに平気な顔をして戻りましょう、というのは流石に面の皮が相当厚すぎる。

　こういう展開を予期していたならそもそも殴り込みをするなという話でもあるが、僕の身柄をバルディエ銃士団が押さえるのもまた非常にまずい。集団で襲いかからず、マリアロンドさんが単身で助けに来てくれたあたりが妥協ラインだったのだろう。

　大丈夫、それで正解ですよ。

　完全に関係が決裂してなきゃどうとでもなる。

「なにも、平身低頭で頭を下げてお願いに行きましょうというのではないんです。条件を聞き、相手が欲しがりそうなものををふっかけ、交渉をすれば良いのです」




　悪態。

　それはきっと彼女の武器だ。

　こうした交渉の場においては特技や特徴というものを超え、一種の威力をはらんでいる。

「へーえ、わたくしからの求婚を断って逃げるという恥辱を与えておいて、別の女のために頭を下げる、という訳ですわね」

　先ほど来た時の歓迎ムードはどこへやら、バルディエ銃士団のテントは怒りと敵意に満ちていた。

　鉛玉を一発も打たれることなくミレットさんに対面できたことは幸いだが、かといって彼らが銃を手放して迎えてくれたわけではない。

　ミレットさんは部屋の中央で椅子にかけ、足を組んで肘をつき、魅惑の微笑みをその美しい顔に湛えている。

　背中には痛いくらいに彼女の側近の視線を感じる。

　流石にマリアロンドさんも気圧されたのか、反論しかけて黙った。

　いつ鉛玉が飛んできてもおかしくはない。

「縄を持ち出して縛ろうとするのは愛の証明だったのですか？」

「ええ、もちろんでしてよ。気が変わって受け入れてくれるというのでしたら、考えないこともありませんわ」

　ほほう？

　意外と交渉の余地はありそうだ。

「解毒や治癒の専門家はおります。数多の戦場で損耗を防いだ熟練の者です。きっとお役に立つことでしょう」

　その言葉に、マリアロンドさんの陰鬱な顔がほんの少し明るくなった。

　が、ミレットさんは鋭い目で僕とマリアロンドさんを睨んだ。

「ですが、そんな甘い顔を見せるのが二度あるとは思わないことですわね。話を持ち帰るなどというぬるいことを言うなら」

　ばぁん、とミレットさんは指で鉄砲の真似をする。

　冗談でも何でもなく、撃つつもりだろう。レーア族が弱っているチャンスだ。回復の使い手と族長を全員殺せば、もはやレーア族は組織としての体さえ保てない。むしろこうした交渉の余地を示してくれているだけ優しいとさえ言える。

「では僕が結婚をすれば、ミレットさんは治癒魔法スキルを持った人の支援を約束してくださると？」

「そういうことよ、王子様。旦那様と呼んだ方が良いかしら？」

「ドキドキするのでそこはもうちょっと待ってください」

「待たされるのは苦手ですの。導火線の火が火薬に辿り着いてしまうわ」

「それは揺れる乙女心を詩的に表現したものであって物理的にその通りになるわけじゃありませんよね？」

「詩は自分で綴つづるより、いただく方が好きですわね。あなたは愛の詩を綴ってはくれませんの？」

　だがそれは本当に優しさなのだろうか。

「作詞に必要なのは豊かな感受性と、人や自然を見つめる観察眼です」

「ふうん？」

「少々不思議でした。状況としてはレーア族の方が切羽詰まっているのに、ミレットさんの方が迅速果断です」

「マリアロンド。あなた今、のろまって言われたのと同じですわよ」

「貴様……！」

　言葉尻で相手を煽あおるのやめてほしい。

　が、これは余裕の演出であり、話の矛先をずらそうとしている。

「僕を一刻も早く抑える必要があった」

「ええ。あなたはこの島では必要不可欠。迎えようとするのは当たり前でしてよ。そしてあなたもわたくしか、あるいはマリアロンドか、どちらかが必要なはず」

「はい。僕らだけでは開拓団キャンプを守ることも、潤沢な食料も得ることはできません」

「けどそれは、わたくしたちかレーア族のどちらか一方であれば良いはず。むしろ、両方のバランスを取り続ける方が苦労するのではありませんの？」

「そうはいきませんよ。一方が滅んでしまったら和睦の契約がなくなってしまいます。今、ミレットさんに付与されている強化が消えてなくなってしまいますよ」

　それこそが和睦の力だ。

　無制限な戦闘行為を禁じ平和をもたらす。

　そのかわりに力を与える。

　この告死島で強力な魔獣を物ともせず蹴散らすことができるのは、和睦の加護が大きく役立っているからのはずだ。

「そんな物騒なこと、するはずがないじゃありませんの」

　はぁやれやれとミレットさんは大仰に肩をすくめた。

　うっそだー、などと言うのはやめておいた。

「出しゃばることなく慎ましく暮らしてもらえるのであれば、何の文句もありませんわ」

「なるほど、それがお前の望みか。発言権もなく、ただ片隅で縮こまっていろと」

「それが平和であり秩序というものよ」

　マリアロンドさんが睨むが、ミレットさんは涼し気な顔でせせら笑う。

「なるほど、一理あります。強力な二大勢力が競い合うよりは、勝敗を決してしまった方が平和がもたらされる……という考えも確かにあるでしょう」

「お前……」

　マリアロンドさんがショックを受けたような顔で僕を見る。

　が、まだ話は終わってないのだ。ちょっと待ってて。

「ですが、今回のような無理をしないとバルディエ銃士団の方が逆に下の身分になっている可能性もある。違いますか？」

「何の話かしら？」

「鉄」

　僕の唐突な呟きに、ミレットさんが訝しげな顔をした。

「鉛なまり。硝しょう石せき。硫い黄おう。炉ろ。鍛か治じ場ば。図面。木型あるいは金型。切せっ削さく工こう具ぐ」

　指折り数える内に、ミレットさんの顔色が変わった。

「当たりました？」

「何で知っているのよ」

　戦国時代を舞台にした歴史ドラマで火縄銃のことが解説されていたのと、現代地球における製造業の知識でだいたい推測しました。とは流石に言えないのでごまかす。

「銃に興味があって調べたことがあるんです。錬金術とは結構相性が良さそうだったので。それに……僕がマリアロンドさんに確保された時、一発も銃弾が飛び込んでこなくて刃物だけで応戦していましたよね。節約しているのかな、と」

　銃というのは消耗品だ。

　弾丸や火薬だけではない。少なくとも「告死島から出るまでの十三年」という期間で考えた時、銃本体だって消耗品であると言える。材料を調達し、製作できる環境を整えなければならない。

　おそらく、スキルの力で銃を複製することはできるだろう。だがそれもいつかは先細りになる。剣士であれば剣の訓練をしなければスキルも錆さびる。僕もスキルを使わずに錬金術や化学実験をしないといけない。

　そしてバルディエ銃士団のリーダーたるミレットさんのメインのクラスは【銃鍛冶師】と【銃士】。おそらくミレットさんは、傭兵として集団戦法を鍛え上げるため、前者の方に重きを置いている。

「今言った中で足りていないのは、硫黄か硝石あたりではありませんか？」

　しかし【銃鍛冶師】は戦闘系クラスではなく生産系クラスだ。だと言うのに、バリバリに戦闘系クラスでまとまったレーア族と対を成せるほどに戦闘力が高い。器用さでは格段にバルディエ銃士団の方が上と言える。

　が、それは潤沢な資源があってこそだ。湯水の如く銃弾が使えるからこその優位性だ。それが失われた孤島においては、むしろレーア族の方が組織として強靭なのだ。しかも銃を作らなければ【銃鍛冶師】としての能力やスキルは錆び、そして団の活動自体がますます危うくなってしまう。

　ミレットさんはおそらくそれに気づいていたからこそ、迅速果断に行動した。

「それだけじゃありませんわ。あなたの交渉力がこちらに牙を向くのは嫌なのよ。あ、褒めてるわよ？」

　ミレットさんがウインクした。

　何ともチャーミングな敗北宣言であった。

　ここで僕は、話の矛先を変えた。

　マリアロンドさんを説得するターンだ。

「僕はなにもレーア族のためだけにここに来たわけではありません。ここで恩を売るのがお互いに利益となるはずです。マリアロンドさんも、窮地を助けられたとあれば認めざるをえませんでしょう。僕が物資をバルディエ銃士団に補給することを」

「む……」

「バルディエ銃士団は、器用ですよ。おそらく銃の製造や使用で起きる病気……肺に粉塵が溜まったり、眼病になったりした時の対策として、治癒魔法スキルの熟練者がいるはずです。鍛治系のスキルを持ってる人もいるでしょう」

　消耗品は銃だけではない。

　槍や剣もまたいずれ損耗していくことだろう。

　僕は糸や生地を生み出したり、塩などを作り出したりするのは得意だが、鉄を加工するとなると話は別だ。鉄に火入れをして硬くしたり、ある程度形状を変えたりする程度ならともかく、〝実用的な製品を作る〟までには至らない。そこはクラス【鍛冶師】や【研師】などの出番である。

　お互いに補うことができるはずだ。

「では改めて、話し合いをしましょうか」

　僕の言葉に、二人共仲良く苦笑を浮かべるのだった。










ウィーズリー王子の野心




　ローレンディア王国の王子は多い。

　タクトが十三男であり、リーネは八女だ。

　国王カーネージには正室、側室、その他多数の妾がおり、総勢三十人ほどの血を分けた子供らがいる。

　そして次代の王にもっとも近いと言われているのが長男のバイアンである。

　戦狼ブラッドウルフを使役し、一対一の戦いに限定するのであればカーネージ王さえも凌ぐと言われる猛者である。

　そのバイアンが、負けた。

　突然、属国の多くが反はん旗きを翻し、ローレンディア王国と敵対する国々と連合したのだ。

　その中心にいるのがガレアード聖王国の王子、アルゼス。カーネージ王に忠誠を誓い、王女リーネを嫁としてもらった男であった。カーネージの義息子であり、タクトやバイアンにとっては義兄弟にあたる人物だ。その男がバイアンと戦い勝利したことは、ローレンディア王国に衝撃をもたらした。

「あの筋肉野郎が負けちまうとはな。まったく困ったことになっちまった」

　ローレンディア王国第四王子ウィーズリーは、言葉とは裏腹に嬉しそうにくっくと笑った。

　痩せてはいるが、緩みとはまるで無縁の引き締まった体つき。肉食獣……というより、海に棲む巨大生物のような危うげな目つき。頭の左半分を剃り込み、右半分の赤髪を伸ばした奇怪な髪型。王子というよりは、侠きょう客かくといった風格の持ち主である。

　そして周囲にいる腹心たちも、王子に侍る者としては似つかわしくない野卑な笑みを浮かべる。

「不思議じゃありませんぜ。突撃しか脳のねえやつで、鳥の魔獣も魚の魔獣も馬鹿にしておりやした」

「まったくだ」

　げらげらと部屋に笑いが響き渡る。

　ここは、ローレンディア王国、ウィーズリー王子直属の青せい鱗りん騎き士し団だんが所持する砦だ。

　港町からやや外れた海岸線に位置するが、決して街から追い出されているわけではない。むしろ街の人々を寄せつけないためにある。騎士団専用の港、そして停泊する何艘もの船。物見台や灯台。防衛のための巨大なバリスタ。

　どれも威い風ふう堂どう々どうたるものだが、どれも青鱗騎士団団長ウィーズリーにとってはさして重要ではない。

　ウィーズリー王子、そして青鱗騎士団にとってもっとも重要なのは、彼らが使役する海棲型の魔獣たちだ。魔獣たちが寝泊まりする檻や、海辺の遊び場兼訓練場の方が、施設としてよほど大事であった。

　青鱗騎士団にとっての主戦場は、海だ。

　陸において誰が勝った、誰が負けたなどという話は興味の外だ。仮にローレンディア王国が敗北しようと、自分らは関係なく海で勝ち続けるという自負があった。むしろ幅を利かせている人間が減るのは好ましいとさえ思っていた。

「そ、そんなことが……」

　ウィーズリーの対面に、みすぼらしい中年の男が怯えて縮こまっていた。

　そして話を聞いて顔を青くし、今にもむせび泣きそうな有様だ。

「ま、タクトの脱走ごときに構ってるヒマはねえと思うぜ。おめえも当てが外れちまったんじゃねえか？　せっかく命からがら逃げおおせたって言うのによぉ。元、青鱗騎士団一等騎士レナン……いや、今は奴隷船長ダブラっつった方がいいのか？」

「ひ、ひいい……」

　みすぼらしい男の正体、それは航行中の奴隷船においてバルディエ銃士団とレーア族に倒された船長ダブラであった。

　ミレットとマリアロンドの攻撃に晒されて子飼いの魔獣クラーケンもろとも吹き飛ばされ、海の藻屑となった……はずであった。だが、クラーケンはダメージを負いながらも主人を守り、そして帰巣本能に任せてとある場所を目指した。

　それこそがここ、青鱗騎士団の砦であった。

「物資を横流しして、ツラぁごまかして逃げた野郎を連れもどしてくれたクラーケンには感謝しねえとなぁ。いやいや忠義者だぜ」

「はっ……はい……仰る通りで……！」

　平伏するダブラに、ウィーズリーがにたりと笑った。

「……で、お前はどう何だ？　忠義者なのか？　裏切り者なのか？　どっちだ？」

　ウィーズリーの側近が、ダブラの首に刃物を当てた。

　それだけでダブラの心は折れた。

　ウィーズリーは魔獣を愛し、尊重する。

　自分の魔獣だけではなく、手下の飼う魔獣も愛し、甲か斐い甲が斐いしく世話をする。

　だが、人間には厳しい。

　戦争となれば残虐で、周辺の海では海賊などよりもよほど恐れられている。いや、他国の領地や港であれば良心の呵か責しゃくなく獲物とみなすために、海賊との違いなどない。そして海賊さえもウィーズリーの獲物だ。歯向かうものは騎士だろうが賊だろうが苛烈に戦い、自分の手で拷問することさえも厭わない。

　それゆえに荒くれ者たちや海賊まがいの騎士からの信頼は厚い。

「しかしお前、俺の弟を運んでたんだよな？　あいつが何かやったんか？　それとクラーケンをどうやって呼び寄せた？　隠してる財産は？　横流しした相手は誰だ？　仲間はいるのか？」

「ひっ、ひい……！」

「ひいひい言ってんじゃねえ、さっさと喋りやがれこのクソ野郎が！」

　激昂したウィーズリーがダブラを蹴り飛ばした。

　しばらくウィーズリーにいたぶられたダブラは、ありったけの情報を吐き出した。

　どこか自分が助かるに足る情報はないかと必死に計算をしながら。

　そして、とある情報を話した時にウィーズリーの態度が変わった。

「【調停者】……？　タクトの野郎がそう言ったのか？」

「へ、へえ！　そしたら突然、バルディエ銃士団とレーア族がやたらと強化されて、クラーケンを一撃で倒しちまいやした……！」

「やるじゃねえかあの野郎。ナヨナヨしくさって好みじゃなかったが、確かに賢いやつだった。バイアンの野郎よりは警戒しとくべきだったな……おい、お前ら！　タクトの部下だった文官を締め上げてこい！　それとレアクラスの情報も調べろ！」

「へぇ、構いやせんが……全員ですか？」

　側近が曖昧にうなずいた。

「察しの悪い奴だな馬鹿野郎。聖王国の反乱。ありゃたぶんリーネが裏を引いてる」

「でしょうな」

　側近が、ウィーズリーの言葉にうなずいた。

「ついでに言えば、タクトが外交官どもと裏切らねえように調整してたんだよ。けどタクトがいなくなったからリーネも旦那を止める理由がなくなった。むしろ自分から旦那をけしかけた可能性もある……が、それだけじゃ説明がつかねえ」

「相当な強化がされてるそうですが……それがタクト王子の差し金だと？」

「かもしれねえ」

「いやしかし、タクト王子が追放されたのは一か月以上前ですよ。バフを与えるにしたって普通は効果時間が切れるでしょう」

「そうとも限らねえ。【調停者】ってクラスはおそらく交渉を得意とするレアクラスだ。条件や誓約をつけることで強い契約を結ぶ【テイマー】と似てるんだろう。となれば永続的なバフが発動するのも、アルゼスの野郎がバイアンに勝つのも、どっちにも説明がつく。違うか？」

「あ……！」

　側近が話を飲み込み、顔色を変えた。

「じゃあ、あの反ローレンディアの連合の首謀者は、タクト王子……？　こりゃ早く陛下に知らせねえと！」

「待て待て待て、そう焦るな」

「いやしかし王子。バイアン王子が死んで、次の王座は誰か争ってるところなんでしょう？　さっさとこの情報を教えて功績を上げた方が……」

「功績を上げる前に、多すぎるんだよ王子も王女も。つーか親父だって年甲斐もなく張り切りすぎだ。痛い目見た方がいいんだよ。……いいか、お前ら。ここからの話は誰にも漏らすんじゃねえぞ。騎士団以外の誰かに聞かれたら殺せ」

　ウィーズリーは顎に手を当て、にやりと笑う。

　側近たちの全員に緊張が走った。

　だが、次に放たれたウィーズリーの言葉に、側近たちの表情が一変した。

「反ローレンディア連合にはもうちょっと頑張ってもらおうじゃねえか。俺ぁ陸の土地にはあんまり興味はねえが、他の連中が王になるのも、反ローレンディアが幅を利かせて舐められるのもゴメンだ。ここらで国盗りといこうや」

「おおお！」

「やるしかねえな！」

「ウィーズリー王子万歳！」

　側近たちが快哉をあげた。

　自分らが支える王子の決意、それは自分自身の栄達を意味する。

　そうでなくとも彼らは、ウィーズリーの立身出世を望んでいる。海の魔獣を使役する【テイマー】は、ローレンディア本国においては決して主役にはなれない。

「このままの流れなら反ローレンディアは親父に勝つだろうさ。そのタイミングで俺たちぁタクトを叩いて、反ローレンディアのバフを消す。反ローレンディアと親父さえいなけりゃ俺たちの陸上戦力で十分に勝算はある。うまく行ったら王都はこっちに遷都だ」

　ローレンディアの戦争において、海の魔獣は主役にはなれない。この大陸における主戦場は陸だという、ごくごく単純な理由だ。

　だが、海の魔獣は陸の魔獣よりも大きくそして強力だ。

　その強さが評価されないことにウィーズリーは我慢がならなかった。

　そして自分の配下たちも、強さを持ちながらも自分のいた国や騎士団からはじき出された鼻つまみ者ややくざ者、あぶれ者ばかりである。

　血気盛んで、残酷で、横暴でありながらも、彼には「自分の魔獣、自分の身内は見捨てない」という美学があった。

　それゆえに側近たちはウィーズリーの野心を是とし、心の中であらためて忠誠を誓った。

　そして、この部屋にいる間抜けな裏切り者のようにはなるまいと恐怖を抱いた。

「……で、ダブラ。タクトはどこに行きやがった？　大陸の開拓地にゃ行ってねえようだが」

「へ、へえ。あの辺りですと……海流に飲み込まれて告死島に行った可能性が高いかと」

「告死島……。なるほどな。あそこなら追手はこねえ。運がいいやつだ。開拓地とは別の意味で手を出せねえ……普通ならな」

　ウィーズリーの言葉に、側近たちが邪悪な笑みを浮かべた。

　告死島は十数年に一度だけ海流が変化し、船での行き来が可能となる。それ以外の時期に船で行こうとしても海流に阻まれ、あるいは嵐に巻き込まれて海の藻屑になるだけである。

　だが、ウィーズリーたちはわざわざ海上を航行する必要などはない。クラーケンのように海の底を移動する魔獣や、海流など物ともせずに荒波を突き破る魔獣を数多く使役しているのだ。それらの魔獣に自分らを運ばせる手段も、彼らは当然持っていた。

「それじゃ方針が決まったところで作戦開始……って言いてえところだがよぉ。おめえら俺を舐めてんのか！」

　今まで嬉しそうに野心を語っていたウィーズリーが、突然表情を変えた。

　怒りと殺気が込められた罵声に、全員が緊張と困惑を抱く。

「な、何かご不満が……？」

　側近がおずおずと尋ねるが、ウィーズリーは「そんなこともわからねえのか馬鹿がよ」と舌打ちをする。

「俺ぁ騎士団以外の人間に知られたらブッ殺せっつったよな！　俺の目の前で間抜け面晒してるやつが生きてんのはどういうことだって聞いてんだよ！」

「へ……？」

　奴隷船長ダブラが、困惑しながら呟いた。

「しかもだ。こいつは禁を破った。モノと金を奪うのはいい。どんどんやれ。だが人を奪って奴隷にすることだけぁ禁止したよな。その時の処罰は何だ？　忘れたのかこのボンクラどもが！　てめえらの方が死にてえのか！」




　ダブラは、ウィーズリーの罵声が自分の死刑宣告と飲み込む間もなく、側近が抜き放った剣によって速やかに首を絶たれた。
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羊と防衛




　大成功した。

　と、思う。

　ただスキルでお互いを押さえつけるような契約ではなく、お互いに何を欲し、何を差し出せるのかを話し合った。そしてこの告死島で生きていくためには協調が必要なのだという意識を共有できた。バルディエ銃士団とレーア族が形だけ和睦していた時に比べて、格段に前進したと言えるだろう。

　だが、たくさんの宿題ができてしまった。条件が詰めきれていないところもある。考慮から漏れている部分もきっとある。

　だが契約において一番の問題は「結局相手を信用できるかどうか」に尽きる。

　ああ、もちろんそれはミレットさんとマリアロンドさんの間に横たわるものではない。あの二人はなんだかんだでお互いを信用している。実力のほどを認めているし、あからさまな嘘はつかないと見ている。

　お互いが若い女性でありながら組織の長であるという、似たような境遇なのだ。口に出すところはないが、悩みに共感するところはあるだろう。

　何より、僕は二人と胸襟を開いて話ができたと思う。二人は……というより僕らは、闇雲な勢力拡大や過大な栄誉や金銭を求めているわけではない。ただ、安住の地を求めたいだけだ。

　そしてこの告死島を開拓して戦争とは無縁の平和な土地を作ることに、異論はない。話し合いが成功したのも、それに寄るところが大きい。

　だがその周囲の側近たちが納得するか、相手方を信用できるかは、また別の話だ。少しずつ、日常生活を送りながらも、軋轢が出ないようにトラブルを潰していかなければならない。

「何とも損なお仕事やなぁ」

「自分でもそう思う時はありますね」

「あてには逆立ちしたって無理ですわな。こうやって空を眺めてるのが一番」

「それはそれで才能が要ると思うんですけどね」

　今、僕はフォルティエさんの観測所の櫓の上にいた。

　誰も見られないので昼寝にはもってこいである。エーデルも心地良いのか、珍しく僕とフォルティエさん二人分が寝っ転がれるよう羊毛をばふんと展開してくれた。

　ついでに言うと、この子は意外に口が固い。また観測所は神聖な魔力が立ち込めていて、ツルギくんとカガミさんのスキルでも聞きにくいようだ。秘密の話をするにはもってこいであった。

「しかし旦那はんも悪いお人やなぁ」

「そう？」

「旦那はんだけ外とやり取りできるなんて知ったら、ミレットはんもマリアロンドはんも怒るんちゃいます？」

「怒るでしょうね。ただこればっかりは制限も大きいですし、やり取りする相手も限定されます。いつでも気軽に使えるならば暴露もできるんですけどね」

「まあ確かに、知らん方が平和ではありますけども」

「で、来た？」

　フォルティエさんがにやりと笑い、櫓に置いてある犬小屋よりも小さな小屋の扉を開けた。

　くるっぽう、とシュールな鳴き声と共に、僕の懐にやってくる。

「よーし、いい子ですよ……。今日もちゃんと届けてくれましたね。えらいぞ」

　栗粉や豆を挽いたものを餌として与えると、鳩は嬉しそうについばむ。

　これは、リーネ姉さんの秘蔵の伝書鳩である。

　ごく普通の伝書鳩に見えるが、体力や隠密性、そして正確さにおいては通常の鳩の数倍はある。何より、普通の伝書鳩は帰巣本能に従って自分の巣や家に帰るだけだが、この鳩は天候魔法の一つである信号魔法を利用して様々な場所へと手紙を運ぶことができる。僕が天候観測所を作った理由の一つでもある。

　ともあれ、頭の中で思い描いていたことがうまく運んでいるという確かな実感があった。

　それが、粉々に打ち砕かれた。

「あっちゃあ……これはまずい……」

「ど、どうしはったん？」

　フォルティエさんが珍しく慌てて心配してくれた。

　いや、珍しいのは僕だろう。常に僕は余裕ある表情を意識してきた。船が難破しそうになっても、嵐が来ても、あるいは求婚されても、それが顔に出ないようにしてきたつもりだ。

　だが、こればかりは少々ショックだ。

　フォルティエさん以外に見せられる顔ではない。

「ローレンディアが戦争で負けて、領土をかなり取られたようです。いや、奪った土地ですから取り戻されたと言うべきか」

「あらまあ……でも今は遠くの出来事ですさかい、こっちには関係ないんとちゃいます？」

「それが、どうやら親父殿が引退する雰囲気を出してます。次期王と目されていたバイアン王子も倒されて、王位を巡る水面下での戦いが本格化しそうです。加えて、僕が色々と水面下で進めていたことも露見したっぽく……」

「つまるところ？」

「兄弟の中で一番やばい人が、僕を殺しにやってきます」

　フォルティエがきょとんとして尋ね返した。

「でも、頼れる姉さん方がおりますやろ。ああ、あてのことちゃいますよ。あては戦いなんてからっきし」

「いや、流石にこれに巻き込むのは申し訳ないと言いますか……」

　今まで僕らが対応してきたトラブルとは訳が違う。

　こればかりは僕自身のプライベートな問題であり、脅威度も段違いに高い。

「はぁ。なにを悩んでるのか知りまへんが、とにかく相談した方がええんちゃいます？　黙ってるのが一番良くないですやろ」

　えいえいとフォルティエさんが僕のほっぺたをつつく。

　伝でん書しょ鳩ばとも真似をして僕をつつく。

　くちばしが微妙に痛い。

　その痛さは、迫りくる現実を直視しなさいと叱ってくるようだった。




　フォルティエさんの助言に従い、緊急首脳会談を行うことにした。

　と言っても、開拓団側のテント内に椅子とテーブルを並べただけの簡素な会議室で、お茶と菓子を摘まみながら喋るという大変アットホームなものなのだが。

　ちなみにお茶はタンポポ茶だ。タンポポの根をよく洗って乾燥させて煮出すことででき上がる。味わいはコーヒーのような感じだ。カフェインはないので妊婦やお子様でも安心である。

　お茶請けは木の実クッキー。栗や胡くる桃み、その他、山で採れた雑穀をあく抜きして粉にしたものを硬く焼き上げたものだ。自然な甘味は美味しいのだがそろそろ精製した砂糖の甘味が欲しい。

「聖王国が中心となって反ローレンディア連合を結成。その流れは分かるが、まさかバイアン王子を倒すほどだとはな……」

「アルゼス王子が中心となっているという話でしたわね？　彼のクラスは騎士の上位クラス、鉄騎兵。あれでバイアン王子を撃破するとは驚きですわね……」

　ミレットさんもマリアロンドさんも、戦争の情勢や大陸における実力者の名前は把握しているらしく、僕が端的に伝えただけで状況の異常さがすぐに伝わったようだ。そして、当然の疑問が出てきた。

「今まで誰も倒せなかったバイアン王子とその魔獣を、戦闘力で劣るはずのアルゼス王子が倒した。何か裏があるな」

「反ローレンディア連合が結ばれたのも気になりますわね。確かにローレンディアに辛酸を舐めさせられてきた国ばかりではありますが、彼ら同士での諍いや戦争もあったはず。裏切りや内部崩壊を防ぐなにかがあった……と見るべきですわ」

　そして疑惑の目の矛先は、僕であった。

　勘のいいお姉さんは好きですか。僕は好きです。

「いや、まあ、ご想像の通りです。とはいえ成り行きに任せた結果でもありますが」

「これだけの世界的な陰謀を、成り行きで？」

　ミレットさんが「マジか」みたいな顔をしている。

「まず僕の王子……元王子としての立場から言うと、親父殿が大陸を平定するならするで構いませんでした。誰かが勝者になったならば、その後の平和を保つのは後進の仕事。そこで僕や文官たちが力を発揮して平和な国造りができるのであれば、それもまた良しかなと」

「だが、そうはならなかった」

　マリアロンドさんが重々しく言葉を放つ。

　僕は静かにうなずいた。

「結果として僕は冷遇されました。それだけなら良かったのですが、文官軽視、奪った土地の安堵に興味を持つ者は少なく、次の報奨となる土地や恩賞を求め、次なる王座が誰かに腐心する。はっきり言ってこれはまずいな、と。親父殿が勝ちを続けても、十年後、二十年後はどうなるか怪しい。だったらもう、義兄にこの大陸の平和をお任せした方が良いかと思いまして」

「思いまして、で国家情勢を左右するの怖いのですけれど」

「言葉が軽い。もっと重々しく言ってくれ」

　あ、本気でドン引きされてる。

　ちょっと傷つくんですけど。

「ともかく、わたくしたちと同じように各国の重鎮に和睦の調印をさせた……という訳ですわね。よくもまあ取りまとめられましたわね……」

「僕がやったのは契約書の用意とスキル発動くらいですね。具体的に交渉を取りまとめたのはリーネ姉さんとアルゼス義兄さんの力ですし」

　調印したのは義兄アルゼスの他に、大燕帝国第一皇子燕火眼、ヴェスピオ連合国盟主ゴルドバン、サグメナ公国首相ルイード、魔導王国ヴェラード女王ヴィネシャム。

　性別、年齢、民族や文化がまったく違い、しかもこれまで何度か戦争をしたこともある国の首脳同士をまとめるのは凄まじく大変であった。

　僕が担当したのはルイード首相とヴィネシャム女王だけだったが、二人とも「まあこのままローレンディアに支配されるのはつらいな」「同盟内で裏切りを心配しなくていいのは助かる」という危機感とメリットをすぐに共有できたので、相当スムーズに話がまとまった。

　だが燕火眼とゴルドバンは非常に険悪だった。隣接する国同士で領土問題や賠償問題など様々な事情や軋轢があり、王族や重鎮以上にお互いに国民感情が非常に悪い。ここを水面下で取りまとめたリーネ姉さんの交渉力はちょっとおかしい。怖い。

　リーネ姉さんは明めい晰せきであるだけではなく、実のところとんでもない人たらしだ。ローレンディアの文化に染まりきってリーネ姉さんに敵対しなくて本当良かった。彼女には幼少期に地球由来の知識をぽんぽん与えていたのだが、今になって思うと怪物を育てていたようなものだと思う。

「ま、ともあれローレンディアは今までより相当規模を小さくするでしょう。均衡状態による平和が数十年……うまく行けば百年以上続きます」

「それはお前が生きている限り、という話だろう？」

「あ、わかります？」

「契約を保証する人間やスキルが失われたら効力は消える」

「ええ。ですので追放されて開拓地に送られることは、実は都合が良かったんです。大陸からはあまりに遠すぎて暗殺者さえ簡単に送り込めませんから。そして紆う余よ曲きょく折せつあって、開拓地ではなくこの島にいる訳です」

　バフというものは、付与した術者の力に大きく依存する。

　戦う者と付与する者に別れて協力することで、一人一人が個別に戦うことでは得られない大きな力を持つことができるが、逆に言えば狙うべき弱点というものが誰にでも分かる。僕が和睦スキルで用意した契約書に調印しても、発動タイミングは僕が「決して狙われない安全な場所にいること」という条件がついていた。

　非常に皮肉な話だが、親父殿がローレンディアの未来を思って僕を追放したことが、逆に自分自身とローレンディアを追い詰めてしまった。

「ともあれ、種明かしはそんなところです。それじゃ次の議題に…‥‥」

「待った。大事なことを話していませんわよ。その手紙、どうやって手に入れたんですの？　まさか時空操作や瞬間移動のような神霊じみたスキルを持っているわけではないでしょう？」

　時空操作とは、この世界に降り立った神々のみが使えたと言われるスキルだ。

　当然、人間の身で使うことはできないし、実例を見たものなど生きている人間はいないだろう。

　だが、存在そのものを疑う者は少ない。劣化版のスキルならば普通の人間でも使えるからだ。

　それは、アイテムボックスやウェポンボックスだ。

「そんな高度なスキルではありませんよ。【テイマー】の応用です」

「……まさか、伝書鳩のように魔獣に運ばせたのか？」

　伝書鳩そのものですけどね。

　ただの鳩と思わないのも道理ではある。海を横断して告死島に辿り着くなど、強靭な鳥の魔獣でもない限り不可能と思うだろう。だが実際は知力体力隠密性能を鍛え上げた、ただの鳩である。

　というか、手紙を送る以外のこともおそらく可能だ。野良の鳩やカラスかと思いきや姉さんの放ったスパイだという可能性はある。様々な国際情勢を把握して交渉を有利に進めたり、僕に迫っている危機を察知できたりするのは、そういう能力がないと説明できない。

　今回のウィーズリー王子の件も、ただ来るという情報のみならず、大雑把な魔獣の数やウィーズリー王子の得意技など、喉から手が出るほどに欲しい情報が手紙に書かれていた。

　しかし手紙の情報はともかく、伝書鳩の性能については話せない。

　フォルティエさんのように秘密を共有するコンサルタントではなく彼女らは同盟相手だし、姉さんの力を提供できる訳でもない。何より姉さんの立場が危うくなる可能性もある。

「すみません。言えません。ただ僕の都合で便利に何度も使えるものではない……とだけ言わせてください。可能だったらもっといろんな情報のやりとりを密にしていますが、そういう訳にもいかないんです」

「まあ……そんな便利な通信網があるならお高いのでしょうしね」

「それもありますし、海の警戒網が格段に上がりました」

「警戒網？」

　僕の言葉に、マリアロンドさんが不穏なものを察知したようだ。

「……ここからが本題です。前置きが長くてすみません」

「本題？　大陸の事情を共有できたのは助かるが、あまり関係ないだろう。まだまだ我々はここから出られないし、大陸側も容易にこちらには来られまい」

「こちらから出ることは難しくとも、敵がこちらに来ることはできるんです。僕が反ローレンディア同盟の要であることが、兄のウィーズリー王子にバレました」

　その言葉に、二人がひどく顔をしかめた。

「あの海賊王子か」

「一番嫌な名前が出てきましたわね……」

　ウィーズリー王子。

　海の仕事をする者で彼の名を知らない者はいないだろう。ローレンディア以外の海に面している国すべてで蛇だ蝎かつのごとく嫌われている。

　長兄バイアンを筆頭に、他の王子は何だかんだで戦場の名誉や体面を気にして、苛烈な戦争を好んでも一線を越えた非道には至らないことが多い。戦勝後の交渉でうっかりキツすぎる条件をつけたりぼったくりすぎたり、無知ゆえの無自覚な非道はやらかしがちだが、戦争以外では一応、体面というものを意識している。

　そんな王子たちがいる中で、ウィーズリー王子の行動原理は戦争状態ではない平時でさえヤクザそのものだ。外国の商船は躊躇なく襲う。ローレンディアの船であれば海の魔獣から助けたりもするが、そのかわり積荷と金と人員を奪ったりもする。魔獣の訓練と称して、子飼いの海の魔獣を連れて外国の港に喧嘩をふっかけたりもする。

　そして、そんな荒っぽさがありながらも実に計算高い。略奪をする時の引き際は鮮やかで、問題を起こすと厄介になる豪商の船はあえて狙わず護衛料を徴収するのみ。法的な問題や素行の悪さが指摘されても、金と暴力をちらつかせつつ言葉巧みに切り抜けてきた。

　だがもっとも恐ろしいのは、海上戦力という意味では大陸最強と言って良いことだ。マリアロンドさんとミレットさんが二人がかりで倒したクラーケンの軍団を組織している。その他にもデスシャークなどの強力な海の魔獣を数多く使役している。

　ここが大陸ではなくもっと小さな島国や群島であったとしたら、ウィーズリーは名実共に最強であっただろう。

「……無理ね。確かにわたくしたちは強くなりました。個々の強さで負けるとは言いませんが、物量はウィーズリー王子が圧倒的に上でしょう」

「そうだな」

　ミレットさんもマリアロンドさんも、やれやれと溜め息をつく。

「拠点を移そう。このまま島の内陸側を探索すべきだ」

「馬鹿ね。奥に行けば行くほど強い魔獣が出るのをお忘れ？　わたくしたちでも勝てない魔獣が出る可能性だって低くはないですのよ。わたくしやあなたでしたら生き残ることができても、非戦闘員がついていけるはずないじゃありませんの」

「だったらお前こそ建設的なことを考えろ！」

「籠ろう城じょうですわね。海を跨いでの遠征なら時間も資源も限られるはずでしてよ」

「籠城？　城や砦をこれから作るというのか？　石も鉄も満足に手に入らないんだぞ。木材しかないのだから火を放たれたら一巻の終わりではないか」

「それをこれから考えれば良い話ですわ！」

　僕そっちのけで二人は喧けん々けん諤がく々がくの議論を始めた。

　一方がアイディアを出せば、一方が舌ぜっ鋒ぽう鋭く不備を指摘する。

　僕そっちのけで議論に夢中だが、どうしても言わなければいけないことがあった。

「ええと……一応言っておきますが、ウィーズリーの狙いは僕だけですよ。僕を差し出せば丸く収まる可能性もあります」

「あ？」

「は？」

　その言葉に、二人がきょとんとした。

　マリアロンドさんはやれやれと露骨に肩をすくめ、ミレットさんは嘲笑の笑みを浮かべる。

「オレは傭兵だ。売り物は暴力。戦況は見極めるし敗戦濃厚となれば雇い主に撤退を進言するとも。だが最初から裏切って逃げるつもりの者は傭兵ではない。ただの臆病者だ」

「あなたを差し出せばわたくしたちは助かる？　あの悪名高い海賊王子がそんな行儀良いとお思いかしら？　わたくしたちやレーア族はもちろん、スキル持ちの平民や星見教団の巫女までいるんですわよ。舌なめずりして全員奴隷にしようと目論むに決まってるでしょう？」

「そもそもここは、オレたちが開拓した土地、オレたちの領土なのだぞ。そこに襲いかかってくるならば全力で迎え撃つのが礼儀というものだ」

「あらマリアロンド、珍しく気が合いますわね」

　……まいったな。

　どうやら二人共、引く気はないようだ。

「奴隷船から逃げて以来の付き合いじゃないか。あまり寂しいことを言うな。ごちゃごちゃしたことを考える前にもっと素直になれ」

「こういう時はあなたの愛しい婚約者を頼っておきなさい。海賊を倒した後に、海が見えるレストランでプロポーズしてくれたらそれで十分ですわ」

　半分冗談で、そんなことを言われた。

　顔が赤くなる。恥ずかしい。

「何か……ありがとうございます」

「珍しく照れているじゃないか、少年」

「動じない普段の王子よりも、そっちの方が年相応でしてよ。まだまだお子様ね」

「いえ、その……」

　二人共、僕が動揺するのを見て仲良くくっくと笑っている。

　いや、艶めいたことを言われたのが恥ずかしいというより、嬉しい。

　恥ずかしいのは、僕自身が損得勘定ばかりで彼女たちと話をしていたことだ。

　交渉以外の話をあまりしてこなかった。

　いや、日常生活の当たり前の会話でさえ交渉のように捉えていた。

　それは決して悪いことではなかったと思う。みんな余裕がなかった。自分はみんなの利益を代弁しなければならず、それはここにいる二人も同じだ。意図的に敵対を避け、利益を掲げて「仲良くしましょう」と主張した。

　だから「ごちゃごちゃと考えるな」と言われたのは、虚を突かれたような気分だった。

「あたくしの魅力に今更気づいたなら、態度で示してくれてもよろしくてよ」

「少年はお前のあざとさなど承知してるだろうよ」

　もちろん、恋愛感情や恋人として扱ってくれたなどと思っているわけじゃない。だが、部族や組織の長が、友情や仁義といったもので重要な決断をするはずがないと、心の中で思っていた気がする。

「魅力的ですよ。お二人共、そこらの舞踏会でさえ目にすることはできないでしょう」

「この女と並べられるのは不快ですけど、ま、良いでしょう」

「こっちの台詞だ」

　二人の皮肉や悪口の応酬も、出会った頃のような殺伐さが薄れてきた。

　いろいろあったが、ここまで来られて良かった。

「……マリアロンドさん。ミレットさん。助けてください」

「ああ」

「よろしくてよ」

「つきましては、ちょっとしたアイディアがあるのですが」

　その言葉に、二人はきょとんとした。

　だが具体的な話を進めるうちに、二人は何とも嫌そうな顔を浮かべた。

　申し訳ないが、助けに応じてくれた以上はできる限りのことをやってもらう。

　僕の思いついた作戦は、感情的な話はともかく、絶対に有効であると言えるものだ。

「……やっぱりあなた、性格が悪いわね」

「まったくだ」

　二人共、渋面を浮かべていた。

　無茶な注文をまたしてしまったな。

「すみません、性分なので」




　二週間後のことだった。

　海がざわついている。

　空模様以外の理由で近海で何かが起きており、フォルティエさんは慌てふためいていた。

「めっ……ちゃめちゃ、気持ち悪いです。おえっ」

「すみません、もうちょっと頑張ってください」

　ここは告死島のとある山やま端はしに急きゅう遽きょ建設した、第二観測所だ。

　と言っても、最初に作った観測所と同じく、お祭りで作られる櫓のような簡素なものである。物見台といった方が適切だろう。

　そこでフォルティエが目を回していた。

　星見教団の教徒や巫女は、人為的なスキルや魔法によって天変地異を起こされるのを嫌う。通常とは違う動きのため非常に読みにくく、外してしまうことが多い。それをあえて捉えようとするのは非常に難しい。

　門外漢にはわかりにくいが、現実に起きた事象が理論や予測から外れていて〝気持ち悪い〟という感覚を覚えるらしい。プログラマーみたいだな。

　だがしかし、これが意味するものは気持ち悪いだけではすまない話だ。数百人の命がかかっているので、申し訳ないが頑張ってもらう。

「あー気分悪。低気圧よりひどいですわほんまに」

「で、実際どうなってる感じですか？」

「海の魔獣が寄せ集まって、何かやらしい儀式してる感じですわ。あーもう、先の予測がごちゃごちゃになるし頭がぐわんぐわんするし、ほんっとやめてほしいんやけど……」

「その儀式は何を呼び寄せますか？」

「……台風と津波。このままだと三日後に島に上陸しますわ。先に津波が来て、半日くらいして嵐が島を斜めにぶつかってくる感じかと」

「一番嫌な当て方してきますね。手慣れてる」

　我が悪辣なる兄ウィーズリー王子のやり方は、非常にシンプルな思考だ。

　彼とその部下たちは、海の魔獣を使役している。彼らが陸で戦うためにはどうすれば良いか。

　海にしてしまえば良い。

　ニ十メートルの高さの荒波を海岸にぶつけ、間髪入れずに大雨と暴風を流し込む。そうすれば数日間は砂浜は海底となる。クラーケンなどの軟体動物型の魔獣は縦じゅう横おう無む尽じんに活躍できるだろう。もちろんそれでも高さの制限はあるが、海岸そのものにダメージを与えられる時点で威力は凄まじい。ここがキャンプではなく整備された港町であったならば、この一当てで一巻の終わりだっただろう。

　流石にここまで乱暴で豪快な戦術を取るのは告死島が無人島で僕ら以外に住民がいないからだろうけど、あえて言わせてほしい。

「あいつ頭おかしいんじゃねえの？」

「おや、珍しく口が悪うなっとります」

「悪くもなりますよ。あーあー、めちゃくちゃですよこれ……」

「きっちり避難しといて助かりましたなぁ。恐ろし恐ろし」

　ウィーズリー王子が襲来するとわかって、僕らはすぐに行動を開始した。

　それは、避難と訓練だ。

　避難訓練ではない。

　本番の避難と、戦闘のための訓練である。

「おいタクト。どうなんだ？」

「そうよ！　どうなのよ！」

　ツルギくんとカガミさんが僕を問い詰める。別に二人は焦ってる訳でも怒っている訳でもないと最近ようやく分かった。単にせっかちなだけなのだ。

「予定通りですよ。これから来る嵐については、前に来た時よりも楽に対処できるでしょう。以前の嵐のおかげで地すべりのなさそうなところは把握できましたしね。お二人は何か異常を感じたりしました？」

「ない。鳥がちょっと多いくらいか」

「海の魔獣が近づく感じはしないわね」

「よし、予定通りです」

　避難は滞りなく進んだ。

　ウィーズリー王子の子飼いの魔獣の数を予測し、そこから津波の到達する高さを予測し、避難先を設定。ミレットさんとマリアロンドさんが主体となって、避難先の山岳部の魔獣を掃討。そして船長代理を中心にキャンプを設営という流れだ。

　津波の到達を見届けた後、僕はフォルティエさんたちと共に新たなキャンプに戻った。

　山に住む魔獣に立ち去ってもらい、木を伐採するというＳＤＧｓに喧嘩を売るような開拓をしてしまったが、こればかりは生存競争なので許してほしい。

「おせーよリーダー！　助けてくれ！」

　帰ってくるなり、船長代理のエリックさんが悲鳴をあげていた。

「どうしました？」

「エーデルがご機嫌斜めだ。糸を出してくれねえ」

「あらまあ」

　木を伐採して作った広場の中央で、エーデルがでんと座っている。

　その周囲に綺麗所の女や綺麗所の男がエーデルの毛を梳いたり、水や草を与えたりとご機嫌を取っている。

「どうしましたエーデル。疲れましたか？」

「めぇ！」

「あー。働きすぎだから適度にみんな休憩しろ、と」

「めぇ」

「それであなたが王様気分で休んでどうするんですか。その姿を見習えと？」

「めえ！」

　えっへんと胸を張るようにエーデルがうなずいた。

　確かに、エーデルの言う通りでもある。これ以上気を揉んでも仕方ない。計画が滞りなく進んでいるのであれば、プラスアルファを求める気持ちはよく分かる。相手は自然災害を操る、海で最強の男だ。どれだけ準備しても、足りないかもしれないという不安に駆られる。

　前に嵐に遭遇した時、事態の危険度を察知したのはおそらく僕とフォルティエさんくらいのものだった。元船員たちはある程度危機感を共有してくれたが、どちらかというと〝僕が倒れるとまずい〟という危機感の方が大きかっただろう。陸上で嵐に遭うという事態をリアルに想像できた人は少ない。

　だが今回は、元船員たちのような海の人間たちであれば誰でも知る恐ろしい津波、一度経験した嵐、そしてウィーズリー王子という恐怖のネームバリュー。全員が疲労を無視してでも積極的になる理由はいくらでも揃っている。

「今回は僕以外が働きすぎですね。一時間休憩を入れて、そこから気を引き締めてやりましょう」

「で、でも……大丈夫かしら？」

　おずおずと質問したのはラーベさんだ。エーデルはラーベさんに毛を刈ってもらったり梳いてもらったりするのが好きらしく、よく懐いている。ラーベさんもエーデルの毛のみならずエーデルそのものも嫌いではないのか、よく面倒を見てくれていた。僕が忙しい時にいちゃいちゃして大変ずるい。
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「ここは地盤がしっかりしていて地すべりが起きないことは確認できています。前回の嵐の痕跡もまるでないですし山そのものの保水力が非常に高いので、テント設営もそこまで過剰にやらずとも大丈夫です。安心して」

「そ、そう？」

「むしろいつも通りにしましょう。明日の本番も、この調子ならまったく問題ありません」

　そこに、船長代理が不安そうな声で尋ねた。

「大丈夫なんだな？　ウィーズリー王子は半端じゃねえ。海では百戦百勝の化け物だ」

「ええ。これが海上であったならば僕もお手上げですよ。しかしここはすでに僕らのホームグラウンド。死地に足を踏み入れるのは彼らです」

　自分で言っておいてなんだが、流石にこれは大言壮語である。

　正直ちょっと博打だ。だが勝算がないというのも嘘だし自信はある。今更そういう不確定要素を言っても仕方がないのだ。できるだけの不安要素は潰した。もはや全員、自分のコンディションを整える方が大事だ。

「よ、よし……！　頼んだぜ……！」

「ところで、バルディエ銃士団とレーア族はどうですか？」

「あー……うん、まあ、大丈夫だろうよ」

「問題がありますと言わんばかりの表情で言われても」

　僕の言葉に、エリックさんが肩をすくめた。

「タクトよ。そりゃ、あいつらに連携して戦えって言うお前さんが無茶だぜ。最初からわかってんだろ？」

「ええ。でもそれこそが絶大な力を発揮します」

「だったらちょっと殴り合いが起きるくらいは計算のうちだろ。多少の揉めごとの範囲内って意味なら『まあ大丈夫』としか言えねえんだよ。失敗してどうしようもねえとか、やる気がねえとか、そういうのはねえな。あいつらに負けてらんねえって感じの喧嘩だから大丈夫と思うぜ」

　今、バルディエ銃士団とレーア族は、作戦の要となる必殺技を訓練してもらっている。

　テント設営は非戦闘員に任せて、最後の調整中だ。もはやあれこれと言うこともあるまい。

「良かった。じゃ、安心ですね。こっちは枕を高くして寝ましょう。明日のために」

　そして、決戦は刻一刻と近づいてきていた。
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　暴風。

　高波。

　豪雨。

　ウィーズリー王子の必勝の策に打ち勝った者は誰一人としていない。

　それはただ単に環境を利用しているだけではない。ウィーズリー王子はテイマースキルを持つ部下たちを完全に掌握し、そして部下のテイマーを通して海の魔獣たちに一糸乱れぬ行動をさせるという確かな実力に裏打ちされたものだからだ。

　今、告死島の近海に、百匹のクラーケンが集合している。それ以外にも、一時的な飛行を可能として陸上生物からも恐れられる大鮫、デスシャークが十匹。絶対の防御力を誇る巨大亀、フォートレスタートルが五匹。テイマー以外の千の兵も、魔獣に牽引された船の上に控えている。魔獣の強力さを考えれば、一都市どころか一国に戦争を仕掛けることのできる凶悪な布陣である。

　今、ウィーズリー王子はフォートレスタートルの甲羅の上に築いた陣地の椅子にかけ、油断なく告死島を睨みつけていた。

「そろそろ攻めるか」

「戦争になるほどの戦力が残ってるとも思えやせんが。あのおしゃべりの腑抜け、タクト王子でしょう？」

「かろうじて戦えるのはレーア族とバルディエ銃士団だけって話ですぜ。クラーケン一匹倒すのに苦労する程度の腕前じゃ、恐れるこたぁねえでしょう」

「銃とかいう珍妙な武器を使ってるようじゃたかが知れてますぜ」

「レーア族も槍を突くばっかりで能なしって話だ」

　側近たちが嘲笑する。

　だがそれにウィーズリー王子は鉄拳と叱責を与えた。

「馬鹿野郎！　相手を舐めてかかるんじゃねえ！」

「へ、へいっ！　すいやせん！」

「腑抜けかもしれねえが隠し玉は持ってるかもしれねえ。あのレーア族とバルディエ銃士団もいる。いいか、遊ぼうと思うんじゃねえ。本気でやれ。野郎ども！　進軍開始だ！」

　ウィーズリー王子の声が海原に響き渡り、兵士たちもそれに応えるように蛮声を上げた。

　海の魔獣たちが大地を蹂躙すべく海を征く。

　津波と豪雨によって浜辺は完全に水没しており、平原であった場所には大きな川が生まれ、わずかに残った大地も湿地と化している。水分が充満し、クラーケンやデスシャーク、フォートレスタートルが告死島を蹂躙する……かに見えた。

「グロロロロロ……！」

「ゴアアアー!!」

　その時、島の奥の方から思いもよらぬ咆ほう哮こうが鳴り響いた。

　木をなぎ倒し、土煙を上げ、怒涛の勢いで何かが近づいてくる。

「なっ……キングオックスだと……！」

「イビルプラントの群れだ！　どうなってやがる!?」

「くそっ、応戦しろ！」

　島の内部から湧き出た魔獣が、次々と海の魔獣に襲いかかってくる。

「もしかして、島の魔獣を刺激しちまったんじゃ……。告死島の魔獣はやたら強いって噂ですし……」

「馬鹿野郎！　今までこんなことはなかっただろうが！　大体、魔獣の巣や住処ごと流したならこっちに反撃する余裕なんざあるはずねえだろう！」

「あっ」

　ウィーズリー王子の言葉に、側近がすぐに我に返った。

　側近が冷静に考えをまとめる前に、ウィーズリー王子がすぐに予測を立て始める。

「……そう。事前に魔獣を手懐けて避難させた奴がいるんだ。そうでもねえと考えられねえ」

「し、しかし、テイマースキルじゃそう何匹も使役できるもんじゃありやせんぜ」

「からくりはどうでもいい。とにかく陸の魔獣ごときに負けてんじゃねえ。前線を立て直すぞ」

「へいっ！」

　ウィーズリー王子が冷静に指示を飛ばす。

　そもそもウィーズリー王子はこの島に長居する気はなかった。目標を達成したらすぐさま帰投するつもりだったのだ。

　この作戦は電撃的に勝利を挙げることに意味がある。最初に魔獣どもの魔力を大胆に消費させて、上陸してからの攻撃の時間を短くすることこそ肝心であった。力を出し惜しみして長期戦にもつれ込んだ時、補給の限られているウィーズリー王子側が不利になりかねない。

　だが、上陸してから三十分ほど経ったが、未だに作戦目標を達成できていない。魔獣同士の戦いに膠こう着ちゃく状態が訪れた。

「まさか、読んでやがったのか……？　攻めてくることだけじゃねえ。こっちの情報が」

　そう思った瞬間のことだった。

　雷鳴のような音と光が、戦場に響き渡った。

「何だ!?」

　ウィーズリー王子が、その音の発生源を探す。

　だがそれよりも先に異変が起きた。

　クラーケンが、その大きな蛸型の魔物の頭部が、大きな穴を開けられていた。

　そして中の墨袋や体液をこぼしながら、どうと倒れる。

　おそらくは魔法か何かの遠距離攻撃。

　しかし誰もがその正体を掴めずにいた。

「くそっ、あれだけの威力の攻撃だ！　連発はできねえ……」

「第二射、撃てー！」

　ウィーズリー王子の期待を裏切るように、凛とした声が響き渡った。

　そして今度こそウィーズリー王子は、その音の発生源を突き止めた。

　海の魔獣たちが密集する場所から数キロ離れた先にある山間の森。

　木々で隠いん蔽ぺいした砦と、砲台が築かれていた。

　そこには、今まででは決してありえない光景があった。

　レーア族の戦士たちが、バルディエ銃士団によって用意された銃や砲を構えている。

　決して手を取り合うことのなかった傭兵団が緻密に連携し、凄まじい火力を生み出している。

　ウィーズリー王子の目に映る距離ではなかった。だがそれこそが魔獣たちが倒される原因であると天性の勘で察知し、猛烈な敵意をもって睨みつける。

「あそこだ！　てめえら、無様にうろたえてんじゃねえ！　敵を倒すぞ！」

「し、しかし王子！　火力が激しすぎます！　突っ込めません！」

「亀を前に出せ！　他の魔獣は後ろから続け！　白兵戦に持ち込め！」

　ウィーズリー王子が叫ぶ。

　決して恐れず果敢に立ち向かうウィーズリー王子は強く、しかし、間違っていた。

　天候を操るというもっとも強力な作戦が破れた時点で、ウィーズリー王子は去るべきであった。
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　話は、二週間前に遡る。

　リーネ姉さんの伝書鳩の手紙が来た段階で、僕の頭の中には「どうやってウィーズリー王子に勝つか」という絵が描かれていた。

　だがそれを達成するためには大きな困難があった。

　一つは、テイマースキルではなく、和睦によってこの島の魔獣たちと一つの契約を交わすことだ。

　なので、「津波が来て草原も森も被害が及びます」「一緒に侵略者をブッ倒しませんか」という話を、エーデルを通して魔獣たちに伝えてもらった。実はエーデルは魔獣として非常に格が高い。他の魔獣に何か命令や使役をできるような権力や権威を持っているわけではないが、エーデルが「とりあえず話を聞いてくれ」と訴えれば、門前払いすることもできないらしい。

　ちなみにテイマー関係でもっとも格が高いのはリーネ姉さんの使役する聖鳥シルバークレインだ。シルバークレインは魔獣以外のそのへんのカラスや鳩でさえも言うことを聞く。よって姉さんは伝書鳩などの通信網を支配する大物フィクサーだったりする。

　まあともかく、エーデルによって魔獣たちと話すことができたが、僕自身は交渉が成功するとはあまり思っていなかった。すでにレーア族やバルディエ銃士団は魔獣を狩ってその肉を食べて生活しているのだ。厚かましいお願いにもほどがある。せめて津波の原因は僕らじゃなくて海から攻めてくる人たちですよ、という話さえ理解してもらえるなら御の字だった……が、意外とすんなり話は通った。

　魔獣は魔獣同士で戦い、食い、食われる関係にある。僕らがよそ者であるということに反感を示す獣も多かったらしいが、純粋に戦った結果として食ったり食われたりする分には文句も言えないらしい。魔獣たちは「負けた奴が悪い」というハードな世界観で生きている。そのかわり、魔獣の方も遠慮なく人間を襲うつもりのようでもある。平和主義の僕としては思うところもあるがそこは仕方ないだろう。

　そして島の魔獣たちは、僕らという新入り移住者よりも、「海の魔獣がこの島に津波や嵐を呼び寄せて襲ってくる」ということに怒りを覚えた様子であった。

　告死島の魔獣は、人間とはまた少し違ったナワバリ意識を持っている。海と陸だ。ただ餌を取るために一時的に境界を侵す分には問題にはならないが、群れや軍団が境界を侵して戦争まがいの行為を仕掛けるのはいろいろとまずいらしい。この島の最奥には〝島の主〟とも言うべき凶悪な魔獣がおり、一方でこの近海にも〝海の主〟とでも言うべき凶悪な魔獣がいる。彼らの逆鱗に触れてしまえば島も海も滅茶苦茶になるほどの魔獣同士の戦争が起きてしまうのだそうだ。

　と、説明が長くなったが、魔獣には魔獣の理ことわりがあり、海からやってくる敵には「かかってきやがれこの野郎！」というスタンスなのだ。海から来た敵を撃退するまで、人間と陸の魔獣は戦わないという条約も締結できた。山岳部に一時的に砦を作りたいという申し出もうまく行った。

　残る課題は、バルディエ銃士団が武器を作り、レーア族がそれを使用する戦法を確立することだった。

　僕は、マリアロンドさんとミレットさんとの打ち合わせ中に、とある話をした。

　レアクラス【魔獣狩り】、そしてレアクラス【銃鍛冶師】の真の力について。

「……つまり、こう言いたいわけね。わたくしたちに、あの連中が使う武器を作れ、と」

「そういう訳です」

　この二つは、あらゆるスキルを網羅していた古代王国においても最強格の組み合わせと伝えられている。少なくとも、今のこの大陸を支配しようとしている【テイマー】クラスをメタれるはずである。

【魔獣狩り】とはただの戦闘職ではなく、魔獣に対して効果を発揮するクラスだ。

　強力なクラスではあるが無敵という訳でもなく、たとえば剣の腕前など、剣技を極めた剣士には至らない。マリアロンドさんが槍を得手としているのはあくまで槍士のクラスも持っているだけの話だ。

　本来はあらゆる武器を使用して魔獣を追い詰める集団戦法による狩りこそがクラス魔獣狩りの真骨頂なのだ。ただ、この島において集団戦法をするために欠けているものがある。装備だ。

　一方、ミレットさんのクラス【銃鍛冶師】とはその名の通り銃を作るクラスであり、銃を使うクラスではない。ミレットさんはたゆまぬ訓練によって【銃士】に目覚めただけだ。

　もちろんそれで十分に強い。だが恐るべき魔獣の軍団を打ち払うには、より効果的な運用をしなければならない。相手はウィーズリー王子率いる最強の海の魔獣。わだかまりを捨てて全力で当たらなければならないと僕は思う。

「嫌ですわ」

　ミレットさんは腕を組み、端的に答えた。

「ですよねー」

　断る理由も分かる。

　銃とはバルディエ銃士団の虎の子の武器だ。簡単に他人に譲ることができるならば傭兵団など組織せず、武器商人として活躍していたことだろう。ミレットさんには、ミレットさんの矜きょう持じがある。

「……と、言いたいところですが。いえ、その、今すぐ席とテーブルを蹴り倒して帰りたいところですけれども……！」

　ミレットさんが頭を抱えて悩んでいる。

　あ、こりゃ大丈夫なやつですね。

「マリアロンドさんはどうですか？」

「正直、こいつらの手を借りるなどごめんだとオレも言いたい。言いたいが……」

　マリアロンドさんもまた、顎に手を当てて深く悩む。

　全員が悩んでいる。それはつまり、全員の利害は一致しているが感情的に嫌だ、あるいは部下たちを納得させるに一押し足りない、そんなところだろう。

　洗剤と野球観戦チケットつけたらうなずいてくれるかな。

「……ウィーズリー王子を倒すまで、でしてよ」

「はい」

「それと例の伝書鳩なんだけど、一回だけでいいから使わせなさい。母に近況を伝えたいの」

「……わかりました。姉と交渉します。伝書鳩とは別の形になるかもしれませんが」

「海の魔獣って鹵ろ獲かくできるかしら」

「難しいとは思いますが、チャレンジしてみます」

　幾つかミレットさんが条件を出していく。

　難しいものもあるが、何とかクリアできるだろう。

「それと最後に、指輪が欲しいですわね」

「はい、指輪……指輪!?」

　男が女に指輪を贈る。

　それは不思議と、地球の文化とこちらの文化で共通するニュアンスを持つ。

　つまりはプロポーズである。

「ええ。薬指が寂しくて。おしゃれする暇もありませんわ」

　ミレットさんがそう言って自分の薬指を撫でる。その婀あ娜だっぽい仕草から放たれる色気は、何とも重苦しい打ち合わせの空気を一変させようとしてマリアロンドさんから怒られた。

「馬鹿者！　真面目に話をしろ！」

「あら。わたくしは極めて真面目でしてよ？　命をかけた戦いに赴く前に婚約をすることをふざけてると思うのなら、世界中の戦士や兵士を嘲笑することになるわよ？　浪漫のなさもここに極まれり、と言ったところかしら」

「ぐぬぬ……！」

　そして完全に言い負かされた。

　確かにこれは、至極真面目なお話だ。切り出し方がちょっとアレだっただけで。

「……で、そちらはどうなさるの？　ああ、特に条件がないならないで全然構わないのだけど。むしろその方が良いのだけど」

「あるに決まっているだろう！」

　そして怒ったマリアロンドさんが条件を並べる。

　大体はミレットさんが出したものと似通っていた。

　一度でいいから外部と連絡を取れる状態にしたい。その他、生活物資の支援や便宜。

「で……少年。もちろん私にくれるのだろうな」

「ええ。愛を込めて、この世界に一つだけのものを用意しますよ」

　島を防衛するという何とも無骨な会議で、僕の結婚という話に発展してしまった。

　しかも、こちらから婚約を申し出たのではなく、言わせてしまった。自分のふがいなさが身に染みる。

　だがだからこそ僕は決意した。

「共に戦い、勝利しましょう。もしもの時は二人と一緒に死にます。命を預けます。ですけど、そうはさせません」

「期待してるわ、王子様」

「少年。きみに勝利を与えよう」




　そして、訓練が始まった。

　みんな最初は不平不満たらたらであった。

　だがレーア族、バルディエ銃士団混成の部隊を編成してお試しの模擬戦をした瞬間、全員が目の色を変えた。

　こんなにも馴染むのか、と。

「銃は忌むべき恐ろしい武器と思っていたが……悪くないな、これは」

　マリアロンドさんは一キロを超える距離から、マスケット銃を使って、正確に的に当てることができた。

　クラス【魔獣狩り】は、狩猟のための武器に大きな適性を持つ。剣より槍。斧より弓。トラバサミなどの設置型の罠も得意らしい。それを狩猟のみに使うだけではなく、防衛や襲撃といった、人間の拠点を守り、版図を広げるという、人間の発展を象徴するクラスだ。

「呆れた……あなたたち、そんな特性を持っていたのに今まで弓や槍を使っていらしたの？」

　ミレットさんは皮肉を口にしながらもマリアロンドさんの力量に驚き、脱帽していた。少なくとも、ここまで銃を使いこなすクラスを見たことはなかったはずだ。

　銃を使う専門クラス【銃士】を超えている成果だ。【銃士】はあくまで効果的に銃を運用するクラスであり強力だが、山林を縦横無尽に移動したり、あるいは近距離での戦闘をしたりということは苦手だ。これといったバフはかからない。

　だが【魔獣狩り】は【銃士】と同様の銃を操る力を持ちながらも、あらゆる局面に対応できる。更には魔獣を倒すために魔力を武器に込め、性能を強化させることができる。火力もまた【銃士】を上回ってしまう。あくまで対魔獣という状況に限定したものではあるが。

　ちなみに、今撃った的はエーデルの毛を使ったものである。まあエーデルの体からすでに切り離されており防御性能は弱まっているが、それでも鉄壁の防御力を誇る金を編んだ生地で作った旗が綺麗に穿たれていた。地球の防弾チョッキなどよりも遥かに強い繊維なのだが、これには流石に僕もエーデルも驚いた。

「めう」

「あー、いや、お前自身が撃たれてもまだ大丈夫だよ。たぶん」

「めぇ……」

　だが流石にエーデルもショックだったらしい。毛並みが何かしょぼんとしている。

　あとでラーベさんに慰めてもらおう。

　エーデルがそんな調子でも、訓練は続いている。

　マリアロンドさん以外のレーア族の皆も、銃を使ってその威力や馴染み具合に驚いている。どうやらクラスの効果のおかげか、あまり教えられずとも使用法や注意などが頭に入るようだ。

　そしてバルディエ銃士団の皆も最初は渋々といった様子で武器を与えていたが、次第にいろんな銃火器を試すように提案し始めた。

　何かアームストロング砲とか持ち出してきたんだけど大丈夫かな。周辺の野生動物が驚いてパニックを起こさないだろうか。

「ミレットよ」

「何かしら、マリアロンド」

　珍しくマリアロンドさんがライバルの名前を呼び、同じようにミレットさんも名前を呼んだ。

「この場限りだ。ウィーズリー王子を追い払えばまた元通り。だがそれまでは背中を預ける」

　そしてマリアロンドさんが乱暴にミレットさんの手を握った。

　ぐぐぐ、と痛いくらいに握る。

　ミレットさんが脂汗をかいている。

　だがミレットさんはうめき声一つ漏らさず、同じように強く強く握り返した。

　マリアロンドさんの顔色が変わり、苦痛に耐えるように歯を食いしばる。

「お互い様よ。今回だけは頼みますわよ」




　そして、時間は再び現在に戻る。

　陸の魔獣と海の魔獣の戦いは落ち着きを見せ始めていた。ほぼほぼ陸の魔獣……告死島の勝利と言える。だが、ある程度痛めつけたところで引き下がったようだ。

「おい待て！　逃げんじゃねえ！」

　騎士たちの罵声が聞こえる。【テイマー】に飼われて日が浅い魔獣や、さほど強い絆で結ばれていない魔獣が「こりゃあかんわ」とばかりに逃亡を始めたのだ。テイマーと魔獣は常に一心同体……という訳でもない。軽い契約であれば軽い理由で破られる。命を共にするほどの契約を結ぶのであれば、それ相応の力と対価が必要だ。人間を雇うのと変わらない。

　もはやウィーズリー王子の軍は半壊した。

　百匹いたクラーケンはほぼ潰走している。シーサーペントとデスシャークにも被害が出たようで、流石に逃げはしないものの立て直しに時間がかかっている。銃弾で撃たれた傷を癒やすため、フォートレスタートルを盾にして防御や回復の構えを見せている。

　このまま長期戦となれば勝てるだろう……が、肝心の戦力が見当たらない。

「おかしいですね。警戒を強めましょう」

　僕は山中の物見櫓からウィーズリー王子がいるはずのフォートレスタートルを見つめていた。

「何か心配事でもありますん？」

「見えないんですよ、一番警戒していたものが」

「と、言いますと……」

　僕が警戒しているのはウィーズリー王子の代名詞。

　海の荒くれ者たちさえも忌むべき海の恐怖の象徴。

　海を征く者に抗えない死をもたらす海蛇、レヴィアタン。

「ピギッ」

「ゴガアッ！」

　遠くの方から悲鳴が聞こえた。

　人間の声ではない。あえて何かに例えるならば、怪物の断末魔。

　その奇怪で不気味な声のする方に目を凝らせば、妙に長い何かが海から出て、美しい円弧を描きながら再び潜っていくのが見えた。

　何かが出るたびに、逃げる途中のクラーケンが食われていく。

「あ、あの……旦那はん、あれって……」

　珍しくフォルティエさんの声が震えている。

　気持ちはよく分かる。僕も肉眼で見るのは初めてだ。

　クラーケンさえも一口で齧り、絶命させるほどの巨大な魔獣が、悪辣な男の号令に従って襲いかかってくるのだ。恐怖を覚えない方がおかしい。

「来ましたね……あれこそがウィーズリー王子が契約した魔獣、海蛇レヴィアタンです」

　竜のような姿だが、あくまであれは海蛇の魔物である。

　とはいえ、下位の竜などは逆に食らってしまうほどに強力なので何の救いにもならないが。

「タクトぉ！　てめえ、よくもやってくれたなぁ！　だが、逃亡者が出たところで無駄だぜ。こいつの餌にしていいことになってるからな。次はお前らが餌になる番だ。俺を本気にさせたことを死ぬまで後悔しやがれ！」

　凄まじい蛮声が響き渡った。

　ウィーズリー王子がいる場所からは数キロ離れているのに届いている。おそらく声を拡張するためだけの魔道具かスキルを持っているのだ。まあ、相手をビビらせるのは戦争においては想像以上に有効な攻撃でもある。ウィーズリー王子はそこを本能的に理解しているのだろう。
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「少年！」

「ちょっと王子様、呼ばれてましてよ。何か気の利いた言葉でも返して差し上げたら？」

　すると、マリアロンドさんとミレットさんが僕を呼びに来た。

　そろそろこの戦いも佳境だ。

「さて、それじゃちょっと行ってきます。ご指名のようですから。エーデル、行くよ」

「めえ！」

　エーデルもやる気十分である。

　平和を愛する魔獣ではあるが、自分たちの開拓した土地が荒らされたことに彼なりの怒りを覚えているようだ。

「か、帰ってきてくれへんと困りますよ。まだまだぎょうさん、頼みたいことあるさかい」

　フォルティエさんが心配してくれている。

「大丈夫、任せてください！」

　親指を立てて、僕は戦場へと向かった。




　こちら側の部隊が山の麓に展開している。

　もはや草原は洗い流されてぬかるんだ湿地となっており、非常に集団行動がしづらい。だがそもそもそんなに数はいないし均整の取れた進軍をする訳でもない。

　バルディエ銃士団とレーア族の戦士は今、三人と三人の六人編成での小隊を作っている。その六人小隊が二十セットと、更に僕、ミレットさん、マリアロンドさんの特殊小隊という構成だ。

　どうしてもウィーズリー王子たちの数の有利には及ばない。だが、全員の顔に悲壮なものはまったく浮かんでいなかった。全員、勝つ気でいる。

「愚かなる兄ウィーズリー！　こちらから二つ告げることがある！　ひとーつ！　ここは我々の土地であり、国である！　たかだか小手調べで遊ばれたことの負け惜しみをよくも仰々しく言えたものだ！　お前の有利な海でお前が負けるという子々孫々に渡る恥をかきたくなければ早々に立ち去るが良い！　今引けば命までは奪わない！」

　僕もウィーズリー王子に負けじと声を張りあげた。

　たまたまバルディエ銃士団に拡声のスキルを持った人がいて助かった。

　マイクのように声を拡張させて敵方へ届けることができる。

「そしてもう一つは、レヴィアタンの弱点を僕はよく知っている、ということだ！」

「何だと！」

　その言葉に、ウィーズリー王子たちに動揺が走った。

　通常であれば一笑に付されるようなハッタリに聞こえることだろう。だが彼らの必勝の策、津波と嵐を徹底的に防いで、配下のクラーケンもすべて防いだ。僕の言葉はそれなりに説得力をもって伝わっただろう。

「それは圧力鍋だ！」

　全員が、ぽかんとした顔をしたと思う。

　ミレットさんもマリアロンドさんも、何言ってんのって感じで、ウィーズリー王子たちもおそらく同様だろう。

「皮は硬質な鱗と粘液に包まれ、身も弾力があって骨は鋼鉄のごとく。しかし圧力をかけてじっくり煮込んでしまえばいかようにでも食べることができる。身離れは良く、淡白で上品な味わいは真鯛を凌りょう駕がし、流石は大海原の王だと思わせる。こちらは舌なめずりをしてお前を待っているぞ！　戦勝の祝の鍋もすでに用意している！　同席したいなら申し出るが良い！」

　だいたいギャグであり挑発であると伝わったようだ。

　すべった感もあり、味方の一部の人間が失笑している。

　そして敵の方は、キレた。

　ウィーズリー王子本人や騎士ではない。

　レヴィアタン本人だ。

「きぇああああああああああああああああ!!」

　びりびりと痺れるほどの咆哮が響き渡った。

　てか咆哮を出せるのが不思議だ、海蛇のはずなのに。とはいえあそこまで巨大かつ高位の魔獣ともなれば人間の言葉も理解するだろうし、逆に何か意図のあるメッセージを放つこともできる。

「へっ、安い挑発に乗せられやがって。だが本気になったなら構わねえ！　喰らい尽くせ、レヴィアタン!!」

　ウィーズリー王子の言葉と共に、レヴィアタンがその巨体に見合わぬ恐ろしい速度で迫ってきた。まるでカメラを早回ししているかのような特撮じみた光景が迫る。

「エーデル！　行きますよ！　【錬金術師：錬金】！」

「めぇ！」

　エーデルが爆発した。

　いや、正確には爆発的な勢いで毛を伸ばした。もっこもこでふわっふわの毛が左右と上に伸び、クッション状の壁を形成する。あえて弾力は残したまま、糸の一本一本を千切れないように硬質化させ、同時に滑らかで摩擦の少ない性質に変化させる。

「ぐっ……！」

「グウッ!?」

　衝撃は殺しきれず、エーデル、そしてエーデルを支えていた僕はそのまま、ぽよんぽよんと弾き飛ばされる。だがレヴィアタンの突進は見事に逸らされ、あらぬ方向へと飛んでいった。勢いが強すぎて自分でブレーキをかけられないのだ。

「こらっ！　お前も弾き飛ばされることはないだろう！」

「ああ、助かりました」

　マリアロンドさんが、バスケットボールのごとく吹き飛ばされる僕とエーデルをキャッチしてくれた。

「ともかく、防御は任せて攻撃をお願いします……【錬金術師：錬金】」

　エーデルのクッション城壁は、振動でたわみはしたが千切れたり破られたりはしていない。依然として存在感を発揮している。そこに僕は〝窓〟を作った。

「構えッ！　撃てー！」

　ミレットさんが即座に指揮をした。

　クラス【魔獣狩り】によって強化された銃弾は、マスケット銃で放たれたとは思えないほどの威力でレヴィアタンに襲いかかる。

「きえあああああああああ！」

　レヴィアタンが咆哮する。

　ダメージは負っている。だが決して致命傷ではない。わずかな銃弾が鱗をすり抜けて皮膚を傷つけはしたが、骨に到達することはない。体の太さは三メートル以上あり、体長は五十メートル以上ある。あの体の大きさでは鉛の毒が体に回るというのも期待できないだろう。

「さて、それじゃ僕らも準備をしましょうか」
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　津波と嵐を呼び寄せる気象作戦『海王の雷いか槌づち』が破られ、クラーケン部隊は壊滅した。

　だがウィーズリー王子の本当の虎の子は、レヴィアタン。そしてフォートレスタートルである。レヴィアタンの方はある程度生贄となる存在がいないとフルで力を発揮できない大食らいであり、諸刃の刃だ。だからこそ本当に信頼を置いているのは、実はフォートレスタートルである。

　どんな荒波や嵐であろうが背中に拠点そのものを乗せて海原を突き進み、あらゆる攻撃からも防壁となる魔術を発動させて防ぎ切る。海を利用した絶対的な攻撃力こそが青鱗騎士団の武器と思われがちであり、ウィーズリー王子自身もそうしたイメージを活用している。だがその攻撃力の高さは、鉄壁の防御力に支えられるものでもあった。

　なぜなら、テイマーは常に戦場において弱点であるからだ。

　テイマーがどんなに自分自身を鍛え上げて強くなったとしても、テイマーが敗北し、死んだ瞬間に魔獣との契約は切れてしまう。もちろん、契約が切れた後も強い絆で結ばれた魔獣が暴れまわることはある。だが、テイマーから指示なく戦うだけの獣は一時的には恐ろしくとも、戦争の趨勢に影響を及ぼす脅威ではない。敵味方の区別はなく、周囲に混乱をもたらすだけの存在に過ぎない。またテイマーから得られる力も減退するので〝手負いの獣〟となっても脅威度は格段に下がる。

「ちっ、まずいな」

　ウィーズリー王子は、退却を考えていた。

　ここから状況をひっくり返すことは簡単だ。逃げて、力を蓄え、数か月後に再び嵐を食らわせれば良い。津波ではなく嵐のみに限定して召喚すれば、より的確にダメージを与えることができる。敵に多少の備えがあるにしても、一年以内に二度嵐を食らって無事で済むことはまずない。

　だが判断が遅れた。そもそもここまで劣勢となって一切の反撃をせずに退却をすれば、部下の心は離れる。強く、悪く、恐ろしい。その三拍子が揃って初めてならず者たちがウィーズリー王子についてくる。敵だけではなく、味方に侮られてはいけない。

　それがウィーズリー王子の弱点であった。

「うわぁ!?」

「な、何だ!?」

　突然、フォートレスタートルの足元が揺らいだ。

　足の太さだけで建物の柱よりも太いはずのフォートレスタートルが、だ。しかも、フォートレスタートルは魔術によって防壁を張っている。どんなにタクトたちが遠距離攻撃の手段があるにしても、弾き飛ばすことは何の問題もない。レヴィアタンでさえフォートレスタートルを攻略するのは骨が折れることである。

「くそっ！　何をやってやがる！　全員、足元へ行け！　襲撃されてんだぞ馬鹿野郎が！　剣を使え！　知らねえやつがいたら即座にたたっ斬れ！」

　ウィーズリー王子が罵声のような指示を放つ。

　だが一歩遅かった。

　部下の騎士たちが動き出す前に全員が銃で撃たれ、そしてウィーズリー王子の額には銃が突きつけられていた。
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　早々に決着がついた。

　フォートレスタートルの上で、潮風を浴びながら全員が勝利の余韻に浸っている。

　……という風に、油断してはいけない。

「タクト。てめえ、勝ったつもりか？　ああ？」

　額に銃を突きつけられたまま、ウィーズリー王子がガンを飛ばしてきた。

「いや、まさか。ここからが本番なのはわかっています。撃て」

　ミレットさんとマリアロンドさん、そして彼女らの部下が全員発砲した。

　至近距離から数十発の弾丸を受け、ウィーズリー王子は絶命したかに思えた。

　が、決して倒れることなくその場に立っている。

「いってえだろうがこのアマ！」

「えっ……!?」

　一番近くで撃った兵の銃をむんずと掴み、もぎ取った。

　それを鈍器のように振り回す。

　兵の頭がかち割られそうになった瞬間、マリアロンドさんが割り込む。

「ぐっ……これが【魔獣兵】の力か……聞いてはいたが体験するのとではまったく違うな……！」

　クラス【魔獣兵】。

　それは【テイマー】とは違った形で魔獣の力を借りるクラスだ。魔獣を喰いつづけてその魔力を我がものとする力を持っている。

　これを【テイマー】と両立するのは難しい。

　普通、魔獣を食う人間に魔獣は懐きにくい。特に同族となる魔獣を食べたら非常にまずい。僕はエーデルと同じ羊や羊種の魔獣は食わないし食う気もない。

【魔獣兵】になるための鍛錬、つまり魔獣食いをすればするほど、【テイマー】の資質は失われてしまう。構造的に難しいのだ。

「フォートレスタートルの力……いや、違う！　全員離れて！」

　だが、何事にも例外はある。

　たとえば【魔獣兵】としての力を得るための食事の内容が、テイムしてる方の魔獣の好物であるとか。

「カニです……！　ギロチンクラブの力を借りているわけですね！」

　ギロチンクラブ。

　それは人間の首を簡単に切り落とすことができる凶悪なカニである。

　鋭利なハサミと鋼鉄よりも硬い甲殻を持っており、また魔法にも強い耐性を持つ。

　レヴィアタンの歯でも噛み砕けないほどで、だが一方で対抗手段がないわけではない。魔法を直接ぶつけることなく、周囲の海水温を沸騰するほどまで上げて茹で殺すとか、弱点の腹の一点に高威力の精密射撃を放つとか。ともあれ人間であれば幾つか工夫の余地はある。難しいことには違いないが。

　つまりウィーズリーは、レヴィアタンさえ手こずるギロチンクラブを倒してレヴィアタンと分けて食べ合い、そして【魔獣兵】に目覚めるという苦行を乗り越えたのだ。

「行くぞオラ！」

「無茶をしないで！　距離を取ってください！」

　ウィーズリー王子の腕がハサミに変質した。

　快刀乱麻を断つが如く、銃を切り裂き、掴み、仲間たちが打ち払われる。

　このままではものの数分で全滅もありうる。

　だがそれも、予測のうちだ。

【魔獣狩り】が、【銃鍛治師】の武器を操る。

　人間の知恵の決勝が、魔獣に負けることはない。

「いきますわよ！　【銃鍛冶師：ウェポンキャスト】　召喚武具を贄として捧げ、幻想武具を鋳造せよ！」

　ミレットさんが破壊されたマスケット銃を捧げて別の武器を作り出した。

　新たに現れたのは、大筒だ。

　両手で持てるサイズの小型の大砲であり、いかにも凶悪な形状をしている。

　それをマリアロンドさんが構え、ウィーズリー王子に狙いをつけている。

　ウィーズリー王子は警戒しつつも正面から向き合った。

「へっ、どんな砲台だろうがその程度で俺の甲殻を突破できると思うなよ！　バリスタだろうが大砲だろうが、俺の甲羅は突破できやしねえ！」

「突破などせんよ。そんなことをしなくとも無力化できれば問題ない」

　マリアロンドさんが、不敵に微笑みながら引き金を引いた。

「ぐっ……な、何だこりゃ……！」

　意外にも音は軽かった。

　火薬の量は大したものではない。弾丸が開いて、中のものがウィーズリー王子の体に絡みつけば問題はない。

「一種のネットランチャーですね。弾丸がうまく作動して助かりましたよ。第二、第三のアイディアを出さずに済みました」

　ウィーズリー王子の体に絡みついたもの。それはエーデルの毛で作った網だ。ハサミや斬撃で決して千切れないよう、極端なまでに防ぼう刃じん性せい能のうに力を割り振っている。

　まあその分だけ熱や炎に弱い、というか耐熱性能など他の能力を犠牲にしているのだが、鎖などで捕ほ縛ばくするまでに気づかれなければ良い。

「せやっ！　喰らえっ！」

「傭兵働きは長いのですけど、捕り物は初めてですわね！　覚悟！」

　そしてマリアロンドさんとミレットさんが畳みかける。

　槍の石突きでウィーズリー王子の弱点……甲殻に狙われていない箇所を打ち据え、その間にミレットさんがウェポンキャストで取り出した鎖で更にウィーズリー王子を縛っていく。

　マリアロンドさんの槍は凄まじく精妙だ。

　ウィーズリー王子の弱点を狙いながらも決して糸を傷つけることはない。

　またその間を縫うように動くミレットさんは恐ろしく狡猾だ。相手の弱っている瞬間や腰が引けた瞬間を狙い、あっという間に鎖で身動きが取れなくなっていく。自慢のハサミを振るえるほどの可動域がない。

「くそくそくそッ……舐められてたまるかァ！」

「舐めていませんよ。恐ろしいからこうしているんです」

　完全にウィーズリー王子の動きを封じた。

　もはや趨すう勢せいは決まったかと思われた。

　だがその瞬間、驚くべきことが起きた。

「ずぇえええりゃあああああッ！」

「なっ……自分の腕を……？」

　ウィーズリー王子は、あえて自分の腕関節に網を引っかけて無理やり腕に食い込ませた。そしてウィーズリー王子の剛力は止まることなく腕を動かし、食い込んだ腕からぽたりぽたりと血が滴る。

　やがて網は、ウィーズリー王子の腕を切断するに至った。しかも両腕同時に切断したために、一気に網が緩んでいく。

「しまった！　自切したんです！　すぐに生えてきます！」

「殺さずに捕らえようとするなんざあめえんだよ！　俺が海も王座も手に入れるんだ、こんなところで足踏みしてられるか……！」

　網から抜け出したウィーズリー王子が突進してきた。

　カメラの早回しのごとき不気味な速度で腕を生やし、ハサミの先端を僕の喉元に突き刺そうとする。

　これは死んだ。

　確実にそう思った。

「甘いのは貴様だ。そんな無茶をして消耗した体で勝てると思うなよ」

「まったくですわね」

　僕の動揺をよそに、マリアロンドさんも、ミレットさんも、瞬間的に動いていた。

「ソフトシェルクラブって美味しいらしいですわね」

　ミレットさんは再びマスケット銃を召喚しており、新たに生えた腕を的確に撃ち抜いていく。慌てていて気づかなかったが、生やしたばかりの腕がそんなに硬いはずもない。今までとは違って確実にダメージを与えられている。ついでに額にも銃弾を一発当てて、撃ち抜くことはできないまでもウィーズリー王子の突進力を完全に殺した。

「こんなものを喰うな。腹を壊すぞ」

　完全に勢いの止まったウィーズリー王子に、マリアロンドさんが槍の斬撃を何度も繰り出す。少しでも再生のそぶりを見せるとミレットさんが銃弾を放ち、そしてマリアロンドさんはその牽制を利用してウィーズリー王子にダメージを与えていく。

　どんなに警戒しても不屈の精神で立ち向かってきたウィーズリー王子が、ようやく消耗を見せ始めた。

「俺の野望を邪魔するな……！　国も、海も！　俺のもんだ……！」

　彼の体力、そして再生力はようやく底を見せ始めた。

　残るは、ウィーズリー王子自身の心からあふれ出す野望だけだ。

　それも今、ようやく終わろうとしている。

「夢ばかり語るな。堅実に生きろ」

　マリアロンドさんが、優しくウィーズリー王子の額に手を当てた。

「【魔獣狩り：鱗うろこ通どおし】」

　これは、甲こう殻かくや鎧に覆われた獣の体内に衝撃を与えるスキルだ。

　ウィーズリー王子の意識が刈り取られ、そして主人が失神したことを悟ったレヴィアタンも暴れまわることをやめた。

　敏さとい魔獣だ。暴れ続ければウィーズリー王子の命が危ういことを悟ったのだろう。

　こうして僕らは、薄氷の上を渡りながらも完璧な勝利を手にした。










羊と鳥と、島に生きる人々




　ようやくすべてが終わった。

　平地は津波によって塩分マシマシの湿地になってしまったので、開拓はやり直しだ。錬金術で塩分を抜いて土地を生き返らせるか、それとも別の場所を探すか、思案のしどころだ。

　と、物思いに耽りながら荒れ地となった砂浜に疲れて寝っ転がっている僕のところに、一羽の鳥が降り立った。

「あ、渡り鳥だ」

　伝書鳩ではない。そもそも鳩ではなく、おそらくツバメの仲間だ。スピード優先の快速便といったところだろう。しかし足には何もつけておらず、首に何か宝石のようなものをぶら下げている。なかなかオシャレさんですね。これを届けに来てくれたのだろうか。

『やっほー。聞こえるー？』

　しげしげと宝石を眺めていると、そこから声が出てきた。

「リーネ姉さん。また凄いの作りましたね……」

　遠距離での無線通信じゃん。怖いわ。

『うふふ、国宝級の魔石使っちゃったのよ。量産できるものでもないから秘密にしておいてね』

「言えませんよこんなの。こちらは何とかウィーズリー王子を撃退したところです」

『撃退ってことは殺してはいないのね？　良かったわ。とりあえずこっちでローレンディアの王都も、青鱗騎士団の本部も押さえたから、死んじゃったら面倒が増えるところだったわ』

　僕がどういう風に動くか完全に予想している。

　ウィーズリー王子に勝てたのは結構博打だったと思うのだが、リーネ姉さんにとっては僕が勝つのは当たり前だったようだ。交渉能力も、戦術や戦略の分析においてもリーネ姉さんは僕より遥かに上だ。

　今はアルゼス義兄さんと仲良く平和を目指してくれているので助かるが、もしこの人がローレンディアの流りゅう儀ぎに完全に染まっていたら最強の支配者になっていたことだろう。

「ともかく、幾つか契約した上で帰ってもらいましたよ」

『教えてくれる？』

　戦闘の後、僕はウィーズリー王子とその部下たちを捕縛して彼らの本拠地に帰らせた。

【テイマー】を殺してしまうと彼らと契約してる魔獣が暴走する可能性もあったし、何より戦後処理としてはリーネ姉さんやアルゼス義兄さんに丸投げできる。

　リーネ姉さんたち反ローレンディア連合は、僕らが資源も戦力もないない尽くしで対青鱗騎士団の準備をしていた時に電光石火の勢いでローレンディアの王都を征服した。

　つまりはカーネージ国王や王子たち……つまり僕の父上や兄弟を倒した、ということだ。今や立場が逆転し、ローレンディアの方が属国となってしまった。

　そして、リーネ姉さんたちは団長不在の青鱗騎士団の本部もついでに押さえている。僕らの方の勝敗が何であれ、ウィーズリー王子は実は詰んでいた。

「ウィーズリー王子と部下の助命を引き換えに、リーネ姉さんとアルゼス義兄さんに仕えること、僕らへの報復は断念すること。このくらいですよ。細かい処罰や処遇はお任しせます」

『仕方ないわねぇ』

　ウィーズリー王子はあまりにも獰どう猛もうで金持ちの船や港などを容赦なく襲うが、一つ、美徳と言えるものがある。

　奴隷の商売が大嫌いだということだ。荒くれ者揃いの部下の中で、逃亡奴隷だった者も多い。まあ元犯罪者など自分の非で居場所をなくした人間も多いが、ともかく彼はあぶれ者を好き好んで登用した。

　敵対した人間は容赦なく殺すので人間に優しいとも言えないし、金品を奪われた人間が最終的に奴隷落ちしてもそれは見逃してしまうので、この一つの美徳だけで無罪という訳にはいかないのだが、その筋の通し方に惚れ込んだ部下も多い。彼を殺すのはより大きな恨みと反乱の種を生むことになる。バリバリ働かせて贖しょく罪ざいさせるのが一番だろう。

『で、あなたこれからどうするの？』

「どうするとは？」

『頑張ったご褒美に何が欲しい？　帰りの便を寄越してあげましょうか？　もともと、開拓団に送られても後で引き取ってあげるつもりだったし』

「え、どうやって？」

『最近、大きめの鳥を飼い始めたのよ。乗り心地いいわよ？　あ、でも島と大陸を行き来するのは一人二人が限度だし、いろいろとお仕事があるから全員連れて帰るとかは無理よ』

　空の便で人や荷物を運搬するのって流石にチートすぎませんか。

　あと、〝最近〟っていうのおそらく嘘ですね。僕の勝利を褒めてくれるから力の一端を教えただけで、きっと前々から可能ではあったと思う。ついでに言えば、もっとヤバい鳥をわんさか飼っていると思う。

「そういうことなら、僕はここにいますよ」

『え、いいの？　お仕事たくさんあるわよ？』

「働かせる気満々じゃないですか」

『それもあるけど、あなた好みの仕事があるのよ。人と話したり、商談や交渉したり、好きでしょ？』

　リーネ姉さんは見た目からはわからないほどに腹黒い策さく謀ぼう家かの面はあるが、それはそれとして僕を本心で可愛がってくれている。そして能力や人格を信用してくれている。この人に仕えることができれば、楽しく一生を過ごせることだろう。アルゼス義兄さんとも会ってゆっくり話をしたい。

「いえ、遠慮しておきます」

『あらそう？』

「ここを出るにしても、僕と開拓民の力で何とかしますよ。助力をお願いしたり、何か取引を持ちかけたりすることはあるかとは思いますが、僕だけがこっそり大陸に戻るというのはナシの方向でお願いします」

『…………』

　あ、あら、何だか沈黙してしまった。

　ご気分を害されましたかお姉さま。

「えーと、変なこと言っちゃいました？」

『あなた、もしかして誰かに籠ろう絡らくされてるということはないでしょうね？』

「姉さん、僕を幾つだと思っているんですか。二十歳にもなってないんですよ」

『十代の半ばなら変わらないわよ。あなた意外と女好きだから、女で失敗するわよ。いい？　あなたは自分のことをちょっとばかり賢いと思ってるでしょうけど、世の中にはずるいことを考える人はたくさんいるのよ』

「リーネ姉さんが言うと含蓄がありますね」

　この人は、アルゼス義兄さんのいる場所では常に貞淑で優しい妻として振る舞い、策謀家としての顔はできるだけ隠している。この人はこの人なりに恥ずかしいらしい。そしてアルゼス義兄さんはリーネ姉さんのそんなところを含めて可愛がっていたりする。

『そういう返しをするということはいい人はいるということね？』

「ええ、まあ」

『近々顔を見に行くわ』

「えっ、いや、来ないでほしいんですが」

『何ですって!?　あなた、お姉ちゃんに今何て言ったの！』

　うおっと、地雷を踏んでしまった。

「待って待って。嘘です。愛しいお姉ちゃんに会いたくてたまりません。ただ、土地をめちゃめちゃにされてしまいました。僕の力が至らないばかりに被害が大きくなってしまったので、それを見捨てて一人だけ戻るわけにもいかないんです。一応ここの開拓団のリーダーですので、彼らの生きる方針を示さなければ」

『ならいいのだけれど。じゃあちゃんと生活の目処がついたら連絡するのよ。あまりに遅いようならそちらに行くからね。あなたの恋人の顔も見るわよ。わかった？』

「はい、心から」

　また面倒事が増えてしまった。

　だがそれもこれも、勝ったからこそだ。頑張りますか。

『それじゃまたね。元気でやってくのよ』

「ありがとうございます、姉さん」

　僕の言葉を聞き届けたあたりで、渡り鳥はばさばさと羽ばたいて空へ飛び立っていった。

　渡り鳥が水平線へと消えるまで、静かにそれを眺めていた。

「おーい！　タクト！」

「あなた、さぼってないでそろそろいらっしゃい！　戦勝の宴うたげの席ができておりますわよ！」

　遠くから、僕を呼ぶ声が近づいてくる。

　マリアロンドさんとミレットさんだ。

　二人ともひどく消耗しているし、嵐の後の時のようにボロボロだ。もっともそれは僕も同じで、ひどい有様だ。熱い風呂に入りたい。

　だがそれでも、嵐の後とはまったく違うものがある。

　やるべきことをやり遂げ、勝ったという実感だ。

「はーい！　今行きますよー！」

　そしてまた日常へと戻る。

　一時の疲れを忘れるために飲み、食べ、踊り、喜ぶ。

　そして明日からはまた、土地を耕そう。

　僕らが、僕ららしく暮らすことのできる、平和な場所を築き上げるために。
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あとがき




　カルパシ。あるいはブラックストーンフラワー。

　主にインド南部、チェティナード地方の料理に使用される香辛料だそうです。香辛料の多くは植物の種子などですがカルパシは苔類を乾燥させたもので、見た目も黒ずんだ岩苔を削り取ったようなワイルドな形をしています。

　ルゥを使わず香辛料からカレーを作るのが私の趣味なのですが、プロのインド料理人などには当然及ぶべくもなく、カルパシのようなマイナーな香辛料ともなると使い方が今ひとつわかりません。とりあえずそのまま囓ってみましたが苦くてパサパサして硬くて不味かったです。次にチキンカレーの香り付けに使ってみたものの、どことなく焦げっぽさや燻製のような香り、それ以上の苦みがあって失敗しました。

　これは買って損したかな……と思ったものの色々と試すうちに、「脂の強い肉がどっさり入った、オイリーかつシャバシャバのスープに、引き締まった風味をつける」ことがこの香辛料の正しい使い方のような気がしてきました。チキンカレーを作ったときはヨーグルトでまろやかさやとろみを出したのですが、これは恐らくカルパシのスモーキーさや苦みと相性が良くなかったのでしょう。

　ここで私は二つのことを学びました。香辛料は、特にカルパシは囓って食べるものではなかったということ。そして最近の世の中、まったく未知の物事は少ないように見えても、探求や冒険はできるのだということを。

　無人島に行って獣を狩り、それを仲間と分かち合うというのは今時難しく、私も体験をせずに空想で補って小説を書いていますが、さりとてホームセンターやスーパーの普段は行かないコーナーに足を運び、何か今まで知らなかったことにチャレンジすることはいつだってできるものです。大冒険をする場所は大海原であっても良いし、台所であっても良い。そんな気持ちを分かち合えたなら、ついでにスパイスカレー趣味の人間が増えたならば私は幸せです。基本のスパイスカレーは本当に簡単なので試してみましょう。ルゥの代わりに、スーパーの香辛料の棚でクミン、ターメリック、コリアンダーの三つの小瓶を買うだけです。

　もしお近くのスーパーに香辛料が売ってないときは、サッカー台か出入り口あたりにあるおたよりコーナーで品揃えの要望を書きつつ、書店や電書ストアを思い出してください。きっとカレー以外にもあなたの冒険心を刺激する本があるでしょうから。







富ふ士じ伸しん太た










失敗は成功の母




　揮き発はつ臭がする。

　この大自然に囲まれた集落ではありえない化学の香りだ。

　間違いない、ここだという予感をひしひしと感じる。

　僕はおもむろにテントの中に足を踏み入れた。

「御用です！　神妙にしなさい！」

「来たっ、団長だ！」

「ゆっ、許してくれ！　悪気はなかったんだ！」

「旦那はん、堪忍しておくれやす！」

　テントの中では蜂の巣を突いたような大騒ぎになる。

　慌てふためく面子はエリックさんを中心とした男衆だが、何故かフォルティエさんもいた。

「冗談ですよ。面白そうなことをやってるなって思っただけです。何をしてたんです？」

「いや、まあ、なんつーか……」

　エリックさんが言いよどんだ。おいどうするよ？　と全員で目配せしあっている。

「こ、これはお酢なんですわ！　お酢を作っておりまして！」

「お酢を作る過程で発生するものが目当てとしか思えないのですが」

「ふぐぐ！」

　フォルティエさんが誤魔化そうとして失敗した。

「禁止令を出してはいましたが、あくまで『穀物に余裕が出るまで』って話でしたし多少は大目に見ますよ。飲んだら死んじゃうような失敗作になるなら話は別ですけど、そこは大丈夫ですか？」

「え？　でも、いいのか？　食料に余裕はあるにしても、酒ってのはほら……税を取るものじゃねえか」

　エリックさんがおっかなびっくりに尋ねる。なるほど、そこを気にしていたのか。

「島の外に輸出するなら関税とか酒税とか考えますが、自分が消費するためのものでしょう？」

「そうだな」

「飲む以外にも色々使い道はありますし、やってみてください。ちなみに何を原料にしてるんですか……って、りんごですね」

　密造酒工場と化したテントを見れば、材料となるものは隠れることなく鎮座していた。りんごだ。

　と言っても地球のものと違って、一つ一つは非常に巨大だ。これも魔物と化した樹木から採取したのだろう。

　で、採取したりんごを空っぽになった酒樽に詰めて発酵させたのだろう。りんごから作る酒……つまりシードルは、りんごを水につけて雑菌が入らないようにすることと、適温を保っておくことに気をつけて放置するだけで何となくできてしまう。

　味や品質にこだわるならばそれこそ手間暇を惜しんではいられないが「とりあえずアルコールにする」だけであれば子供でも作れてしまう。

「旦那はん、ここから火酒って作れるもんですか？」

「スキルを使えばいけますけど、設備を作らないと安定生産はできませんねぇ」

　火酒とは蒸留酒のことだ。特に、りんごから作られたものはカルヴァドスと言う。しかし単純に発酵させれば良いものではなく、蒸留設備など様々なハードルが立ちはだかる。

「うーん、設備、設備ですかぁ……」

　フォルティエさんが腕を組んで悩んでいる。

　いいですね。ＤＩＹ精神をどんどん高めて欲しい。

「そこはちょっとずつ作っていきましょうか。しかし熱心ですね。消毒液とか作りたいんですか？」

「狩りで取った肉やモツがちょいと臭いんですわ。強めの火酒をぶっかけて焼いたら美味しくなるかなって」

「そっちですか」

　百パーセント、食欲が理由であった。

「もったいねえよ。普通に飲もうぜ」

「そうだそうだ」

　エリックさんたちがブーイングする。

　ええい、飲んべえどもめ。

「飲みたいならもうできてるようなものじゃないですか」

「まだまだよ。ちょっと飲んでみろ」

　エリックさんが木のコップに注いで差し出してきた。

　促されるままに口を付ける。

「うーん……ちょっとくさい……というか苦いですね」

「な、ひでえ味だろ」

　発酵が進みすぎたようだ。常飲する物としては失敗作と言わざるをえない。

　だがみんな、どこか満足そうな顔をしている。

　たとえ今は失敗だとしても、一歩一歩成功に近付いていることを実感しているのだ。

「スキルで手伝ったりはしませんよ。自力で頑張ってみてください」

「おう、任せろや。職人にも負けねえ酒を造ってみせらぁ」

「お墨付きももろうたことですし、も少し頑張りましょうか」

　おー！　という快かい哉さいの声が上がった。
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